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影執事マルクの覚醒
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　ＣＯＭＴＡ
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　プロローグ










　燦さん々さんとした陽光が降り注ぐヴァレンシュタイン家──庭師のアーロンにより手入れされた、瑞みず々みずしい樹木や草花が咲さき誇ほこる美び麗れいにして広大な庭園。そこで、少年と少女は対たい峙じしていた。


　少年の方は真っ白な手て袋ぶくろに、ヴァレンシュタイン家の紋もん章しようが縫ぬい込まれた燕えん尾び服ふく。あちこち駆かけ回ったのか、完かん璧ぺきに整えられていたはずの服装は若じやつ干かん乱れており、よく見ると裾すその一部が灰色に変色して崩くずれかけている。


「……おどきなさい、アイシャ」


　少年の呼びかけに少女──アイシャは、寂さびしそうな笑みを浮うかべた。


　こちらは真っ白なヘッドドレスに前まえ掛かけ。群ぐん青じようのワンピースにピンピンと跳はね上がった癖くせ毛げ。大陸先住民クーラン特有の褐かつ色しよくの肌はだに琥こ珀はく色いろの瞳ひとみ。屋や敷しきに仕える侍じ女じよである。


「どけませんよ、マルクさん……」


　マルクと呼ばれた少年は、苦々しく舌打ちを漏もらすと、少女を迂う回かいするように駆け出す。


「あなたの相手をしている暇ひまは、ありません」


　そう呟つぶやくと、マルクは地面を蹴けりつける。彼を逃にがすまいと追いかけてくるアイシャに、そこら中に散乱している灰の一ひと塊かたまりをぶつけたのだ。


「あっ！」


　慌あわてて顔を覆おおうアイシャ。罪悪感に胸を抉えぐられながらも、マルクは容よう赦しやなく足あし下もとの影かげへ語りかける。


「取り押さえなさい──〈クフ・リーン〉！」


　マルクの足下に広がる影は、人の形をしていなかった。大顎あごを開いた山犬プリンシツプ──影に身を窶やつした精せい霊れい〈クフ・リーン〉である。


　影は山犬プリンシツプの形のまま、目つぶしを受けて呻うめく少女の影へと疾しつ駆くする。が──


「──焼やき払はらえ〈バーラ・ルー〉！」


　アイシャは目を覆ったまま……いや、正確には両手で視界を隠ヽしヽたヽまま叫さけぶ。


　獣けものの悲鳴が聞こえた気がした。同時に、アイシャへと迫せまっていた山犬プリンシツプの影が灰色に染まり、ボロボロと崩れ始める。続けて──ドスンッ──心臓を殴おう打だされたような衝しよう撃げき。


　──これは……初めから精霊を狙ねらっていたのですか……っ！


　顔を覆ったのは、目つぶしを受けたからではない。狙いを悟さとらせないためだったのだ。堪たまらず膝ひざをつくマルク。アイシャは油断することなくさらなる追い打ちに駆ける。


　トン──と宙に舞まい、頭上から斧おののようにつま先を叩たたき下ろす。体勢を崩して躱かわしようのないマルクは両りよう腕うでを交差させ、それを受ける。


　ドゴンッ──棍こん棒ぼうでも叩きつけたような音。


　防ぼう御ぎよしたにも拘かかわらず、頭を揺ゆさぶられたかのような衝撃。一気に体中から力が削けずられた気がした。クーランの身体能力は開かい拓たく民を遥はるかに圧あつ倒とうする。十三歳さいの少女といえど、その血統は確かに引ひき継つがれている。


　グラリと目の前の景色が暗転する。目の前で、クーランの少女は華か麗れいに着地すると──右足を引いて容赦なく振ふり切る。


　蹴りが来る──マルクはしびれて感覚のなくなった腕を突つき出しつつ、もう片方の手でメガネを庇かばう。


　ゴッ──鞭むちのように撓しなう中段蹴りは、マルクの腕を突き抜ぬけ顔面を襲おそった。メガネが割れなかったのは奇き跡せきに近い。


「きゃっ？」


　しかし、悲鳴を上げたのはアイシャの方だった。マルクは蹴りを受けつつ、足あし払ばらいをかけていた。


　尻しり餅もちをつくアイシャにマルクは影を走らせ──ようとして、できなかった。


〈クフ・リーン〉は、マルクの呼びかけに応こたえなかった。いや、応えられなかったのだ。アイシャの〈魔ま眼がん〉は、精霊にすら傷を負わせるのだから。





　契けい約やく者しや──この大陸には、その名で呼ばれるものたちが存在する。精霊と契約を結び、異能の力を手にしたものたちである。自らの命という貨か幣へいの中から対価を捧ささげる契約者たちは、その代だい償しようになにかしら身体的欠けつ陥かんを負い、いくつもの制約に身を縛しばられる。


　このヴァレンシュタイン家の当主──エルミナは、そんな契約者の代償を復元できる力を創つくり上げた。それゆえ、この屋敷に仕える使用人の大半は契約者だった。マルクも、そしてアイシャも。


　にも拘わらず、二人はここで諍いさかいを起こしていた。





　──〈クフ・リーン〉……動けませんか……。


　アイシャの〈魔眼〉をまともに受けたのだ。しばらくは能力が使えそうにない。マルクはなんとか身を起こしてアイシャから距きよ離りを置いた。アイシャも素す早ばやく身を起こすと、油断なく構える。


　──以前なら、ここで付け入る隙すきがあったのですがね……。


　マルクは、過去にもアイシャと相対したことがあった。そのときは、戦い慣れていない彼女の隙をついて勝利を収めることができたのだが、今回はまるでそういった隙が見当たらなかった。


「ずいぶんと、腕を上げたではありませんか」


「マルクさん。あたしだって、きちんと勉強とかしてるんですよ？」


　苦々しくマルクが呻くと、アイシャはどこか憤ふん慨がいしたように答えた。


「退ひいていただけませんか？　できればあなたとは戦いたくはないのですよ」


　以前も、マルクは同じように追おい詰つめられ、同じような台詞せりふを口にした。アイシャがやむを得ない事情により、主あるじであるエルミナに反旗を翻ひるがえしたから……。


「退けません。あたしだって、マルクさんと戦いたくなんてないです。でも、マルクさんだって、気づいてるんでしょう？　あたしはここの番人なんです」


　アイシャは、どこか縋すがるような表情を見せた。


「マルクさん……。マルクさんの方こそ考え直してくれませんか？」


　ただ、前と決定的に違ちがうのは──





「マルクさんがいなくなったら、みんな悲しいです」





　主を裏切ったのが、マルクだということだった。




　第一章　始まりは壊れた思い出で










　母の記き憶おくはない。いや、正確には会話をした記憶がない。


　物心ついたときには、母は目を覚まさない奇き病びように冒おかされており、ついぞ亡なくなるまで目覚めることはなかった。


　いつも地下のベッドで眠ねむり続ける母は、一体どんな人物なのだろう？


　九歳の少女は、ときおり縋るようにそんなことを考えていた。


　──お母様が起きていらっしゃったら、姉様のように優やさしかったのでしょうか……。


　それを尋たずねるべき相手は、恐おそらく父だったのだろう。しかし、それを問いかけるにはあまりに大きな勇気が必要だった。


　父の記憶は、厳しかったのひと言に尽つきる。


　食事の時間は、父の前で作法マナーを試ためす時間。それ以外の時間はひたすら社交界の知識と、淑しゆく女じよがいかに振る舞うべきかの学習。ダンスの訓練は嫌きらいではなかったが、娘むすめだというのに馬術まで習わせられるのは不思議で仕方がなかった。


　慎つつましやかで清せい楚そであれ。されど貴族として誇り高く威い厳げんを持て。矛む盾じゆんした理念を学ばされ、息をつく暇もないほど勉強にしばりつけられた少女は、当然のこと──





　──勉強が、嫌いになった。





　父が少女につけた家庭教師は一人や二人ではなかった。各専門分野から、それはもう著名な賢けん人じんを呼び寄せていたらしい。


　そんな家庭教師たちの監かん視しの目をどう搔かい潜くぐるか、少女はそんなことに情熱を燃やしていた。そしてそんな少女に根気よく勉強を教えられる賢人というのも、また希少な存在だったのだろう。


　結局、教育係としてまともに少女の面めん倒どうを見られたのは、執しつ事じのドミニクただ一人だった。


「ねえ、ドミニク。お母様は、どんな方でしたの？」


　ある日のこと、少女は教きよう鞭べんを振るうドミニクにそう訊きいてみた。


　青年……なのか少年なのかはたまた中年なのかよく分からない容姿のドミニクは、フニャリと笑う。


「そうだねえ。僕が語ると、どういうわけか良い印象を与あたえないらしいんだけど。……うん。君にとても似ていた、かな？」


　良い印象を与えない──そう前置かれると喜んでいいのか悪いのか、微び妙みような気分だった。


　少女は短い自分の髪かみをつまみ上げると、複雑そうなため息を漏もらした。


「お母様の髪はとても長くて綺き麗れいですわ。姉様も、色は違いますけれどとても綺麗な髪」


　少女と姉は双ふた子ごだった。しかし、少女がこれだけ活発であるにも拘わらず、姉の方は病弱で庭に出てくることもままならない。一日の大半をベッドの上で過ごし、少女とは正反対に物静かに微笑ほほえむのだ。


　父の愛情は、そんな散りゆく華はなのような姉にのみ、注ぎ込まれていた。


　姉の長い髪を指で梳すいては、それは優しく語りかけるのだ。少女は、父からそんな笑顔を投げかけてもらったことなど一度もない。偏へん愛あいに満ちた笑顔に、使用人たちが──人形遊び──そんな揶や揄ゆを囁ささやいているのは、少女の耳にも届いていた。


　羨うらやましい──と、感じないわけではなかった。


　しかし、そんなことがどうでもよく思えるくらい、姉は優しかった。姉は少女にいつでも一番の笑顔を向けてくれるのだ。少女は姉が大好きだった。恐らく、父は少女に姉のようになってほしかったのだろう。


　──髪を伸のばしたら、わたくしも姉様のようになれるのかしら……。


　だから、少女は父にそうねだってみた。初めてのわがままだった。





「お父様。わたくしも髪を伸ばしてみたいのです」





　そのとき、父の顔が強こわ張ばったのを見た気がした。


　そして、少女の頰ほおに熱い感かん触しよくが走った。痛い、と感じたのは少し経たってからだった。父から頰を叩かれたのだと理解したのは、さらに後だった。


　髪を伸ばしたい──そんなささやかな願いに対して、父の返事はそれだった。


　父が愛したのは、姉であって少女ではなかった。
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「……マルク殿どの？　なにかあったのであるか？」


　頭上からかけられた、その重たく野太い声でマルクはようやく我に返った。


「アーロン……？」


　顔を上げると、そこにはフクロウを象かたどった木き彫ぼりの面があった。いや面を被かぶった大男である。マルクはそう背が高い方でもないが、それでも十七歳の男子である彼が小さな子供に見える身長差というのは尋じん常じようではない。


　オーバーオールに身を包んだ庭師──アーロンはフクロウの面のまま首を傾かしげた。


「こんなところでなにをしていたのであるか？」


　そう言われて周囲を見み渡わたしてみると、そこは屋や敷しきの裏にある小さな花か壇だんだった。あまり良い思い出のある場所ではないし、なによりここは使用人といえど、みだりに近づいて良い場所ではない……はずなので近づかないようにしていたはずだ。


　なにか運んでいたわけでもなく、用事を申しつけられた覚えもない。確かにこんなところでぼうっとしているのは不可解なことだった。


「はて……？　なにをしていたのでしょうか？」


　心底不思議そうに呟つぶやくと、アーロンが慌あわてたような声をあげた。


「大だい丈じよう夫ぶであるか？　疲つかれているのではないか」


「はあ……、いえ、オウマが従僕フツトマンに入ってくれましたから、どちらかというと仕事は楽になったのですが……」


「そういうときほど体調を崩くずすものさ」


　それはアーロンの声ではなかった。


　ふと視線を頭上のアーロンから足あし下もとに向けると、そこには蹲うずくまった少女の姿があった。喪も服ふくのようなワンピースに、同じく漆しつ黒こくの前まえ掛かけとヘッドドレス（支給時には純白だったはずなのだが）。顔には左半分を覆おおう、舞ぶ踏とう会のような仮面。


　どういうわけか、少女の手には黒い液体が入った桶おけと、画家が使いそうな上等な刷は毛けが握にぎられていた。マルクの靴くつ下したを黒く塗ぬっているらしい。滴したたった黒い液体が、靴の中に溜たまって不快なことこの上なかった。


「──むぎゃっ？」


　マルクは、とりあえず少女の頭を踏ふみつけた。


「なにをしているのです、ジェノバ？」


　マルクが冷ややかな視線を投げかけると、少女──ジェノバは呻うめきながら身を起こした。


「ぐおぉ……仮にも婦女子たる我にこの仕打ち。貴公に情けというものはないのか？」


「いえ、私があなたを婦女子として認にん識しきしていないだけです。情けはあるつもりですよ」


「貴公に認識の改めを要求する。……が、本当に大丈夫か？」


　悪ふざけもほどほどに、ジェノバは本当に心配そうな顔を見せた。アーロンも同じく心配そうにこちらを見下ろしているので、マルクとしてもさすがに慌てた。


「べ、別に心配されるようなことはなにもありませんよ」


「そうであるか？　ずいぶんぼうっとしていたようであるが……」


　確かにアーロンほどの巨きよ漢かんと、ジェノバほど怪あやしい服装の人間に、これほど近くに寄られるまで気づかなかったのだ。ぼんやりしていたのは事実である。


「その通りさ。我もまさか染め終わるまで貴公が気づかぬとは、思わなかったぞ」


　そう言われて自分の足を確かめてみると、白かったはずの靴下は、片方のみならず両方とも暗黒に染め直されていた。どうやら庭に生なっている木の実から染料を作ったらしい。


「喜ぶが良い。あとは貴公のシャツを染めれば全ヽてヽがヽ終わる」


「全すべて……って、まさか……」


「ふはははははっ！　その通り。簞たん笥すの中の着き替がえは、すでに染め直しておいたぞ」


　ジェノバは黒に対して異常な執しゆう着ちやく心しんを持っている。この程度のことは予想しておいて然しかるべきだった。


　しかし、そこまでされて気づけなかったとは、確かに自分はどうかしていたらしい。


「……少し、考え事をしていただけですよ」


　ジェノバを殴なぐりつけるのも忘れて、マルクは誤ご魔ま化かすようにそう答えた。今ごろになって、途と方ほうもない違い和わ感かんが湧わいてきたのだ。


　なにか大切なものを落としてしまったというのに、それを忘れている──そんな違和感だった。


　殴られると思ったのだろう、身構えたジェノバとアーロンは、不思議そうに顔を見合わせた。それからなにか納なつ得とくしたように肯うなずいた。


「「ああ、恋こい煩わずらいというものか」」


　二人から同じことを呟かれ、マルクは倒たおれ込みそうになった。アーロンが励はげますような声をかけ、ジェノバが何な故ぜか気の毒そうな表情を浮うかべる。


「まあ、こういったことは一度よく考えてであるな、自分の気持ちを整理してみることも重要だと思うのである」


「ふっ、貴公の気持ちは分からんでもないが、諦あきらめるがよい。我とカナメ嬢じようは相思そ──うごあっ？」


　どこからともなく飛んできた花か瓶びんが、ジェノバの頭部を直ちよく撃げきした。


　上から降ってきたように思えて顔を上げると、二階の窓から慌てたように白い髪の少女が顔を見せた。


「すまぬ。誰だれも怪け我がはないか？」


　頭とう髪はつの先せん端たんからまつげに至るまで純白。滅めつ多たに陽ひに晒さらされることのない肌はだも純白。瞳ひとみだけが瑠璃猫ドミニトンを思わす強気な光を灯ともした少女──屋敷の裁さい縫ほう師しカナメである。


　地に伏ふしてピクピクと痙けい攣れんするジェノバをまるで黙もく殺さつし、カナメは本当に申し訳なさそうに謝あやまった。


「なにやら悪お寒かんが走って、つい投げてしまったのじゃ」


　カナメは同性のジェノバから求愛されている。彼女にそちらの気はないので、壮そう絶ぜつな拒きよ絶ぜつ反応を示していた。


　マルクがなんでもなさそうに手を振ふると、カナメも安心したらしく引っ込んだ。


　とりあえず、着替えを黒く染められた仕返しに、倒れたままのジェノバをギュッと踏みつけておく。


　アーロンたちの反応を見た限りでは、ずいぶん長い間ぼうっとしていたらしい。午後の仕事もあるのだ。時間を確かめようとポケットに手を入れ──マルクは頭から血の気が引くのを感じた。


「……ない？」


　いつでもポケットに入っている銀の懐かい中ちゆう時計の感触が、そこにはなかった。


　マルクは虫かなにかのように地面に張り付くと、慌てて周囲を探さぐり始める。やにわに芝しば生ふや花壇をかき分ける執事に、アーロンが慌てた声を上げた。


「ど、どうしたのであるか？」


「と、時計がないのです」


　どう考えてもそんなところにはないだろうという、岩の下や如じよ雨う露ろの中まで探り始めるマルク。さすがにアーロンだけでなくジェノバも身を起こして声をかけた。


「落ち着くがよい。如雨露の中に入ったならばすでに壊こわれているはずさ。捜さがしても無意味だろう」


「縁えん起ぎでもないことを仰おつしやらないでください！」


　悲鳴のような声を上げるマルクの慌てぶりに、アーロンとジェノバは仕方なさそうに時計を捜すのを手伝ってくれた。とはいってもここには特に物もの陰かげもなく、せいぜい花壇くらいしか捜すところもない。結局、見つからなかった。


「時計なればまた別のものを買えばよいと思うのである」


　励ますようにそう言うアーロンに、マルクは力なく首を横に振った。


「エルミナから、もらったものだったのです……」


　この屋敷にやってきて、エルミナから初めてもらったのがあの時計だったのだ。それをなくしてしまった。なにか途方もなく大きなものを奪うばわれたような喪そう失しつ感かんが、胸の中に広がっていた。


　──もしや、私は時計をなくして呆ぼう然ぜんとしていたのでしょうか……？


　考えられない話ではない。なくしたのか壊したのか、それがショックで記き憶おくが飛んでしまったということはあり得ないことではない。そう、肯こう定ていしてしまうほど、マルクは気が動転していた。


　肩かたを落とすマルクに、アーロンが困ったように言った。


「我わが輩はいも、庭園内は気をつけてみるのである。貴き殿でんの部屋や、屋敷内に落としているかもしれないのである。他の使用人にも言っておけば、きっと誰かが見つけてくれるのである。そう落ち込まずとも大丈夫であろう」


「え、ええ……。そうですね。申し訳ありません。見苦しい姿を見せました。今、時間は分かりますか？」


「うぬ。昼の三時を回ったところである」


　──エルミナの紅茶の時間ですね……。


　もらった時計をなくしたなどと、とてもではないが言えない。しかし仕事の時間ではある。マルクはアーロンとジェノバに礼を言うと、玄げん関かんに向かった。
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　玄関ホールに入ると、階上からカナメが降りてくるところだった。腕うでには絹シルクで織られたらしい、上等そうな紫むらさき色いろの織物を抱かかえている。彼女が主あるじのエルミナのために織っている着物だろう。


　マルクに気づくと、カナメはどこか嬉うれしそうな声を上げた。


「マルク。ちょうど良いところに来たの。エルミナを知らぬか？」


　懐中時計をなくした直後で、エルミナと顔を合わしづらいマルクは呻くように答えた。


「エルミナなら、今の時間はテラスで読書に耽ふけっているはずですが……」


「そうかの？　おらぬように思ったが」


　不服そうに口を結ぶと、カナメはマルクへ着物を差し出した。


「まあよい。これが仕上がったのじゃ。おんしの意見も聞きたい」


「私の意見など参考になるものですか？」


「なにを言っておるのじゃ。あやつが見てほしいのは……ゴホゴホゴホッいや、なんでもない」


　何故かカナメが突とつ然ぜん咳せき込んでいた。


「風か邪ぜですか？　具合が悪いのでしたら、酷ひどくならないうちにジェノバに診みてもらった方が良いですよ」


「恐おそろしいことを言うでない」


「え？　なんでだ？　ジェノバは医師なんだろ？　それに腕も良いと思ったけどな」


「たわけ。あやつにつきまとわれている私の身にもなってみよ。今朝なぞ布ふ団とんの中まで潜もぐり込まれたのじゃ。……これ以上つきまとわれれば、私は、自分が自分でいられる自信がない」


　前掛けの上からその中に隠かくし持もっているらしい、刃は物ものをギュッと握るカナメ。氷点下の冷たい声に、マルクと隣ヽのヽ青ヽ年ヽは慌あわてた。


「お、落ち着いてください。ジェノバにはちゃんと注意をしています。今朝みたいなことは、もうありませんよ」


「そ、そうだよ。それに、ジェノバだってひい様と仲良くしたいだけだと思うぜ？　ちょっと、その辺が不器用なんだよ」


「……あやつの〝アレ〟は仲良くの定義が普ふ通つうでは……っと、うわあッ？」


「オウマ。いい加減気づいてください。ジェノバは……って、うわあッ？」


　いつの間にか、隣に意識していなかった人物が現れていることに、マルクとカナメは同じ悲鳴を上げた。従僕のオウマである。


　短く切りそろえられた黒くろ髪かみに、眠ねむたそうな細い目。青の上着に白のズボンという従僕のお仕着せ。特とく徴ちようといえばひょろりと長い手足くらいだろうか。派手なジャケットに身を包んでいるにも拘かかわらず、どうにも印象に残りにくい容姿だった。


　──この方はどうして気配もなく現れるのでしょうか……。


　まだ勤務二日目だというのに、これからもこの調子では心臓が保もたない。マルクは嫌いやな汗あせをぬぐっていると、カナメが容よう赦しやのないひと言を投げかけていた。


「おんしの。近くに来る前に声をかけるか、あるいは鈴すずを持ち歩くかせぬか？　いきなり話しかけられてはギョッとするではないか」


「なっ！　お、俺が話しかけちゃいけないっていうのか？」


「そうは言っておらぬが、おんしの影かげの薄うすさは尋じん常じようではないのじゃ」


「影が、薄……尋常じゃ、な……？」


　よほどショックだったのだろう。もはや言葉にもなっていなかった。そんなオウマの様子に、カナメがふむ、と頷うなずく。


「……もしや〈契けい約やく書しよ〉の副作用か？」


〈空白の契約書〉──それがこの屋や敷しきに契約者が集つどう理由である。〈契約書〉に署名したものは、主であるエルミナに絶対服従を誓ちかう代わりに、対価として失ったものを復元される。


　しかしそれは模造品であるため、なにかしらの欠けつ陥かんがある。自分の〝影〟という対価を支し払はらったマルクも、署名後は副作用で気温がよく分からなくなった。カナメの場合も肌が弱い。オウマの場合は、どうやら存在感……というより気配だろうか？　そういったものが希き薄はくになっているのかもしれない。


　傷ついたように肩を落とすオウマ。マルクは話を逸そらすようにカナメに視線を戻もどした。


「ええっと……、き、着物の話でしたね？」


「うむ。一通りできあがったのでな、帯も合わせて一度着てもらいたいのじゃ」


　答えながら、カナメは着物を両りよう腕うでに掛かけながら縦長に広げる。青色が強い紫の絹シルクで、金色の孤こ月げつと銀色の小鳥が描えがかれている。


「この鳥は、なんだい？」


「銀啼鳥ソローネでしょう」


　首を傾かしげるオウマに、マルクが答える。銀啼鳥ソローネはこの大陸にのみ住まう山鳥で、銀色の羽毛と美しい歌声を持つ。キョクトの衣ころもなのに、そこに存在しない鳥が描かれていることを不思議に思ったのだろう。


「うむ。最近はキョクトの職人も海外の絵え柄がらを取り入れるようになったらしいの。行ったり来たりで忙いそがしいものじゃ」


　カナメとオウマの故郷──キョクトは近年まで鎖さ国こくをしていた。カナメの話では開国されて以来、積極的に外国のものを取り入れているらしい。この大陸の絵柄を取り入れたものがキョクトで作られ、それがさらにこの大陸に戻ってきたことになる。


　マルクがそういった事情に思いを巡めぐらせていると、オウマが感心したような声を上げていた。


「でも、さすがにひい様の仕事は見事だな。俺、こんな上等な着物触さわったこともないぞ」


「まあ、田舎いなかじゃったからの……。私もせいぜい儀ぎ式しきのときくらいしか着たことがないの」


　そういえばカナメの着物姿というのも見たことがない。寝ね間ま着きはキョクトのものを使っているようだが……。


「そういえば、こちらはその……なんといいましたか、付属品は揃そろっているのですか？」


　着物を着るには帯や帯おび紐ひも、下げ駄たや襦じゆ袢ばんなど、いくつもの付属品が必要らしい。キョクトならば日常的に使うものゆえ、どこの家にもあるらしいが、こちらでは手に入らなかったのだ。


「ああ、それくらいは仕上げておる。下駄も家令ハウススチユワードに頼たのんで取り寄せてもらった」


「あなたの分は？」


「…………あ」


　以前、マルクはカナメに頼まれて着物を買った。そのときは付属品が手に入らなくてすぐに着ることができなかったのだ。エルミナの分を頼むのならば、カナメ自身の分も頼めばよかっただろうに、失念していたらしい。


　──なにかに没ぼつ頭とうすると他のことに気が回らなくなるのですね……。


　少々意外ではあったが、それもカナメらしいといえばそうなのだろう。〝契約者狩がり〟に没頭することで、契約者の辛つらさを紛まぎらわしてきたのがこの娘むすめなのだから。


　肩を落とすカナメに、マルクは苦く笑しようした。


「あなたの着物姿を見られるのは、まだ先のようですね」


　そう言うと、カナメは意外そうに瞬まばたきをした。


「なんじゃ。見たかったのか？」


「それはまあ、私が贈おくったものですし」


　１２００スピル──それがマルクが買わされた着物の値段である。マルクの給料、一年分以上の金額を支払ったのだ。それを着たカナメの姿を見る権利くらいはあるはずだ。


「少し待っておれ。下駄以外は揃っているのじゃ。着き替がえてくる」


「落ち着けよ、ひい様。エルミナさんに着物を見せるんじゃなかったのか？」


　何故か凄すごい勢いで自室に向かおうとするカナメを、オウマが止めた。


「う、うむ……、そうじゃオウマ、おんし、エルミナを見ておらぬか？」


「エルミナさんなら、さっき、二階の奥おくの部屋に行ってたぜ。なんだかずいぶん深刻そうな顔をしてたけど、なにかあったのかな？」


　深刻そうな顔──その単語に、マルクの肩がビクッと震ふるえた。


　それを見て、カナメが怪け訝げんそうな顔を見せた。


「なんじゃ。おんしらケンカでもしたのか？」


「いえ、そういうわけではないのですが……」


「ですが？」


「その……エルミナからもらった時計を、どこかに落としてしまったようなのです」


　思わず深いため息を漏もらすマルク。あまりの落ち込みように、オウマが励はげますように肩を叩たたき、何な故ぜかカナメが不服そうに顔を背そむける。


「時計一つで大げさじゃの。あやつならそれくらい、笑って済ますであろ」


「うっ……、いや、それはそうかもしれませんが大切にしていたのですよ」


　あの時計は、マルクが本当の意味でエルミナに仕えるきっかけになったものなのだ。アーロンにも大げさだと言われたが、自分自身どうかしていると思うほど執しゆう着ちやくしていた。


　マルクが肩を落としていると、オウマが仕方なさそうに囁ささやいてきた。


「うーん。なあ、マルク。エルミナさんは確かにご主人様だけど、女の人だろ？」


「え？　ええ、それはそうでしょう？」


「つまりだな。ひい様は、そういうところが面おも白しろくないんだよ。別に本当に腹を立ててるわけじゃないから、そんなに落ち込まなくても平気だぜ？」


　まったく関連性のないことを言われ、マルクは首を傾げた。その向こうでカナメが口をぱくぱくさせてなにか慌てているのを見て、どうやら見けん当とう違ちがいの励ましを受けたのだと気づいた。


「別にカナメの機き嫌げんが悪くて落ち込んでいるわけではありませんが？」


「え？　なんでだ？　マルクとひい様は恋こい人びと──なほッ？」


　哀あわれにも、カナメの回し蹴げりを受けてオウマの体が木の葉のように吹ふき飛とんだ。


「このっ、たわけ！　余計なことを言うでない」
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　容赦のないことに、さらにカナメは蹴りを見み舞まっていた。


　一方、マルクの方は──恋人──その単語にどう反応したら良いのか分からず、ひとしきり狼狽うろたえていた。


　──カ、カナメのこの反応はどういった意味なのでしょうか？


　カナメは明らかにマルクの方を見ないようにしてオウマを足あし蹴げにし続けている。これが照れ隠しならば、マルクも期待しても良いのではないだろうか？


　──いいえ、待ちなさい。本気で怒おこっている場合も考えられます。


　少し勘かん違ちがいした第三者のオウマですらあの仕打ちなのだ。当事者であるマルクが迂う闊かつなことを口走れば、カナメは疑いを晴らすためにどんな行動に出るか予想ができない。それはジェノバに対する態度を考えれば、火を見るよりも明らかである。


　マルクとて、カナメほど美しい娘に対してなにも感じていないわけではない。〝嫌きらわれたくない〟という気持ちはあるのだ。


　お互たがい同年代の異性に免めん疫えきのないもの同士、相手の出方を窺うかがっているのだが、不幸なことにそれに気づけるほど冷静ではなかった。


　あちらも相当気が動転しているらしい。カナメは懐ふところから刃は物ものを取り出していた。


「あまりたわけたことを言うでない。うっかり斬ヽるヽところであったぞ」


「ごめんなさい。もう言いません」


　オウマは震えながら謝あやまった。それを見て、マルクはカナメが本当に腹を立てていたらしいと結論した。


　──まあ、そういう気があるのでしたら、斬きろうとはしませんね……。


　ジェノバのこともあって、気が立っているのだろう。マルクはこれ以上、カナメの機嫌が悪くならないよう、毅き然ぜんとして答えた。


「そうですよ、オウマ。私とカナメの間に存在するのは空気だけです。おかしなことを言わないでいただきたい」


　鋭するどく空気を読んだそのひと言で、カナメの手からポロリと刃物が落ちた。どうやら刃物を手放す程度には機嫌が直ったようだ。抜ぬき身みの刃物が落下し、足あし下もとにいたオウマが必死の形相で転がる。


　マルクがホッと胸をなで下ろすと、カナメは俯うつむいて唇くちびるを嚙かみしめていた。あまり機嫌が良いようには見えない。自分はなにか失敗したのだろうか？


「あの……、カナメ？　私は、なにか、おかしなことを言いましたか？」


　恐おそる恐る声をかけると、カナメは小さく肩かたを揺ゆらしており、それからキッとマルクを睨にらみつける。そして──


「──この、唐とう変へん木ぼくっ！」


　目にも止まらぬカナメの手刀が、マルクの額を直ちよく撃げきしていた。





　カナメは憤ふん慨がいしたまま二階へと上がっていく。マルクとオウマは理り不ふ尽じんな暴力に涙なみだしながらも、仕方なく後に続いた。


「なんじゃこの部屋は？」


「書しよ斎さい……ですよ」


　二階の奥の部屋──オウマがエルミナを見たというのは、小さな書斎だった。


　オウマは分からないというように首を傾げる。


「書斎？　一階にもあるのに二階にもあるのかい？」


「書斎と書庫は違います。一階は書庫で本の倉庫に近いものです。こちらは書斎で読書というよりも読み書きや研究のための部屋です。必要な資料として、本を収められるようにできているのですよ」


　一階の書庫には何十万という数の本が蔵書されている。対してこちらの書斎には本ほん棚だなは小さなものが一つあるだけ。それにも本自体はあまり並んでおらず、なにかの研究資料だろうか、手書きのメモや羊皮紙が大量に納められている。


　すでに片付けられてしまっているが、壁かべにもいろいろ貼はり付つけていたらしく、壁紙には鋲びようを打ったらしい無数の穴と、四角く刳くり抜いたような日焼けの跡あとが残っている。


　書斎の掃そう除じをしているのもマルクである。中の景色を思い出しながら、静かに扉とびらを二度叩く。


「お嬢じよう様さま。いらっしゃいますか？」


　時計をなくしてしまったのだ。なんとなく名前が呼びづらくて〝お嬢様〟と呼んでしまった。中からは、返事の代わりにガタゴトと大きな物音が返ってきた。なにやら慌あわてているように思えた。


　マルクたち三人は顔を見合わせ、しばし待つがやはり返事はない。仕方がないので、マルクはもう一度ドアを叩き、ドアノブに手をかける。


「お嬢様、入りますよ？」





　扉を開くと、そこには白のドレスに身を包んだ少女の姿があった。





「え……？　白い？」


　マルクは思わず口に出してしまっていた。


「なにか、用か？」


　無愛想なその声にもう一度目を凝こらすと、そこには白ではなくきちんと黒のドレスに身を包んだ少女の姿があった。


　金色の髪かみ。白磁を思わす汚けがれなく艶つややかな肌はだ。喪も服ふくのごとく漆しつ黒こくのドレス。契けい約やく者しや特有の暗い翳かげが揺れる瞳ひとみは翠すい玉ぎよくの色。ガラス細工のごとく整った顔立ちなのだが、そこには表情というものが欠落……いや、相変わらず変化には乏とぼしいが、今はその瞳に怯おびえとも動どう揺ようともつかない色を揺らしている。


　普ふ段だんの無表情に見慣れていれば、十分見て取れる変化だった。


　──珍めずらしいですね。エルミナがこういった表情を表すのは……。


　そう思ったのはマルクだけではなかったらしい。カナメも怪訝そうに眉まゆを寄せていた。


「エルミナ。なにか、あったのですか？」


　そう訊きくと、何故か少女──エルミナはホッとしたような吐と息いきを漏らした。


「いや、少し探しものをしていたのだ」


「探しもの……で、ございますか？」


　確かに、書斎の中は机の引き出しも引っ張り出されており、棚の中もひっくり返されている。昼間、マルクがきちんと掃除したはずの床ゆかには、無数の紙切れが散乱していた。


　エルミナは書斎をグルリと見み渡わたすと、どこか苦々しいような声を漏らした。表情も、無表情というよりも意識して表情を押し殺しているように見える。


「ここはね……父の、書斎だったのだよ」


　父の書斎──エルミナが父親のことを快く思っていないことは、マルクも知っていた。その書斎にいるのだから、エルミナが多少挙動不ふ審しんになるのも無理はない、のだが……。


　──知っていた？　私は、どこでそれを知ったのでしたか……？


　奇き妙みような違い和わ感かんが胸に広がる。


　そんなマルクに気づくことなく、エルミナはマルクたち三人の顔を順に見渡す。


「それで、君たちの方こそなにか用かね？」


「あ、ええ……、カナメが着物を仕上げましたので、ご試着願いたいそうです」


　そう答えると、エルミナは僅わずかに眉を寄せた。


「着物……？　ああ、キョクトのドレスのことだったね」


　マルクは再び違和感を覚えた。エルミナはカナメが手がけている着物を、無表情ながら楽しみにしていたように思う。今の反応は着物というもの自体をよく知らないかのようだった。


　カナメも不審そうに首を傾かしげながらも、小さく頷うなずいて着物を広げる。着物については素人しろうとのマルクが見ても、見事だと思える仕上がりだった。過去に関かかわることがあった美術品の中に、これより優すぐれたものはなかったようにさえ思える。


「さすがにこれだけ上等な絹シルクを扱あつかったのは初めてじゃ。なかなかやりがいのある仕事であったぞ」


　エルミナもさすがに感心したらしい。翠玉の瞳を大きく瞬またたかせた。


「見事なものだ。君はこういった刺し繡しゆうまでこなすのだね」


「え……？」


　これにはさすがにマルクも露ろ骨こつに不審そうな声を漏らしてしまった。


「……なにを言っておるのじゃ。おんしはこの刺繡が気に入って反たん物ものを決めたのであろ？」


　カナメの疑問にエルミナは言葉を詰つまらすが、やがて観念したようなため息を漏らした。


「そう、だっただろうか」


「……おんし、どうかしておるぞ？」


「やはり、そう、見えるのかね」


　マルクとカナメは顔を見合わせた。エルミナ自身にも、自分がどうかしているという自覚はあるらしい。屋や敷しきにやってきて日の浅いオウマだけが不思議そうに首を傾げる。


　エルミナは疲つかれたように椅い子すにもたれかかる。前当主の持ち物だけあって、肘ひじ掛かけまで革かわ製の上等そうな一品である。


「君たちに話したことはあっただろうか？　私の父のことは」


　エルミナの口から、身内のことが語られることは少ない。その少ない事こと柄がらのほとんどがエミリオ──双ふた子ごの姉に関することばかりだったように思う。確かに、父について聞いたことはなかった。


　マルクが首を横に振ふると、エルミナはホッと息をつく。どこか安心したように見えたのは何な故ぜだろうか？


「私の父は、私たち姉妹しまいを使って〝あること〟をしようとしていたらしい。それが失敗して、私は今ここにいる」


　──私の父は、〈精せい霊れいの器うつわ〉と、その使い手を創つくり出したかったらしい──


　どこで聞いたのかは思い出せない。しかし確かにエルミナの口から聞いた言葉が、脳裏を過よぎった。


「──〈精霊の器〉、でございますか？」


　エルミナは、窺うかがうような眼まな差ざしを向けてくる。


「そう、〈精霊の器〉……」


　確かめるようにその名を呟つぶやき、エルミナは小さく頷く。


「まだ、私の知らないなにかがある。……しかし、私に分かるような形で手がかりを残すはずもないのでね」


「どういう意味です？」


　徹てつ底ていして秘密にしていたということだろうか？　マルクが首を傾げると、エルミナは小さく首を横に振った。


「盲もう目もくだったのだよ。父は。父には文字や絵は意味を持たなかったのだ」


　初耳だったので、マルクも驚おどろいていた。


　それからチラリと壁や棚の中に視線を向ける。壁には張り紙の跡、棚の中にも整理がついていないメモが大量に収められている。もちろん文字やなにかの図が書かれているのだが、エルミナが持ち込んだものなのだろうか？


「つまり……、盲目だった大おお旦だん那な様がどのように情報を記録していたのか、それを調べていたということでございますか？」


「そういうことだ。……それよりも、着物を試着するのであろう？」


　どうやら、探しものが上手くいっていないことと、あまり思い出したくない出来事に向き合っていたため、様子がおかしかったらしい。


　マルクたちが納なつ得とくしていると、話を振られたカナメが慌てたような声を漏もらす。


「う、うむ。それはもちろん頼たのみたいのじゃが、……良いのか？」


「かまわない。一朝一夕で見つかるようなものならば、私も今まで苦労はしなかった」


　そうして書斎を後にしようとして、エルミナはふと足を止めた。


「そういえば、先ほどはずいぶん浮うかない顔をしてたが、なにかあったのかね？」


　マルクはグッと声を詰まらせた。気づかれなかったと思ったのだが、しっかり見み抜ぬかれていたらしい。


　観念して、マルクは深々と腰こしを折った。


「申し訳ございません。エルミナからいただいた時計を、なくしてしまったようです」


「時計……？　ああ、あヽれヽか。いや、君が気にすることはない。また新しいものを用意しよう」


　エルミナならばそう言うだろうと思ったが、マルクは首を横に振った。


「いえ。もう少し捜してみます」


　エルミナからもらったものを、さして捜しもせずに諦あきらめることなどマルクの、いや契約者としての誇ほこりが許さない。


　──それに、なにか引っかかるのです。


　どういうわけか、昼間の記き憶おくがあやふやになっている。そのせいか、あの時計は絶対に捜し出さなければならない気がしてならなかった。


「そうかね……。まあ、見つからなかったときは、遠えん慮りよなく言いたまえ」


　そう言い残すと、エルミナは今度こそ部屋を後にした。その後をカナメも従う。


　そんな二人の後ろ姿を見送り、マルクは怪け訝げんそうな声を漏らした。


「妙みよう……でしたね」


「え？　なにがだ？」


「いえ、エルミナがあのように表情を表すことは珍しいのですよ……」


「そうか？　俺が会ったエルミナさんはあんな感じだったと思うぞ。今まで無理してたのが大だい丈じよう夫ぶになったってことじゃないのか？」


　マルクは意外そうに眉をはね上げた。


「なんだい？」


「……いえ、なるほど、と思ったのです。そういった考え方もできますね」


　──心配の、しすぎかもしれませんね……。


　先日の記き憶おく喪そう失しつの一件以来、少々マルクは神経質になっていたかもしれない。エルミナの変化が、また自分を忘れてしまう兆候なのではないかと。


　あのとき、エルミナが全すべてを忘れてしまったのは、自分がその小さな兆候に気づけなかったからだ。少なくとも、マルクはそう考えており、責任も感じていたのだ。


　釈しやく然ぜんとしないものは残っているが、エルミナが無理なく笑えるようになってきたというのならば、喜ぶことである。先日の一件は、エルミナの心境に少なからず影えい響きようを与あたえているのかもしれない。


　マルクは紅茶を用意するため、厨ちゆう房ぼうへ足を向けた。
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　厨房に向かおうとして玄げん関かんホールに降りると、玄関の扉とびらがガチャリと音を立てた。


「あ、マルクさん、ただいまです」


　玄関に顔を見せたのは、侍女姿の少女──アイシャだった。


「お帰りなさい、アイシャ、セリアさん」


　アイシャの隣となりには、長身の女性の姿があった。


　藍らん玉ぎよくの瞳に激情を表したような赤い髪。本日は外出をしていたため、男物のジャケット姿であるが、屋敷の料理人──セリアである。


　セリアはマルクに気づくと、どこか複雑そうな表情で視線を逸そらした。癖くせのようにマルクへ攻こう撃げきをしてくる彼女にしては恐おそろしく珍めずらしい反応である。


　マルクが首を傾げていると、セリアは単語メモのような口調で呟いた。


「来客。主あるじへ取り次ぎ」


　セリアが視線を向けた先──玄関の向こうから、一人の青年が足を踏ふみ入れていた。屋敷の人間ではない。


「アルバ……？」


　そこにいたのは、褐かつ色しよくの肌はだに琥こ珀はく色いろの瞳ひとみ。アイシャ同様、クーランの青年だった。黒のジャケットには右みぎ腕うでが通っていない。狩人を思わす鋭するどい眼光はギャングのもの。ディーノ・ファミリーの首ド領ンアルバ＝ディーノである。


　マルクが警けい戒かいして身構えると、アイシャが慌あわてたように割って入った。


「あの、アルバさん、一昨日おとといのことで、エルミナとお話がしたいんだそうです」


　一昨日──エルミナが記憶喪失になり、マルクはそのときのいざこざでアルバに借りを作っていた。そう言われれば、マルクには断りようもない。


　それに向こうはエルミナの客としてきているのだ。執しつ事じとして客人に礼を失するわけにはいかない。マルクは踵かかとを揃そろえると丁てい寧ねいに腰を折った。


「お嬢じよう様さまは現在お取り込み中でございます。多少、時間がかかることになります。取り次ぎますので、応接室にてお待ちください」


　着き替がえ中などと言えるわけはない。マルクが丁寧な対応を見せると、アルバは意外そうにフンと鼻を鳴らした。


「お前、まともな対応ができたのか？」


「お嬢様のお客様に無礼を働くわけにはいきません」


「……ふん。まあいい。俺とてもめ事を起こしに来たわけではない」


　そう言うと、アルバはおとなしく応接室に足を向けた。以前やってきたことがあるので──あまり友好的な用向きではなかったが──部屋の場所は知っているらしい。その後を慌てたようにアイシャがパタパタとついて行く。


「セリアさん、お客様にお茶の用意を。エルミナは少し時間がかかりそうです。夕方ですし、なにかつまめるものを。晩ばん餐さんも余よ裕ゆうを持って用意してください。私はエルミナに声をかけてきます」


　これでもマルクは執事である。執事としての指示ならば、セリアも攻撃することなくきちんと従ってくれる。彼女が攻撃を仕し掛かけるのは、あくまで──ちっとも嬉うれしくないことではあるが──個人的な趣しゆ味みであり、職務と私事の区別くらいはできるのだ。


　テキパキと指示をとばしつつ、マルクは下りてきた階段を再び上った。





　着物やその付属品が置かれているのはカナメの部屋だが、主を使用人の部屋で着替えさせるはずはない。マルクはエルミナの寝しん室しつの前に立つと、静かに扉を二度叩たたいた。


「お着替え中に失礼します。アルバ＝ディーノ様がいらっしゃいました。お嬢様に面会を求めております」


「アルバ……？　ああ、少し、時間がかかると伝えてもらおうか」


「かしこまりました」


　マルクが扉から離はなれると、部屋の中から慌てたような音が聞こえた。


「ああ、マルク、少し待ヽちヽたヽまヽえヽ」


　マルクはエルミナの〈契けい約やく書しよ〉に署名している。彼女の命ヽ令ヽにはいかなる場合にも絶対服従してしまう。それゆえ、エルミナ自身も普ふ段だんから命ヽ令ヽにならないよう、口調等には気を遣つかっているらしかった。


　そのつもりはなかったにしろ、命ヽ令ヽなどされたことは久しぶりで、マルクは少し意外に思った。


　そんな違い和わ感かんも、部屋から出てきた少女の姿にすっかり吹ふき飛とんでしまったが。


　深い紫むらさきの衣ころもに少女の瞳と同じ翠みどり色の帯。胸むな元もとには赤や黄色の襟えりがいくつも重なり、恥はずかしげに組まれた腕うでからは、地に着きそうなほど長い袖そでが流れている。月夜に舞まう蝶ちようを思わせる姿だった。


　カナメが二週間かけて仕上げただけのことはある、見事な仕上がりである。


　着物は西洋人には似合わないという話をどこかで聞いた気がするが、元々線の細い体つきの彼女は違和感なく着こなせていた。カナメが着付けたのだから当然ではあるが。


「……どう、だろうか」


　彼女なりに極力平静を取とり繕つくろおうとしているらしいが、紅葉もみじのように染まった頰ほおは隠かくしようもない。それがまた普段の無表情とは違ちがい、魅み力りよく的だった。見み惚とれてしまっていたマルクは、エルミナのその様子を窺うような声に、なんとか返事を返すことができた。


「とても、よくお似合いですよ。エヽルヽミヽナヽ」


　微び笑しようと共に腰を折るマルク。こちらもかなり動どう揺ようしていたが、平静を取り繕うことには成功した。……はずなのだが。


「──っ！」


　どういうわけか、エルミナは驚いたように目を開き、それから小さく唇くちびるをかみしめた。


　その表情の意味がとっさに理解できなかったマルクは首を傾かしげる。口を開く前に、エルミナは背中を向けてしまった。


「仕上がりは悪くないようだね。気に入った」


　その声には、まるで感情がこもっていなかった。元々、エルミナは抑よく揚ようのないしゃべり方をするが、今のはそれとは違うように思えた。


「それでは、今からアルバに会われますか？」


「……少し時間がかかると言った。着替えてくる」


　エルミナが部屋の中に引っ込み、彼女の後ろに控ひかえていたカナメが怪訝そうな顔をしていた。


「なんじゃ。……気にいらなんだか？」


　やや落らく胆たんしたカナメの声。二週間もかけて仕上げた着物に、犒ねぎらいのひと言もなかったのだから仕方がないだろう。


「いえ、恐らくあなたのせいではないと思います……」


　機き嫌げんを損そこねたのはマルクに原因があったように思える。しかし、なにがまずかったのかは見当もつかなかった。


　二人の使用人は、落胆したように肩かたを落としながらも、それぞれの持ち場へと戻もどった。





　何な故ぜエルミナはあんな顔をしたのだろう。


　エルミナの突つき放はなされたかのような顔が瞼まぶたにこびりついていた。以前、マルクがエルミナを傷つけてしまったときは、兄のクリスがやってきていたので彼との兄弟ゲンカが原因だった。しかし、今回はそのようなことは、なにもなかったはずなのだ。


　──いえ、以前、ああいった顔を見たことがあったのではありませんか？


　マルクがこの屋や敷しきにやってきたばかりのころ、エルミナは楽しそうな素そ振ぶりを見せるたびに自己嫌けん悪おするような表情を浮うかべていた。先ほどの顔は、そんな表情によく似ていたのではないか？


　ため息を漏もらしながら、マルクは厨房の扉を開ける。中では、セリアがアルバの飲み物を用意していた。


「執事バトラー。運ぶ」


　トレイの上には、ハーブを利きかせたクラッカーが一皿に、ワイングラスと紫房果プルテア酒が用意されていた。


「ご苦労様です……って、アルコールを持ち出したのですか？」


　このフロアティナという国では、禁酒法という法令が布しかれている。厳密には飲酒自体は禁じられていないので、出すこと自体は問題ないのだが……屋敷にあるからといって堂々と用意するとは、凄すごい度胸である。


　マルクが絶句していると、セリアは不服そうに首を横に振った。


「材料不足。付け合わせ不十分」


　添そえ物ものとして用意されたクラッカーも、一から用意されたもののはずだが、これでは料理の腕を振るったうちに入らないのだろう。まあ、屋敷の食材はアルコールを飲むことを想定して用意はしていないので、当然のことではある。


　──珍しいですね。こういったことで不服を漏らすのは……。


　契けい約やく者しやという存在は、一度交かわした契約を違たがえられない。使用人として雇やとわれている以上、この屋敷に住まう契約者たちは己おのれの職務に手を抜ぬくことができない。


　セリアも同様で料理は完かん璧ぺきにこなしてくれる（希まれにマルクの料理だけ〝うっかり〟失敗することがあるのだが）。希に材料が足りないことがあれば、その場にあるものでなんとかしてくれていたのだ。材料がないと腹を立てるのは珍しかった。


「恐らく晩餐も出すことになります。そちらで腕を振るっていただく方が良いですよ」


　客が食べていかないとしても、こういった時間の来客には用意しておくのが礼れい儀ぎである。


「了りよう承しよう」


　酒の給仕と飲み物を運ぶため、やはりアルバとは顔を合わせなければならないらしい。マルクはセリアを励はげましつつ、応接室に足を運んだ。





「あ、マルクさん。飲み物ですか？」


　一階玄げん関かんホールへ上がると、アイシャが客室から出てきたところだった。


「ええ。アルバとはゆっくりお話しできましたか？」


　アイシャには伏ふせられていることであるが、彼女とアルバは兄妹きようだいである。それを知らずとも同じクーランだから、という理由からアイシャはアルバに懐なついていた。


　彼女はあれでなかなか幸さち薄うすい人生を歩んできたため、兄妹仲良くやれれば良い、とマルクは気にかけていた。どうしても相あい性しようの悪いアルバのことを我が慢まんするほどに。


　マルクが尋たずねると、アイシャははにかんだ笑みを浮かべた。どうやら仲良くやっているようだ。


「えへへ。大体いつもあたしが勝手にしゃべってるだけなんですけど、アルバさん、わりときちんと聞いてくれるんですよ。それに、今日持って行ったクッキーも前より上手くなってるって褒ほめてもらえたんです！」


　アイシャは恐おそろしく不器用である。こと料理に関しては壊かい滅めつ的……いや、もはや破は壊かい的と言っても過言ではないだろう。以前、アイシャの作った菓か子しを無理に完食したアルバは病院送りになった。


　味もさることながら調理過程も凄せい惨さんなもので、彼女に料理を教えようとしたマルクは何度か命の危険に晒さらされた。屋敷の料理人セリアは、すでにさじを投げている。


　そうして、なんとか料理の手伝いというところから始めたのだが、それが褒められたとなると、相手が犬けん猿えんの仲のアルバだったとしても、マルクまで嬉しくなってしまった。


「あ、それとですね。……あの、今日は少しグレリオとも会いました。アルバさんのところで働いてるみたいで」


　グレリオというのは、以前アイシャの弱みを握にぎってエルミナに危害を加えようとした契約者である。〈宣せん教きよう師し〉と呼ばれる、エルミナこと〈精杯グレイルの姫ひめ〉を狙ねらう組織の一員だったのだが、最後にはアイシャに打うち倒たおされていた。


　当然、顔を合わせたい相手ではないはずなのだが、向こうは心を入いれ替かえたのかアイシャと仲直りしたいような様子だった。アイシャの方がどんな反応を示すのかが問題だったのだが、この分では問題はなかったようだ。


「まあ、アルバの下にいるならばエルミナやあなたに危害を加えることはできないでしょう。あなたが腹を立てていないのならば、口をきいて差し上げてもよろしいのでは？」


　そう言うと、アイシャはどこかホッとしたような顔を見せた。やはり、マルクやエルミナに気を遣って仲良くしてはいけないかもしれないと考えたのだろう。


　あとは、二人の問題である。アイシャが望むのならば、仲直りすることもできるだろう。


　マルクがそう納なつ得とくしていると、アイシャはなにか思い出すような顔をして上うわ目め遣づかいの視線を向けてくる。


「あの……、そういえばマルクさん。エルミナとは、なにを話したんですか……って、訊きいてもいいですか？」


　彼女なりに気を遣ったのだろう。おかしな文法だった。


「はあ……、着物の試着をしていらっしゃったので、感想を訊かれたのですが、どうやら気に障さわることを言ってしまったようです」


　何故それをアイシャが知っているのかは分からないが、マルクはエルミナの機嫌を損ねてしまったことを言われているのだと考えた。


　アイシャは不思議そうに瞬まばたきをすると、ちょこんと首を傾かしげた。


「着物……？」


「ええ。カナメが仕立てていたものですよ。アイシャもご存じでしょう？」


「え？　え？　ち、違います。その、あたしとセリアさんが出かけるとき、マルクさん、エルミナといっしょに……」


「はい？」


　なんのことを言っているのか分からず、マルクが首を傾げると、アイシャは慌あわてたように両手を振った。


「え？　あ、ち、違ったんですか？」


「よく分かりませんが、なにか重大な話でもあったのですか？」


　そう訊くと、アイシャは愕がく然ぜんとしたように目を大きく開いた。


「おかしいな……。〝あのこと〟を話したんだと思ったんだけど……」


「あのこと？」


「あ、いや、いいんです。あ、あたしの勘かん違ちがいだったみたいです！」


　先ほどから言っていることが要領を得ない。なにが言いたかったのかはよく分からなかったが、彼女が自分で言っているのだから勘違いだったのだろう。


　アイシャは誤ご魔ま化かすように両手を振っていた。


「で、でも、エルミナ、遅おそいですね！　いつもならすぐ下りてくるのに」


「ああ、先ほども言いましたが、着物の試着をしていたのです。着き替がえているのでもう少しかかりますよ」


「あ、じゃあ、あたしも手伝いに行ってきますね。ごめんなさいマルクさん。引き留めちゃって」


　そう言うと、アイシャはパタパタと階段を上っていった。


　──なんだったのでしょうね……？


　首を傾げて……マルクは胸の中にざらつくような違い和わ感かんを覚えた。


　──あたしとセリアさんが出かけるとき、マルクさん、エルミナといっしょに──


　アイシャとセリアが出かけたのは、マルクも知っている。かまどの引ひき継つぎを頼たのまれたのだから。


　だが、それから自分はなにをしていたのだろうか？


　アイシャが出かけたのは昼の一時ごろの話だ。そして今は四時にさしかかっている。やはり二時間ばかりの記き憶おくがすっぽりと抜け落ちている。時計をなくしたこととなにか関係があるのだろうか？


「あ、いけません。飲み物を運ぶのでした」


　違和感の答えは見つけられなかったが、今は客人のもてなしが優先事じ項こうである。


　マルクは応接室に足を向けた。
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「失礼します」


　応接室には、大理石のタイルを嵌はめ込んだテーブルがあり、それを囲むように上質なソファが三つ並んでいる。奥おくの壁かべはガラス張りで、庭園へ出られる扉とびらになっていた。


　アルバはソファに腰こし掛かけることなく、ガラス戸の側そばに立って庭園を眺ながめていた。


　奇くしくも、この応接室はマルクがエルミナから返り討うちにされた場所であり、そのマルクにエルミナを暗殺するよう依い頼らいしたのがアルバだった。


　アルバが立っているのは、あのときエルミナが佇たたずんでいた場所である。なんだか複雑な気持ちだったが、彼は今エルミナの客としてここにいるのだ。マルクは礼を失せぬよう、丁てい寧ねいに腰こしを折った。


「お飲み物をお持ちしました」


　アルバは面めん倒どうくさそうに視線を向け、意外そうに眉まゆをはね上げた。


「アルコールを出すとは気前が良いな。毒でも入っているのか？」


「さて？　あなたがセリアさんに恨うらまれているのならば、私も安全は保証しかねますが」


　そう答えると、アルバは露ろ骨こつに表情を崩くずした。


「なんだと？　これはセリアが用意したのか？」


「それはまあ、セリアさんはこの屋や敷しきの料コ理ツ人クですから」


　──アルバもセリアさんから攻こう撃げきを受けているのでしょうか……？


　マルクは過去数回に亘わたりセリアと交戦していた。そのせいか、ともに屋敷で働くようになってからも多々攻撃を受けている。アルバもその口なのだろうか？


　セリアを雇っていたのはアルバであり、契約が切れてからもちょくちょく会っているようなので仲が良いのかと思っていたのだが……。


　マルクは軽い同情を覚えながらも、コルクの栓せんを抜いてグラスへ紫房果プルテア酒を注ぎ込む。


　アルバは恐る恐るグラスを傾かたむけ、軽くアルコールを口に含ふくんでからホッとしたような息を吐はく。


「あなたとセリアさんは仲が良いと思っていましたが？」


「知らん。屋敷に顔を出したいと言ったら、とたんに機き嫌げんが悪くなった。ああいうときのあいつには──うぐっ？」


　ハーブクラッカーを囓かじったアルバが、突とつ然ぜん苦く悶もんの声を上げた。どうやら爆ばく弾だんが紛まぎれ込んでいたらしい。


「申し訳ございません。料コ理ツ人クには注意をしておきます」


　同情心半分、爽そう快かい感かん半分の、微び妙みような声こわ色いろでマルクは謝罪を述べる。


　アルバは紫房果プルテア酒を一気に飲み干すと、ぐったりしたような声を漏もらした。


「セリアがなにを考えているのかなど、俺にも分からん。……まあ、いい。それより召めし使つかい。お前、あれからエルミナの様子はどうなっている？」


「マルクです。我わが主あるじのプライベートをお客様に明かすことはできません。……と、いいたいところですが」


「ですが？」


　不快そうな顔をするアルバへ、マルクは試ためすような笑みを浮うかべる。


「私も、あなたに訊きたいことがあります。条件次し第だいではお答えしますが？」


　二日前の事件──エルミナが記き憶おく喪そう失しつになった一件で、マルクが自分がエルミナのことをなにも知らないのだと思い知らされた。


　──エルミナが話せるようになるまで待とう──それは家令のドミニクから言われたからではない。エルミナの隣となりに傅かしずく、マルクの忠義の姿勢だった。


　しかし、それでは駄だ目めなのだ。エルミナの力にはなれないのだ。記憶をなくしたエルミナに、マルクはなにもしてやれなかったのだ。


　だからマルクは知らなければならない。アルバはマルクが知らない、エルミナの秘密を知っている。それを知るためならば、マルクはなんでもできる。


　アルバは値ね踏ぶみをするように、マルクの頭の天辺から足の先まで眺め、フンと鼻を鳴らした。


「それで？　なにが知りたいというのだ？」


「エルミナの姉のこと、一年前になにがあったのかです。あなたは、なにを知っているのですか？」


「姉……か」


　アルバは帽ぼう子しを脱ぬいで小さなため息を漏らした。


「お前は、なにも分かっていない」


「そうですね。なにも知ろうとしなかったのは事実です。ですから、私は知りたいのです」


　なにも知ろうとしなかったのは己おのれの怠たい慢まんである。そこから目を逸そらすほど、マルクも軟なん弱じやくではない。


　アルバは驚おどろいたようにポカンと口を開け、それから面おも白しろくなさそうに目を細めた。


「まあ、いい。お前をいびったところで俺にはなんの得もない。話せる範はん囲いでなら答えてやる。とりあえず、俺の質問に答えろ」


「私から答えるのですか？」


「先に訊いたのは俺だ。それに、お前が訊きたがっていることはひと言で語れることではない」


　アルバから答えるという口約束は取り付けた。彼も契けい約やく者しや同様一度交かわした約束は破らない。ギャングとしての誇ほこりがそれを許さないからだ。


　ここでごねても交こう渉しようにはならない。マルクは観念して口を開いた。


「先日の騒そう動どうの疲つかれがあったのでしょう。昨日はあまり具合が思わしくないようでしたが、本日は問題なさそうでした。なにか調べ物をしていたらしく、普ふ段だんは入らない書しよ斎さいにもこもっていらっしゃいましたから」


「書斎……？　なにか特別な部屋なのか？」


「大おお旦だん那な様の部屋だったそうです」


「エルミナの父親か。……妙みようだな。あらかた調べ尽つくしたと言っていたはずだが」


　どうやら、あの書斎にもなにかがあったらしい。アルバが一人だけ納得しているのは気に入らなかったが、そちらは後で訊けばよいことである。


「他にはなにもなかったのか？」


　着物の試着などはしていたが、それはさすがに言うことではないだろう。マルクは首を横に振ふった。


「まあ、昨日の今日でまヽたヽということもないか」


「他に質問がないのでしたら、私の質問にも答えていただきたいのですが」


「ああ、そうだったな。……しかし、まだ聞いていなかったとはな」


　批難されているのだと感じたマルクは目を細めるが、アルバはそれを気にすることなく言葉を続ける。


「もう少し、行動的な人間だと思っていたのだがな。あいつは」


「どういう意味です？」


「エルミナが、まだ話していないのが不思議だと言っている」


　アルバはどっかりとソファに身を沈しずめると、小さなため息を漏らした。


「まあ、あいつも人間だ。後ろ暗いものがなにもないわけではない」


　そう前置くと、アルバは狩人の眼まな差ざしを向けてきた。
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「最初に、言っておくことがある」


「言っておくこと？」


　アルバは深く頷うなずくと、マルクがまるで予期しなかった言葉を口にした。





「エルミナには、姉などいない」





「どういう、意味です……？」


「言葉のままの意味だ。つまり──」


　トントン──アルバの言葉を遮さえぎるように、応接室の扉が叩たたかれた。





　扉が開くと、黒のドレスに身を包んだエルミナの姿があった。その後ろにはアイシャとカナメが控ひかえている。後ろの二人は浮かない顔をしていた。カナメの方は着物が不評だったせいかもしれないが、アイシャまで暗い顔をしているのはどういうことだろう？


　アルバはマルクに目配せすると、小さく顎あごをしゃくった。話は後だ、という意味らしい。仕方がないので、マルクも首しゆ肯こうして引き下がる。


「待たせてすまなかったね。先日は面倒をかけた」


「気にするな。お前には借りがある。それに、結局はなにもなかった」


　ソファに腰掛けると、エルミナは翠すい玉ぎよくの瞳ひとみをアルバへ向けた。心なしか、緊きん張ちようしているように見える。


「それで、わざわざここまで出向いてくるとは、なにか急用なのかね」


「いや。少しは落ち着いたかと様子を見に来ただけだ」


　エルミナはどこか自じ嘲ちよう気味の笑みを浮かべた。


「落ち着いたといえば、確かに落ち着いただろうか。まだ、万全とは言い難いが」


「それはそうだろうな。……始める前に気づけなかったのか？」


　アルバの問いに、エルミナは無表情に警けい戒かいするような色を浮かべた。


「私に、手段を選ぶ余よ裕ゆうがなかったことは、知っていると思うが」


「確かに、俺も人のことを言えたものではないがな……」


　視線こそ向けなかったものの、アルバがアイシャを意識したのが分かった。


　二人の会話はマルクには理解できなかったが、どことなくエルミナは言葉の切れが悪い。先ほどアルバが漏らした〝後ろ暗いもの〟のせいだろうか？


　アルバは狩人の眼差しをエルミナへ向ける。


「それで、お前はどうするつもりなのだ？　このまま続けるのか？」


　言いながら、アルバは使用人たちへと視線を巡めぐらせる。エルミナはその視線を追って、小さく身を竦すくめた。


「……分からない」


　それは、孤こ独どくに押しつぶされそうな迷い子の声だった。そんなエルミナの有様に、アルバは怪け訝げんそうに眉を寄せるが、深く問おうとはしなかった。


「まあ、ここでは話せんか」


　アルバが引き下がったことで、エルミナも警戒心を緩ゆるめたようだった。


「これ以上、君に面めん倒どうをかけるつもりはない。ゆるりとくつろいでくれたまえ。晩ばん餐さんを用意しよう。マルク？」


「かしこまりました」


　先ほどセリアに晩餐の準備を頼たのんでおいて正解だった。マルクは一度腰こしを折ってから厨ちゆう房ぼうへと引き下がった。


　──アルバからの話を聞きそびれてしまいましたね……。


　後になってからアルバが話すのを渋しぶるようなことはないだろうが、訊きたいときに聞けなかったのは少し痛かった。





　その後、セリアの調理を手伝ったり晩餐の給仕を務めたりで、アルバと二人で話せる機会はなかったが、夜も遅おそいということでアルバは泊とまっていくことになった。




　第二章　銀啼鳥ソローネは秘密を追い










「盲もう目もく……？　お父様が？」


　教育係のドミニクから聞かされたその話に、少女は素すっ頓とん狂きような声を上げた。


　少女は十二歳になっていた。いかに反発しようとも、徹てつ底てい的てきに淑しゆく女じよとしての教育をたたき込まれてきたのだ。活発な顔立ちには僅わずかながらも気品と呼べるものが見え始め、窮きゆう屈くつなコルセットや動きにくいドレスもそつなく着こなしている。


「それはおかしいですわ。確かにお父様は杖つえをついていらっしゃいますし、いつもどこか遠くを見ているような眼差しですけど、焦しよう点てんが合っていないわけでも瞳が白はく濁だくしているわけでもありませんわ」


　父の眼差しは、相変わらず少女に向けられることがない。あの日打たれて以来、髪かみも少年のように……というほどでもないが、それにしても上流階級の娘むすめとしては考えられないほど短く切きり揃そろえられたままである。


　そう、あの日父は少女の頰ほおを正確に打ったのだ。とてもではないが、盲目の人間にできるとは考えられない。


「ああ、あれはね。……そうだなあ。どう説明したらいいかな。リカルドの目は確かにものを見ている。だけど、それは目の前の景色じゃなくて、少し時間のズレた景色なんだよ」


　ドミニクは父──リカルドを呼び捨てにしている。客人の前では礼れい儀ぎを守って「旦だん那な様」と呼ぶが、屋や敷しき内では本人に対してでも呼び捨てにしていることがあるほどだ。それどころか〝あの日〟少女が叩かれたとき、ドミニクは父を殴なぐりつけたという噂うわさまである。


　さすがに不思議に思って訊いてみたことがあるのだが──ドミニクが解かい雇こされるのではないかと不安で仕方がなかった──彼は平然とこう答えたのだ。


　──僕の主あるじはリカルドじゃなくて奥おく様さまだからねえ──


　未いまだに目覚めない母。ドミニクは母の執しつ事じだということらしい。


　ならば対立でもしているのかと訊いてみれば、この男はあのフニャリとした笑みを浮うかべてこう言うのだ。


　──まあ、腐くされ縁えん……ってやつかな。


「……よく分かりませんわ」


「うーん……。つまり、そう〝夢〟かな？　起きてるけど夢を見ているような感じらしい。それでその夢の中で自分がどう行動したらいいか見えている……と、言えばかなり近いんじゃないかな」


　つまり、予知能力のようなものだろうか？


「曖あい昧まいなもの言いですのね。では、お父様には目の前の景色よりも夢の方が身近だというのですの？」


「そんなところかな？　リカルドの話じゃ、あまり良い夢じゃないらしいけどね」


　そう言ったドミニクは馬ば鹿かにしている様子でもなく、どこか物もの憂うげに見えた。


　父が盲目──それを知って、少女にこみ上げた感情は疎そ外がい感だった。今の今まで、自分はそんなことも知らされていなかったのだ。


「でしたら、お父様にとって現実とはなんなのでしょうか」


　顔が見えないから、少女は振り向いてもらえないのだろうか。


　そう考えたとき──少女の脳裏に、良からぬ悪戯いたずらが閃ひらめいた。


　少女はドミニクにそっと耳打ちする。


「それはまた……、君は、困ったことを思いつくね」


「駄だ目めですの……？」


　少女の提案はドミニクの協力なくしては達成しえない。つまりドミニクに迷めい惑わくをかけることになる。上うわ目め遣づかいに様子を窺うかがっていると、ドミニクは仕方なさそうにいつものゆるみきった微び笑しようを返した。


「仕方がないなあ……。君の初めての反はん抗こうだからね。手伝ってあげるよ」


「──！　ありがとう、ドミニク！」


　それは実に他愛のない悪戯だった。


　しかし、それは数年後の少女の運命を大きく変えてしまうことになる。
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　時刻は深夜。使用人たちが寝ね静しずまったのを見計らい、マルクはそっと寝しん室しつを抜ぬけ出していた。服装は、日中と同じく燕えん尾び服ふくのままである。


　普ふ段だんならば、晩餐の後は使用人たちも休きゆう憩けいの時間をとれるのだが、本日は客人が来たことで仕事が増えた。普段の倍は豪ごう華かな晩餐の後は、その片付けと客人への給仕。


　アルバは元々エルミナの様子を見に来たわけであり、エルミナの方も当主として客人を持て成す姿勢を見せていた。マルクはその間、主と客人に給仕しなければならない。アルバから話を聞き出す機会は、なかなか訪おとずれなかった。


　そういった事情から、この時間まで待たなければ仕方がなかった。日ひ頃ごろからギリギリしかとれていない睡すい眠みん時間がさらに削けずられるのは痛いが、こんな好機は二度と訪れない。


　──しかし、エルミナがああいったことを提案したのは意外でしたね。


　屋敷にこもりがちのエルミナは、やはり使用人以外の人間と会話することが少ない。晩にやってきた客人に泊まっていくよう勧すすめるのは上流階級の礼儀であるが、いつもならば頃合いを見てマルクが提案していたはずだ。


　それが、今回はエルミナ自身がほどよいタイミングで誘さそったのだ。正直なところ、マルクは感心していた。


　──まあ、当主らしくなってきたということでしょうか。


　それはきっと良い変化なのだろう。





　ひっそりとした夜の地下通路。日中は使用人（主にマルクとオウマ）が駆かけ回り、掃そう除じも行き届いているはずのこの場所も、今は不気味な暗くら闇やみに包まれている。先日、くだらない怪かい談だんを話したばかりに、怪かい奇き現象に見み舞まわれたマルクとしては、あまり気持ちの良いものではない。


　廃はい品ひんとして使用人に下ろされた蠟ろう燭そくを掲かかげ、マルクは足音を立てないよう、注意しながら進んでいた。


　そうして一階へ上る階段にさしかかったところで、マルクはピタリと足を止めた。


　──私以外にも、誰だれか出歩いていますね……？


　階段に足をかけたマルクは、片手の蠟燭を掲げて階段の上方を照らす。人の気配はその先だった。


　蠟燭は前方だけでなく、周囲の壁や足あし下もとも照らしていた。そして、そのマルクの足下に浮き上がった影かげは、人の形をしていなかった。


　昼間ならば、山犬プリンシツプの形に変へん貌ぼうしていることもあるのだが、今はそのどちらでもない。異形──としか呼びようのない、禍まが々まがしく膨ふくれあがった歪いびつな塊かたまりだった。





　マルクの能力は〝影〟である。己おのれの影を操あやつり、他者の影を〝拘こう束そく〟あるいは〝破は壊かい〟する。日中は陽ひの光という束そく縛ばくに縛しばられるこの能力だが、夜になるとその制約から解き放たれ、肥大化する。


　その力は契けい約やく者しやの中でも最強の呼び名が高い、カナメを圧あつ倒とうするほどのものである。


　──それでも、エルミナにはまるで歯が立ちませんでしたがね……。


　最初はマルクはエルミナを暗殺するために来たのだ。それが仕し掛かけたことすら気づいてもらえず返り討うちに遭あった。





　夜になると、無制限に巨きよ大だい化する〈クフ・リーン〉。放ほうっておくと、その能力は屋敷中を覆おおい尽つくしてしまう。


　こんな能力を垂れ流していてはマルクの信用に関かかわる。極力抑おさえるようにはしているのだが、就しゆう寝しん中などには勝手に屋敷中を覆ってしまう。こればかりはどうしようもなく〝誰の影も搦からめ捕とらない〟と契約精せい霊れいに約束させることで、この夜ヽ遊ヽびヽを容よう認にんしていた。


　今は普段夜遊びを許している時間である。マルクが行動することになったので、自分の目の届く範はん囲いで遊ヽぶヽように注意を投げかけたのだが、反抗的な契約精霊はふて腐れてこのような形になっていた。


　それでも徘はい徊かいを続ける影の一いつ端たんが、誰かの気配を感知したのだ。


　──アルバでしょうか？


　使用人はみな眠ねむっているのを確認している。それ以外ならば外からの来客であるアルバくらいしか思いつかなかった。


　あまり気は進まないが、マルクは影に意識を傾かたむけ、今し方の気配の位置を探さぐる。〈クフ・リーン〉が不服そうにごねるが、それを宥なだめつつなんとか特定に成功。


　──書庫……の、ようですね。


　二階の客室に向かうつもりだったが、マルクは予定を変へん更こうして書庫へ足を向けた。





　玄げん関かんホールに出ると、書庫の扉とびらから僅かな光が零こぼれていた。当人は気をつけているつもりなのだろうが、カタコトと小さな物音も聞こえる。


　一体なにをやっているのか。マルクは扉を押し開けようとして、今はアルバも客人だと思い直した。静かに扉を二度叩たたく。


「入りますよ？」


　こんな夜中に家や捜さがしのようなことをやっているのだ。返事を待つ必要を感じなかったので、マルクは扉を押し開けた。のだが……


「マルク……か」


　そこにいたのは、マルクの予想とは違ちがう人物だった。


「エルミナ？」


　エルミナは、梯はし子ごに登って書しよ架かを漁あさっていた。マルクに気づくと、僅かに表情を崩くずして慌あわてたような顔を見せたが、すぐに普段の無表情に戻もどった。


「なにを、やっているのです？」


　マルクが問いかけると、エルミナは観念したような吐と息いきを漏もらし、梯子から下りる。


「探しものの、続きだ」


「こんな夜中に、でございますか？」


　エルミナは目を伏ふせて視線を逸そらした。


「あまり、時間がない」


　それが、抑よく揚ように乏とぼしくもどこか怯おびえているように聞こえたことで、マルクはハッとした。


　──今回みたいなことは、また起こる──


　ドミニクがそう語ったのは昨日のことだ。エルミナ自身も、先日のようなことが遠からず起こると感じているらしい。


「エルミナ。あなたは、あのときあなたの身になにが起こったのかを理解しているのですか？」


　エルミナは降参でもするように両りよう腕うでを広げると、小さく頷うなずいた。あまり見ない仕草だ。


「それで、同じようなことがまた起こると」


「そうだ」


　今度は、エルミナも目を逸らそうとはしなかった。翠すい玉ぎよくの瞳ひとみに揺ゆれる暗い翳かげ。正面から見つめれば呑のみ込まれてしまいそうな深い翳。夜のせいか、以前よりも色濃こくなっているように思えた。


　マルクは、意を決して口を開いた。待っているだけではなにもできないのだ。


「エルミナ。話してはいただけませんか？　あなたの身になにが起こったのか、そしてあなたがなにを探しているのか」


　エルミナは表情こそ動かさないものの、困ったように髪かみを搔かき上げた。


「それは、難しい話だね。私自身、起こったことに納なつ得とくはしていても、人に話せるほど整理がついていない」


「それでかまいません。話してくだされば、あなたの考えもまとまるかもしれませんし、私も手がかりをもらえます」


　エルミナは翠玉の瞳をじっと向け、それから試ためすように呟つぶやいた。


「それが、私が犯おかした罪を知ることに繫つながるとしても？」


　それは、以前エルミナが呟いた言葉と、重なって聞こえた。


　──大切な誰かを傷つけて、もう謝あやまれないとしたら、どうすればよいのだろうか──


　恐おそらく、それが彼女が曖昧な態度をとっている理由なのだろう。しかし──


「なにが、おかしいのかね？」


　エルミナの、酷ひどく不快そうな声。


　噴ふき出しそうなのを必死で堪こらえていたマルクは、慌てて背筋を伸のばした。堪えていたつもりだったのだが、エルミナにはすっかりバレていたようだ。


　気を取り直すようにずり落ちた丸メガネを押し上げると、マルクは丁てい寧ねいに腰こしを折った。


「お嬢じよう様さま。恐れながら申し上げますが、この屋や敷しきで働く使用人はドミニクさん以外は全員契約者でございます」


「それが、なんだというのかね」


「つまり、私も含ふくめて、罪を犯していない人間など存在しません。あなたもアイシャやカナメがどんなものを抱かかえているかはご存じのはずです。アーロンやセリアさん、オウマやジェノバとて同じでございます。そんな私たちをあなたは受け入れてくれたのです」


　何故か、エルミナは怯ひるんだように口を結んだ。マルクはそれを気にせず側そばに寄る。


「あなたがどこでなにをし、これからなにをするとしても、私はそれを受け入れられます。あなたがそうしてくれたように」


「私が、君に噓うそをついているとしても？」


「噓をついているとしてもです。私はあなたの隣となりにいます。あなたが望んでくれる限り」


　そのとき少女が見せた表情を、マルクは当分、忘れられそうになかった。


　いつもの無表情からは想像もつかない、泣き出しそうな表情。しかし、感極きわまったというよりも、哀かなしくて、あるいは申し訳なくて仕方がないという表情。


　金色の髪が表情を隠かくす。エルミナが俯うつむいたのだ。


「私は、あなたに側にいて欲ほしい」


　こんな心細そうな声で言われて、断れる人間などいるだろうか。マルクは静かに膝ひざを折った。


「契約者は、契約を裏切りません。これは契約です。あなたが望む限り、私はあなたの側にいましょう」
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　少女は、怯えたように身を引く。マルクはその手を決して離はなさなかった。


「……それが本当なら、あなたはきっと後こう悔かいする」


「しません」


「す──」


「──しません」


　頑かたくななマルクの言葉に、少女はとうとう噴き出した。


　──やっと、笑ってくださいましたね。


　ホッと安心したような息を漏らすマルク。


　しかし、そこで奇き妙みような違い和わ感かんを覚え、マルクは首を傾かしげた。


　エルミナの笑顔──それを見せられたときは、決まって抱だきしめたいような困った衝しよう動どうに襲おそわれる。あるいはこれが恋こいというものなのだろうか。そう、考えていた。


　それが、今は微み塵じんも感じられない。もちろん、嬉うれしいとは思うのだが、それはアイシャに対してそう思うようなもので、以前のような衝動的な気持ちは抱いだかなかった。


　──はて、何な故ぜでしょうか……？


　そう考えて、マルクはもう一つの可能性にたどりついた。自分の気持ちは、もう一人の少女に向かっているのかもしれない。


　それはそれでエルミナに対する裏切りのような気がして、マルクは罪悪感のようなものを覚えた。
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「さて、どこから話したものだろうか」


　書庫のソファに腰こし掛かけたエルミナは、ため息とともに切り出した。


　──最近も、同じようなことがあったような気がしますね……。


　奇妙な既き視し感かんを覚えながらも、マルクは静せい聴ちように努める。


「私が双ふた子ごだということは話しただろうか？」


　──見ての通り、私たちは双子だ──


　いつだったか、エルミナの口からそんなことを聞いたのを思い出し、マルクは頷く。それを確かめてから、エルミナは囁ささやくように語り始めた。


「私がこの力を扱あつかえるのは、私たちが双子だからなのだ」


「と言いますと？」


　答える代わりに、エルミナはテーブルから一冊の本を手に取る。とたんに、書物はガラスのように砕くだけ散ちり、後には塵ちり一つ残らなかった。


　普ふ段だん、あれだけ大切にしている本をこのように扱うことを、マルクは意外に感じたが、エルミナはさして気に留めた様子もなくなにかを載のせるように手を開いた。


「あらゆるものを抹まつ消しようし、そして──再生する」


　エルミナの手の平にガラスの破片のようなものが寄り集まり、やがて一冊の書物を象かたどる。


「〝在あるはずのないもの〟を紡つむぎ直す──人の手には有り余る力。この力は、過去の誰だれも扱うことはできなかったのだと思う。手にしたものは眠り続けるのだから」


　その事実を信じられなくなったような、自信のなさそうな声だった。


「それをどうにかして扱おうとしたのが、私の父だった」


　──私の父は、〈精せい霊れいの器うつわ〉と、その使い手を創つくり出したかったらしい──


　再び同じような言葉が脳裏を過よぎった。





　契けい約やく者しやが契約できる精霊は、本来ならば〈精霊の器〉に宿っているものだったらしい。それが〈器〉を失ったことで、人間に取とり憑つく契約精霊となるのだ。マルクの契約精霊〈クフ・リーン〉も、元はどこかで神や悪あく魔まと崇あがめられていた存在だったはずだ。


　その精霊たちが〈器〉を失うのは、彼らを崇めるものがいなくなるからである。奇妙なことだが、精霊は人から〝そこに在る〟と信じられることで存在しているらしい。人は神の奇き跡せきに縋すがるが、神は人から縋られなければ奇跡を起こせない、ということらしい。


　それが現在、因学ルートと呼ばれる学問が発達し、人は神の奇跡よりも因学ルートを崇めている。かつては無数に存在した〈精霊の器〉も、悉ことごとくその力を失い契約精霊に成り果てていた。


　アルバは現存する数少ない〈精霊の器〉の所持者である。だが、それもそう遠からず力を失うことになるのだろう。彼の氏族もまた開かい拓たく民に滅ほろぼされている。氏族の精霊を崇めるものも、彼一人しか残っていないのだ。


　そんな中、世界中に広まり未いまだ信しん仰こう心の失われていない宗教──オルダー教に崇められる精霊が、エルミナが所持する〈アルス・マグナ〉だった。


〈アルス・マグナ〉は力を失わないどころか、他の精霊を取り込み、さらに力を強めていった。つまり──


　──精霊という枠わくからも外れた存在──


　アルバのような〈精霊の器〉の所持者とは違ちがう。マルクたちのような契約者とも違う。そんな力を扱うエルミナを、マルクは〝超ちよう越えつ者しや〟と呼んでいた。





　確かにエルミナから聞いたはずの話。しかし、それをどこで聞いたのか思い出せないことで、マルクは軽く眉まゆを顰ひそめた。


　──私は、この話を聞いたことがあるのですか？


　そんなマルクの表情をどう受け取ったのか、エルミナは自じ嘲ちようするような笑みを浮うかべた。


「まあ、突とつ然ぜんこんなことを言われても信じられないだろうね」


「あ、いえ、そういうわけではありません。ただ……」


「ただ？」


「以前も、同じことを聞いたような気がしたものですから」


　そのとき、確かにエルミナは大きく目を開いた。驚おどろいていたように思えるが、それも一いつ瞬しゆんのことで、次の瞬間にはいつもの無表情に戻もどっていた。


「では、この話は省こうか？」


「いえ、申し訳ありません。今一つ記き憶おくがあやふやなもので、よく思い出せないのです。もう一度聞かせていただけるとありがたいです」


　エルミナは幽かすかに表情を翳かげらせたように思えたが、すぐに続きを語り始めた。


「私たちは、黙だまっていれば誰にも見分けがつかないほどうり二つだったのだ。だから、周囲の人間たちはドレスの色などで見分けていた」


「髪の長さもですか？」


　以前見た、エルミナ姉妹しまいとその父を描えがいた肖しよう像ぞう画がでは、片方は短く片方は長かった。エルミナはピクリと肩かたを揺ゆらしたが、小さく頷うなずいた。


「そう。……ただ、私たちは双子だというのに性格が正反対でね。私の方は父には好かれていなかった。それでもドレスを取り替かえ、ほんの少し気をつけるだけで父でも騙だますことができた」


　記憶をなくしたエルミナはアイシャのように活発で……なんというか〝おてんば〟だった。父親を騙して遊ぶ程度のことはやっていても不思議はない。


「父は、私が父にそうしたように、〈アルス・マグナ〉を騙すことを思いついたのだ」


　ようやくエルミナの力の本質に触ふれる。マルクは、ゴクリとのどを鳴らしてしまった。


「〈アルス・マグナ〉に魅み入いられたものは眠ねむりに堕おちる。だが、それを誰かが肩かた代がわりしてくれたらどうだろうか？」


「肩代わり……ですって？」


　薄うす々うす、気づいてはいた。過去に、エルミナは〈アルス・マグナ〉の力を失ったことがあったのだ。それに対たい抗こうするために〈空白の契けい約やく書しよ〉を必要としているらしい。


「半身は眠りに堕ちようとも、もう半身は起きている。〈アルス・マグナ〉には、どちらがどちらなのか見分けがつかないらしい。つまり、父は私たちの片方を〈アルス・マグナ〉の〈器〉に、そしてもう片方を使い手にしたのだ」


　マルクは、目め眩まいにも似た感覚を覚えた。


　彼の親もあまり褒ほめられた人間ではなかった。マルクを賃金の必要のない労働力程度にしか見ていなかったのだから。あるいは、彼らなりに愛情はあったのかもしれないが、少なくともマルクは感じていない。


　しかし、それでも彼らが自分を生いけ贄にえのように差し出すことはなかっただろうと思っている。それも実験台のようにして。


　──だから、エルミナは姉のエミリオを助けようと必死なのですか……。


　はらわたが煮にえくりかえるような感覚を覚えた。


　沈しずんだ表情のエルミナを励はげまそうとすると、彼女は毅き然ぜんとして顔を上げた。


「父の計画はとても上手くいったのだと思う。ただの一つを除いて」


「なにか失敗があったのですか……？」


「私は、父に好かれていなかったと言った。私がここにいることは、父も予期しなかったはずだ」


「つまり、使い手と〈器〉が入れ替わってしまったということですか？」


　そう尋たずねると、エルミナはゾッとするほど暗い翳を瞳ひとみに揺らした。


「そう……。実に、その通りなのだよ」


　マルクは、気け圧おされたのを誤ご魔ま化かすようにずり落ちたメガネの位置を修正した。


「事情は、よく分かりました。それで、エルミナの探しものというのは？」


　エルミナは、人形のような無表情だった。





「──〈空白の契約書〉──あれは、一体なんのために創られたのだろうか？」





　マルクは、自分の耳を疑った。


「なんですって？」


「〈空白の契約書〉だ。あれは、なんのためにあるのだろう」


「え……？　いや、エルミナが創ったのではなかったのですか？」


「そう、なのだろうね。ただ、あれでなにをしようとしていたのか分からない……と言ったら、君は信じるかね？」


　マルクはふむ、と頷いてから思案する。


　エルミナが記き憶おく喪そう失しつになったのは、二日前の話だ。そのときはここ二、三年の記憶がすっぽり抜ぬけ落ちていた。そしてそれが元に戻ると、今度は記憶喪失中の記憶がなかった。


　そしてドミニクはまた同じことが起こると予言しており、エルミナもそれを理解していて焦あせっている。


「つまり、あなたの記憶はまた欠け始めているということですか？」


　小さく頷くエルミナ。


「完全ではないという意味ならば、その通りだと思う」


　ドミニクが言っていたことは早くも現実に現れてきてしまったらしい。


「あなたが〈契約書〉を創った理由は、姉上様を助けるためだったと考えていますが」


　エルミナは、心外そうに眉を寄せた。


「私が、そう言ったのかね？」


　当然です──そう、言いかけてマルクは首を傾かしげた。


　確かにエルミナが明確にそう言ったことはない。そもそも姉がいるということ自体、二日前まで彼女の口からは聞いたことがなかったのだから。


　エルミナはどこか落らく胆たんしたように呟つぶやいた。


「言っていないのだろう？　そもそも、こんな力でどう助けるというのだ」


　なんとなく、マルクには分かってしまった。


　エルミナは不安なのだ。〈契約書〉の記憶が消えてしまった──その使い方や用よう途とまで忘れてしまったのだ。〈アルス・マグナ〉だけでなく、そんな力まで抱かかえていて、自分がなにをしようとしていたのかを思い出せないのならば、不安を感じない方が異常である。


「私は、あなたが姉上様のために〈契約書〉を創ったのだと信じております」


　マルクは自信を持ってそう言うが、エルミナの沈んだ表情を明るくすることはできなかった。


「と、ともかく、〈契約書〉の記憶が消えてしまったのならば、その原因を取り除けば問題も解決するのではないでしょうか？」


　エルミナは小さく首を横に振ふった。


「原因は〈空白の契約書〉そのものだ。〈契約書〉の負荷が引き起こしたことなのだ」


「そう、思われる根こん拠きよは？」


　エルミナは怯おびえるようにマルクを見上げた。


「理由は二つある。一つは、時期だ。〈契約書〉が完成したのは、今から二か月ほど前のことのはずだ。私が、こういった異変を感じ始めたのはちょうどその時期からだ」


　エルミナは以前、契約者を集めるために、この屋や敷しきに入る許可証を〈アルス・マグナ〉の情報とともに『週刊契約者』という情報誌に載のせている。それが今から二か月半前のことである。〈契約書〉が完成したからそういった行動に出たのだろうから、時期としては確かに間ま違ちがいない。


「もう一つは？」


「〈契約書〉の本体には、この身体からだを使っているからだ」


「どういう、ことです……？」


　実際のところ、その事実はアイシャやカナメなど、一部の女性使用人には明かされていることなのだが、男のマルクが耳にするのは初めてだった。


「カナメから聞いたから間違いはない。〈契約書〉は、この身体の背中に刻まれている」


「背中……で、ございますか」


　言われてみれば、エルミナはいつも露ろ出しゆつの少ないドレスを着用している。マルクがこの屋敷にやってきたころは夏だったというにも拘かかわらずである。一度だけ、肩が露出しているようなドレスを着ていたことがあるが、そのときも背中を見せることはなかった。


　──いくら探しても見つからなかったわけですね……。


　最初のころは絶対服従という条件に反発し、契けい約やくを破は棄きしようと〈契約書〉を探し回ったりもした。そんなところにあったのならば見つかる道理もない。


　マルクが納なつ得とくしたように頷いていると、エルミナはからかうように翠すい玉ぎよくの瞳を揺らした。


「見てみたい、かね？」


「ええっ？　いや、その、見たいというか……」


「別に見てもかまわないのだが」


　そう言われると、少し見てみたい気がする。


　──落ち着きなさい。エルミナは今、追おい詰つめられていて、多少情じよう緒ちよ不安定になっているだけです！


　狼狽うろたえるマルクを眺ながめ、エルミナはクスクスと肩を揺らした。どうやらからかわれたらしい。


　──まあ、人をからかえる程度には元気を取り戻したようですね！


　マルクは無理矢理そう納得した。


「ですが、他にやりようはなかったのですか？」


　エルミナの背中が一体どんな状態になっているのか、それは分からないが、仮にも上流階級の娘むすめが自分の身体を道具のように扱あつかうのは気分の良いことではないはずだ。


　エルミナは、小さなため息を漏もらした。


「アルバにも同じことを言われたが、やはり焦っていたのだろうね。私たちに残された時間は無限ではないのだから」


　──それほど追い詰められていたのですか……。


　エルミナ姉妹に残された時間がどの程度なのかは分からないが、少なくとも〈契約書〉を必要としていた段階では相当追い詰められていたらしい。なりふり構っていられないほどに……。


　マルクは、気を引き締しめてもう一度問いかける。


「それでエルミナ、あなたはなにを探しているのですか？」


「〈契約書〉を作成したときの、資料だ」


　なるほど、とマルクは頷いた。


〈空白の契約書〉の実態は、エルミナしか知らない。そのエルミナが忘れた以上、誰だれも教えられるものはいない。だが、その設計図や制作過程、設計理念が理解できれば〈契約書〉の実態も把は握あくできるだろう。


　先ほどもエルミナは書しよ斎さいをひっくり返していた。〈契約書〉が〈アルス・マグナ〉への対抗策である以上、その〈アルス・マグナ〉のことを調べていたことは間違いない。ならば最初に〈アルス・マグナ〉の研究をしていた父親のことを調べるのが自然である。


　マルクは確かめるように問いかける。


「それで、なにか見つかったのですか？」


「いや、特に目立ったものはなにも……」


　確かに、探しているものが漠ばく然ぜんとし過ぎている。このだだっ広い屋敷の中で、そんな不明確なものを手て探さぐりで探してもそうそう見つかるものではないだろう。


　マルクは頭を捻ひねりつつ、あることを思いついた。


「エルミナ。覚えていなくとも〈契約書〉を創つくったのはあなたなのです。自分ならその資料をどこに隠かくすだろうか、そう考えてみることはできませんか？」


　名案だったらしい。エルミナの表情が僅わずかに明るくなったように見えた。


「…………なら、どこに隠すか……？」


　小声でよく聞こえなかったが、自分の行動の思考実験シミユレーシヨンを始めたらしい。マルクが期待してその様子を見守っていると……エルミナの表情は見る見る青ざめていった。


「エ、エルミナ？　どうしたのです？」


　マルクが狼狽えていると、エルミナが絶望しきったような暗い声で呟いた。


「処分……する」


「はい……？」


「そんな物ぶつ騒そうな代しろ物もの……創るのは一度限りで良い……だから、全部……抹まつ消しようする」


　エルミナの口から告白された、彼女自身の行動の予想は、あまりに説得力があった。


　姉を助けたいという理由があったにしろ、〈空白の契けい約やく書しよ〉は使い方を誤れば途と方ほうもなく凶きよう悪あくな力となる。契約者を絶対服従させ、その能力すらも自分自身に複製コピーできるのだから。当然、エルミナならばそんなもの、人目に触ふれる前に抹消してしまったことだろう。


　マルクはがっくりと膝ひざをつき、エルミナも落胆したように俯うつむいた。


　資料など初めから存在しなかった。これには、さすがに打ちのめされた。と、そこでマルクはある可能性に気がついた。


　──抹消……ですって？


　マルクは、立ち上がるとエルミナの手を取った。


「エルミナ。抹消したならば、再生すればよいのではありませんか？」


「再生？」


「はい。〈アルス・マグナ〉の力を使えば、抹消した資料を再生することもできるのではありませんか？」


　エルミナは大きく瞬まばたきをすると、ふむと頷うなずいた。


「できなくはないかもしれない。……いや、やはり無理だ。対象も場所も不確定では、再生のしようがない。せめて抹消した場所さえ分かればなんとかなるかもしれないが……」


「場所が分かればよいのですか？　ならば問題ありませんよ」


「心当たりがあるのかね？」


「いいえ」


　自信を持って否定すると、エルミナが呆あきれたようなため息を漏らした。


「ではなにかね？」


「場所は分かりませんが、どの部屋でもものが増えれば必ず分かります」


「何故かね？」


　マルクは丸メガネの位置を修正すると、余よ裕ゆうのある笑みを浮うかべた。


「自じ慢まんではありませんが、この屋敷の管理は私どもが行っているのです」


　特に、最初の一か月ばかりは本当にマルク一人でやっていたようなものだった。ものを動かされればそれだけで違い和わ感かんを覚えてしまう。紙切れ一枚でも増えればすぐに分かるだろう。


　エルミナは信じられないように瞬きを繰くり返かえす。


「絶対に、と言い切れるのかね」


「絶対に、と言い切れます」


　迷わずそう答えると、エルミナは観念したように小さな笑みを溢こぼした。


「分かった。君を信しん頼らいしよう」





　マルクとエルミナはエルミナの寝しん室しつへ向かった。


　資料を処分するならば、どこで使用人の目につくか分からない屋敷の中よりも、自室の方がやりやすかっただろう、という推測からである。


　二階に上り、エルミナの寝室の前にたどり着いたところで、マルクはふと自分の姿に疑問を抱いだいた。


　──これは、傍はたから見られれば途方もなく危険な状じよう況きようなのではないでしょうか？


　エルミナの探しもののためとはいえ、足音を忍しのばせ、深夜に女性の寝室へ入ろうとしているのだ。わざわざ使用人たちが寝ね静しずまっているこの時間に、燕えん尾び服ふく姿なのも不自然である。後ろでエルミナが無表情ながらも不安そうに俯いているのでなおさらだろう。


　マルクがそれに気づくのと同時に、前方の扉とびらが独りでに開いていた。


「……なにをやっているのじゃ？　こんな夜中に、おん、し……ら……？」


　次し第だいに絶望に染まっていくような声で呟いたのは、カナメだった。


〝契約者狩がり〟の異名を持つ契約者。この屋敷でもっとも高い戦せん闘とう能力を有する契約者はカナメである。その警けい戒かい能力はドミニクに次いで高い。それゆえマルクはエルミナの護衛とも呼べるこの位置づけを頼たのんだのだ。


　マルクはともかく、これといって気配を断つ訓練もしたことがないエルミナが、カナメに気づかれず移動できるはずがなかった。


　言い訳をしようとカナメに目を向け──マルクは自分の心臓が一度大きく鳴ったのを感じた。


　驚おどろいたのはもちろんあるが、夜に浮かび上がったカナメの姿は幻げん想そう的と呼んでもいいほど美しかった。憂うれいに翳かげった……というよりももはや絶望したような表情も妙みように色っぽい。


　──先ほどエルミナの笑顔を見ても、こんな感じはしなかったのですが……。


「ご、誤解しないでいただきたい。いや、これはですね、その……」


　暗い表情の原因がとりあえず自分のせいに思えたマルクは、慌あわててなにか言いい繕つくろおうとするが、却かえってそれは後ろ暗いことを隠すように空々しかった。自分が言い訳のしようがない状況であることを自覚している分、動どう揺ようもある。


　挙動不ふ審しんのマルクに、カナメは目め眩まいでも起こしたような仕草を残して自室に消えた。


　──妙な誤解をされていないと良いのですが……？


　マルクが狼狽えていると、カナメはすぐに姿を見せた。その手には、彼女の身長ほどもある長い筒つつ──先日回収したカナメの愛刀──暗くら乃の守かみ夜よる之ゆき──顔に純白の髪かみを張り付かせたまま、カナメはフラフラした足取りで近づいてきた。


「お、お待ちなさい。何な故ぜカタナなど持ち出すのです……っ！」


　マルクの言葉などまったく耳に届いていない様子で、カナメはスラリとカタナを抜ぬく。


「見るに、堪たえぬ。おんしが醜しゆう聞ぶんも体てい裁さいも取り繕わぬというのならば、私は私が信じたもののために斬きる。これ以上、私を失望させる前に私の手で逝ゆけ」


　言い捨てると、カナメは躊ちゆう躇ちよなくカタナを振ふり下ろした。マルクは死力を振り絞しぼってその一ひと太た刀ちを白しら刃は取りする。


　なにかの冗じよう談だんだと信じたいが、恐おそろしいことにカナメの瞳ひとみは以前斬り合ったとき以上の殺気に満ちていた。差し違ちがえてでも討うち取るといった気き迫はくさえ感じられる。


　──くっ、先手を取られました……！


　契けい約やく者しや同士の衝しよう突とつは先手必勝。相手が能力を使う前に、己おのれの能力をたたき込むのが定石である。


　影かげで動きを封ふうじようとするが、カナメの方が先に能力を展開していた。彼女の能力は対象の性質を〝液体〟に変える。他の契約者には見られないほど万能性の高い能力であり、そのなによりの特色は、他の契約者の能力を打ち消すことにある。


　夜とはいえ、発動の遅おくれたマルクは明らかに押されていた。


「お、落ち着きなさい。あ、あなたは勘かん違ちがいをしています」


「エルミナに、良からぬものが近づけば排はい除じよする。それが私とおんしの契約だったはずじゃ」


　カナメなりにエルミナのことを真しん剣けんに守ろうと考えてくれていることは嬉うれしいのだが、それで何故マルクが斬り殺されそうになるのかが理解できない。


　なにか大切なものを失い、最後に敵でも討とうとでもいうような口調。もはや生きることを捨てているような気迫に、マルクは切実に命の危険を感じた。


　──このままだと、本当に斬られます……！


「エ、エルミナ！　な、なんとか言ってください」


　助けを求めると、エルミナはどういうわけかクスクスと肩かたを揺ゆらしていた。笑ってくれるのは嬉しいことのはずだが、この状況ではちっとも嬉しくない。


「カナメ。マルクは〝そういうこと〟をしにきたわけではない。カヽタヽナヽをヽ引ヽきヽたヽまヽえヽ」


　命ヽじヽられて、カナメは渋しぶ々しぶとカタナを引く。さすがに、それで我に返ったらしい。仕方なさそうにエルミナへ目を向ける。


「なんじゃ。また厄やつ介かいごとか？」


「そう、言えなくもない」


「……火急の用なら聞くが」


　さすがに〈契約書〉の強制力まで使ったのだ。カナメも、ただならぬ事態だと感じたらしい。心配そうな表情を浮かべていた。


　マルクはエルミナに視線を向けて、小さく頷いた。


「カナメには話しておくべきかと思います」


　エルミナは観念したような吐と息いきを漏もらすと、自室の扉をそっと押し開けた。
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「──はあ……。様子がおかしいと思ったら、また記き憶おく喪そう失しつじゃと？」


〈契約書〉のことも含ふくめ、一通り説明し終えると、カナメは呆れたようにそう呟つぶやいた。


　思えばカナメの着物を見たときも、自分が命じたことを覚えていないような口ぶりだった。それを取り繕ったのは、恐らく使用人たちに心配をかけまいとしてのことだろう。


「おんしの。もう少し私たちを信用せよ。取り返しがつかなくなってからなにも知らなかったではすまされぬのじゃ」


　ピンと人差し指を立てて説教するカナメ。どちらが主あるじか分かったものではない。


「まあ、この前ほど酷ひどくなる前で良かったがの」


　カナメがそう言うと、エルミナは無表情に複雑そうな色を浮かべた。


「すまない。……ただ、私にも後ろ暗いことがないわけではないのだ」


「この屋や敷しきに、後ろ暗いものを抱かかえておらぬものがいるとでも思っておるのか？」


　主に対する言葉とは思えない、呆れ果てた声に、エルミナは僅わずかながら表情を緩ゆるませた。


「君も、マルクと同じことを言うのだね」


　マルクとカナメは顔を見合わせると、なにを意識し合っているのか慌てて視線を逸そらした。


「ま、まあ、執事バトラーとして当然のことを言ったまでです」


「そ、そうじゃ。私とておんしの侍女メイドのようなことをやっているわけでじゃな」


　モゴモゴと言い繕っていると、エルミナは小さく笑みをこぼした。


「君たちは相変わらずなのだね」


　そう言われると複雑な気持ちで、マルクとカナメは肩をすくめた。


「では、そろそろ本題に入ってもかまわないだろうか？」


　マルクが頷くのを確かく認にんしてから、エルミナは目を閉じる。それからなにかを差し出すように両手を広げる。


「─────────」


　それは言葉こそ乗せられていないが、確かに謳うただった。


　緩やかにはき出された吐息が震ふるえる旋せん律りつを紡つむぐ。高い音から始まり、静かに流れ下がるとさらに高く跳はね上がる。渓けい流りゆうを思わす変化に富んだ音色。


　謳というのは言葉が乗っていなくともこれほど心を奪うばわれるものなのかと、マルクはため息が漏れる気分だった。


　マルクとカナメが惚ほうけたような顔をしていると、エルミナは驚いたような顔をしていた。


「……？　ああ、声に出した方が力を扱あつかい易やすいのだよ」


　それから、何故か困ったように俯うつむく。


「人に聴きかれるのは慣れていないのだ。あまり、ジロジロ見ないでもらいたい」


「いえ、美しい歌声でしたよ」


「そうじゃの。見事なものじゃった」


　素す直なおな感想を述べると、エルミナは狼狽うろたえたようにスカートの裾すそを揺らした。どうやら恥はずかしいらしい。


「ええっと……、それで、終わったのですか？」


「いや……、見られていると落ち着かないのだが」


　どうやら、視線を感じて中断してしまったらしい。


「失礼いたしました。後ろを向いていますから、どう──ゾほッ？」


　マルクが答えようとすると、なにを思ったのかカナメが鋭するどく踏ふみ込んで肘ひじ打ちをたたき込んでいた。以前も喰くらったのだが、どういうわけかカナメが最近、アイシャの技わざを使うようになっている。


　昏こん倒とうしそうなところを片かた膝ひざをつくことでなんとか堪こらえるマルク。


「ぐぅ……な、なにを……？」


「このたわけ。私がおらなんだら、女人の寝しん所じよを探さぐって回るつもりじゃったのか？」


「あ……」


　言われてみれば、確かにそれは問題である。しかしそれくらい口で言ってくれればいいだろうに……。マルクは涙なみだぐみながら部屋の外へ追い立てられた。





　部屋を出ると、扉とびら越ごしに先ほどの謳が響ひびいてきた。隣となりで聴きたかったマルクとしては少々不服だった。


「まったく……、最近、乱暴が過ぎますよ」


「災難だったね。でも、なにをしてたんだい？」


「いえ、エルミナの……って、ド、ドミニクさんっ？」


　愚ぐ痴ちったマルクの隣には、いつの間にか家令の姿があった。


「いやあ、立ち聞きするつもりはなかったんだけどね。声もかけづらい雰ふん囲い気きだったから」


　相変わらず緊きん張ちよう感かんの欠片かけらもない声で答えたのは、家令のドミニクだった。


　マルクと同年代にも見えるが、アーロンと同年代と言われてもさして疑問に思わないだろう、年ねん齢れいの読めない容姿。そこに浮うかぶ表情もフニャリとゆるみきったもので、至って人じん畜ちく無む害がいに思える。その実、彼は人の身で契約者を圧あつ倒とうするような人物である。


　普ふ段だんはマルク同様燕えん尾び服ふく姿なのだが、今は深夜のため寝ね間ま着き姿で、玉のような綿がついた帽ぼう子しをかぶっている。どうやら、先ほどマルクとカナメがもめた騒そう動どうで目を覚ましたらしい。マルクは丁てい寧ねいに腰こしを折った。


「申し訳ございません。少々、お嬢じよう様さまの探しものを手伝っていました」


　ドミニクは、フニャリとゆるんだ笑みを浮かべた。


「気にしないで。僕もいまいち眠ねむれなかったところだし」


　いかにも人畜無害な空気を垂れ流しつつ、ドミニクは、ところで、と付け足す。


「もしかして、お嬢様の探しものっていうのは〝なくした記き憶おく〟だったりしないかい？」


　一体、どこから聞かれていたのか、マルクはビクッと肩を揺らした。


　いつの間にか、エルミナの謳も終わっていた。耳を澄すませばガタゴトと物音が聞こえる。探しものを始めたようだ。


「ご存じ、だったのですか？」


　問いかけると、ドミニクはフニャリとゆるんだ笑みを浮かべた。


「うん。知ってるよ。大体、全部。お嬢様の記憶喪失の原因も含めて、ね」


「それでは教えていただけませんか？」


　ドミニクは腕うでを組んで困ったように首を傾かしげる。そしてまったく困っていない口調で呟いた。


「うーん……。答えてもいいんだけど、全部教えちゃうとフェアじゃあないね」


「どういう意味です？」
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　ドミニクの忠誠心の篤あつさはマルクも知っている。彼がエルミナにとって不利益になるような行動をとることはまずありえない。


「マルドゥーク君。以前も言ったとは思うけど、僕が奥おく様さまから仰おおせつかった使命は二人のお嬢様を見守ることだよ。僕は誰だれよりもお嬢様のことを優先するけれど、二人のお嬢様には平等に接しなければいけないんだ」


　エルミナの手助けをすることは、その姉であるエミリオの助けにも繫つながるはずだ。にも拘わらず答えるのを渋しぶるのはどういうことだろうか？


　マルクが眉まゆを顰ひそめていると、ドミニクは相変わらずフニャリとゆるんだ笑みを浮かべた。


「そうだなあ……。じゃあ、こういうのはどうかな。マルドゥーク君が訊ききたいことに一つだけ答えるっていうのは？」


　マルクは腕を組んで唸うなる。これはなかなか難しい条件である。見当外れなことを訊いてしまえば、それだけで終わってしまう。そして質問が正しくとも核かく心しんをついていなければ結局は的外れなことを答えられてしまう。


　つまり、質問の仕方も正確でなければならない。


　──さて、どちらについて訊くべきでしょうね……。





　エルミナの身になにが起こっているのか──マルクが一番知りたいことはそれである。


　しかし、そちらは先ほどのエルミナの話からある程度推測ができるようになった。エルミナの記憶喪失の原因が〈空白の契けい約やく書しよ〉だというのならば、それが悪化したのは契約者が集まったせいである。〈契約書〉は署名した契約者が多ければ多いほど、その力を増すのだから。


　──それに、エルミナが知りたがっているのは〈空白の契約書〉の正体です。


　どういうわけか、エルミナは今度は〈契約書〉の扱い方を忘れてしまったらしい。その目的も。エルミナは一体どうやってあのような力を手にすることができたのだろうか？　彼女が父から与あたえられたのは〈アルス・マグナ〉だったはずだ。





　エルミナの身になにが起こっているのかは、アルバやエルミナ自身に訊くことができる。しかし〈契約書〉に関してはエルミナ自身が忘れてしまったのだ。ドミニクが知っているというならば、彼以外に知るものがいないということになる。


　しばしの逡しゆん巡じゆんの後、マルクは意を決して口を開いた。


「それではお訊きしますが、〈空白の契約書〉──あれは一体、なんなのですか？」


　ドミニクは、僅かに表情を歪ゆがめた。訊かれたくない、というよりは途と方ほうもない失敗を目の当たりにしたように。


「……本当に、その質問でいいの？」


　別のことを質問してほしかったというような口調に、マルクは首を傾げた。


　ドミニクは質問を改めてほしいように沈ちん黙もくしていたが、それ以上は彼の言う〝フェアじゃあない〟に含ふくまれると判断したらしい。諦あきらめたように語り始めた。


「ひと言でいうなら、〈空白の契約書〉は〈アルス・マグナ〉の鏡なんだよ」


「鏡……？」


「そう、鏡。エルミナお嬢様は〈アルス・マグナ〉の能力をもう一つ手に入れるために〈空白の契約書〉を設計したんだ。ただ〈アルス・マグナ〉ほど大きな力を映すには、ちょっと非力でね。だから、製ヽ法ヽも〈アルス・マグナ〉を真ま似ねたんだ」


　製法──そのひと言でマルクにもピンと来た。


「あ──精せい霊れいを取り込んだ……？」


　元は〈精杯グレイル〉の名で呼ばれていた精霊が、数あま多たの精霊を取り込んだがため〈アルス・マグナ〉は精霊の枠わくからも外れるほど強力になってしまったのだ。


　マルクが漏もらしたひと言に、ドミニクは普段開いているのか閉じているのか分からない目を、少し大きく開いた。


「……君、それをどこで知ったの？」


「え？　それは、エルミナから訊いた……のだと、思うのですが……。申し訳ありません。よく思い出せないのです」


　ドミニクは鋭く目を細めた。


「やれやれ……。それは、さすがにルール違い反はんじゃないかな……」


「な、なにがです？」


　ドミニクはこの屋や敷しきで唯ゆい一いつの人間である。エルミナやアルバのように〈器うつわ〉の力を持っているわけでもない。にも拘わらず、彼と交戦したある契けい約やく者しやは、戦うそぶりすら見せず、逃にげることを選せん択たくした。それも能力を駆く使しして全力で、である。


　マルクは夜限定ならば、ここの使用人の中で最強と言ってもいいかもしれない。それでも、ドミニクには絶対に勝てる、という気持ちになれない。


　思わずマルクが萎い縮しゆくしていると、ドミニクはフニャリとゆるんだ笑みを浮かべた。


「仕方がないなあ……、まあ、話を元に戻もどそうか。君が言うとおり、エルミナお嬢様が契約者を集めているのはそれが理由なんだ。正確には〝精霊を集めている理由〟かな。とはいっても、〈アルス・マグナ〉ほど露ろ骨こつに取り込んでるわけじゃなくて、通り道を創つくっているらしいね」


〈契約書〉に署名すれば、契約者の精霊は〈契約書〉と繫がりを持つことになる。それで〈アルス・マグナ〉と同じ条件を作ろうとしているらしい。


「〈アルス・マグナ〉に届くまで、どれくらいの契約者が必要なのかは分からないけどね。でも、エルミナお嬢様は届かせるつもりだ」


　マルクはふむ、と頷うなずいてから訊いてみた。


「エルミナが私たちの能力を使えるのもそれが理由ですか？」


「え？　そうなの？」


　ドミニクは驚おどろいたような声を上げた。ポカンと口を開いており、いつものように誤ご魔ま化かしているわけではなさそうである。


「はあ、まあ、確かなことでございますが」


「知らなかったなあ……。うーん、そうだったんだ……。たぶん、鏡たる特性じゃないかな。通り道を創ったわけだから、能力も映しちゃったんだと思う」


　そこまで聞いてから、マルクはふと疑問を抱いだいた。


「ドミニクさん。あなたは何な故ぜ〈アルス・マグナ〉や〈契約書〉に関してそれほど詳くわしいのですか？」


「え？　そりゃあ、創るのに相談に乗ったり、エルミナお嬢様に契約者とか〈アルス・マグナ〉のこととか教えたりしたのが僕だからだけど？」


　そんなことは当たり前じゃないかとでも言うような口調に、マルクは軽い目め眩まいを感じた。


　確かにエルミナがいくら博識とは言え、独力で〈空白の契約書〉などというものを完成させるのは難しかったはずだ。エルミナやアイシャの話から、彼女が〈契約書〉を創るのにかけた時間は長く見積もっても一年未満なのだから……。


　──この方は一体なにものなのでしょうか……。


　そんなマルクの心境を見み透すかしたように、ドミニクはフニャリと笑った。


「まあ、僕のことはおいおい話すよ。そのときが来ればね」


　こういったときでも〝そのとき〟ではないらしい。マルクの複雑そうな表情に気づいたのか、ドミニクは小さな声で囁ささやいてきた。


「十五年くらい前かな？　少ヽしヽ腹ヽがヽ立ヽつヽこヽとヽがヽあヽっヽたヽんヽでヽ、大おお旦だん那な様から聞き出したんだ」


　ゆるみきった表情のわりには、それが妙みように恐おそろしく聞こえてマルクは身を退ひいた。


「まあ、そんなわけでね。〈空白の契約書〉は〈アルス・マグナ〉が持つ能力全すべてを映す。今だって不完全だけどその力を使ってるんだよ」


「この屋敷でございますか？」


「もっと身近なものだよ」


　そう言って、ドミニクはマルクの胸をつんと指さした。


「契約者の対価を復元する──それも元は〈アルス・マグナ〉の能力だ」


「え──？」


　とっさに、言われた意味が理解できず、マルクが戸と惑まどった声を上げると、ドミニクは眠たそうな欠伸あくびを漏らした。


「少し、話し過ぎちゃったかな。そろそろ眠くなってきたからね。僕はこの辺りで寝ねさせてもらうよ」


　確かにドミニクはマルクの質問に答えた。まだいろいろ訊きたいことはあったのだが、これ以上、彼から聞き出すのは難しそうだ。


　そう思っていたら、背中を向けたドミニクは一度だけ足を止めた。


「そう言えばマルドゥーク君。さっき、なにかなくしたって言ってたよね？」


　晩ばん餐さんの準備をしているとき、マルクがあまりに落ち込んでいたためドミニクに励はげまされたのだ。


「ええ。エルミナからもらった銀時計ですが」


「あれね。たぶん、地下のどこかに落ちてると思うよ」


「地下……で、ございますか？」


「そう、地下。でも、捜さがしに行くときは気をつけるんだよ」


　そう言い残して、ドミニクは去っていった。


　──掃そう除じ中に落としたということでしょうか……？


　首を傾かしげつつも、〈契約書〉のことを早くエルミナに教えてやりたくて、マルクはそのことを深く考えなかった。部屋の中ではまだガタゴトと音が響ひびいている。中に入れるのを、マルクはもどかしい気持ちで待ち続けた。
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　ドミニクを見送ってしばらくすると、カナメがエルミナの寝しん室しつから顔を見せた。


「あ、どうでしたか？」


　問いかけると、意外にカナメは複雑そうな表情を見せた。


「まあ、入るがよかろ」


　部屋に入っても、これといって変化は見当たらなかった。〈アルス・マグナ〉の力で〝再生〟するならば、壊こわれたものの破は片へんなど、核かくになるものが必要らしい。それを用いずとも再生できるのは〈アルス・マグナ〉で抹まつ消しようしたものだけである。


　つまり、エルミナはこの部屋で〝抹消〟したものだけを〝再生〟し直したのだ。資料の抹消に〈アルス・マグナ〉を使っていなければそれまでの話だが、破ったり燃やした程度では、誰だれかに復元される可能性がある。エルミナがそれを懸け念ねんしなかったとは思えないので〈アルス・マグナ〉を使った可能性は高い。


　もっとも〈アルス・マグナ〉の能力自体、滅めつ多たに見せないのだから、再生されるものが劇的に増えるはずはなかった。


「なにか、見つかりましたか？」


「ふむ。目ぼしいものと言えば、これくらいかの」


　カナメは手に持っていたものを差し出した。受け取ってみると、それは上質な羊皮紙だった。今の時代ではあまり一いつ般ぱん的なものではない。


「これは、〈契けい約やく書しよ〉……でしょうか？」


　マルクが署名した〈契約書〉は羊皮紙だった。しかし、羅ら列れつしているのは僅わずかに三行の文字だけである。


「──〈空白の契約書〉──契約者はエルミナ＝ヴァレンシュタインに精霊を捧ささげるものである──契約者アイシャ＝クラン＝ウィード──」


　誓せい約やく……とすら呼べない簡単な文章を、マルクは読み上げる。


「精霊を、捧げる……ですか」


「私が署名したものとは文面が違ちがうのじゃ」


「そうですね。私が署名したものは、エルミナに絶対服従であること、模造した対価を給きゆう与よされること、あとは契約に背そむけば死ぬということ、の三点が書かれていました」


「私のもそうじゃ。何故、アイシャのものだけ違うのじゃ？」


　エルミナも含めて、三人はアイシャの〈契約書〉をのぞき込む。


「……恐らく、アイシャが最初に契約したからではないでしょうか？」


「というと？」


「エルミナ、あなたの話では〈契約書〉が完成したのは二か月ほど前なのですよね？　ならば、アイシャが署名したのもそのときということになります。完成したばかりで、まだ効果の全ぜん貌ぼうが把は握あくできていなかったのではないでしょうか」


　以前、エルミナから聞いた話では、署名した契約者が絶対服従なのは〝副作用〟らしい。元々、そんな機能は想定していなかったのではないだろうか。


「なるほど……。だが、その場合、私はアイシャを実験台にしたことになるね」


　暗い声で呟つぶやくエルミナ。


「あ、いえ、そこまで悲ひ嘆たんなさらなくとも、ある程度の安全は確かく認にんされていたのではありませんか？」


「使ったことのないものの安全をどうやって？」


　どうやら責任を感じてしまったらしい。もはや自分自身を憎にくんでいるかのような口調である。


　どう声をかけてよいのか分からず、マルクがオロオロしていると、カナメが呆あきれたようにエルミナの頭をかき回した。


「たわけ。おんしは契約者の〝対価〟というものが分かっておらぬ。なんのリスクもなくあれを治せるわけがなかろ。あやつとてそれくらいの覚かく悟ごはあって挑いどんだはずじゃ。おんしが今さらそれを間違っておるというのは、アイシャに対する侮ぶ辱じよくじゃ」


　エルミナは、驚いたように瞬まばたきを繰くり返かえした。それから、僅かに俯うつむく。


「〝対価〟を知らないわけじゃないのだ」


　それは、どこか悲痛にも聞こえる声だった。どうにも、先ほどから彼女自身が言う〝後ろ暗いもの〟のせいか、良くない方向に物事を考えているように思える。


　──まあ、隠かくすようなことでもないですから、さっさと話してしまいましょう。


「エルミナ。〈契約書〉のことはもう良いですから、記き憶おくの方を治すことを考えましょう」


「私には〈契約書〉の方が重要だ」


　そう言われるだろうと予想していたマルクは、丁てい寧ねいに腰こしを折った。


「そちらについては、もう調べがつきました」


「初めから知ってたのかね？」


「いいえ、調べた、と言いました」


　別に自分が調べたわけではないはずだが、マルクはそう言い切った。


「そういえば、おんし先ほど誰かと話しておったの。相手は家令ハウススチユワードに思えたが」


　いきなりカナメにバラされて、マルクはその場に倒たおれ込みたい衝しよう動どうに駆かられた。なんとか頰ほおに一筋の汗あせを滴したたらせるに留とどまる。


「まあ、そういうことです。なんとかドミニクさんから聞き出すことに成功しました」


「なんじゃ。それでは初めから家令ハウススチユワードに訊きけば良かったのではないか？」


　そう言ってカナメが視線を投げかけると、エルミナは怯ひるんだように身を退いた。


「ドミニクに訊いても、素す直なおには教えてもらえない」


「何故じゃ？」


「彼は、教育係チユーターだから……」


　ああ、とマルクは納なつ得とくしてしまった。


　エルミナはアイシャに勉強を教えるとき、簡単には答えを教えない。自力で解答にたどり着くまで何度も駄だ目めだしをする。マルクも最近は戦盤シヤオプラツツの手ほどきなど受けているが、彼女から手を教えてもらったことはない。どう攻せめられ、どう負けたのか。それをマルクが自分で考え、自分で学ぶのだ。


　そう言ったスパルタとも呼べる教育法は、元々ドミニクのやり方だったのだろう。エルミナですら敬遠したがるのだからよほどのものである。


　そんな中、カナメだけが不思議そうに首を傾げた。


「教育係チユーターじゃとなにか問題があるのか？　あやつならば、訊けばなんでも教えてくれるであろ」


　マルクとエルミナは同時にため息を漏もらした。


　──それはあなたの場合だけなんですって……。


「まあいい。それより、君が聞き出せた〈契約書〉のことを教えてもらいたい」


「かしこまりました」


　マルクは踵かかとを揃そろえて姿勢を正すと、丸メガネを押し上げつつ語り始めた。


「ひと言で説明するのなら、〈契約書〉は〈アルス・マグナ〉の鏡だそうです」


　エルミナは、露ろ骨こつに表情を曇くもらせた。


「そう……。やはり、そうなのだね」


　ある程度予想していたことなのだろうか。まるでそうであってほしくなかったような口調だった。


　首を傾げつつも、マルクは続きを語った。


「もちろん、〈アルス・マグナ〉ほどの力をそのまま映せるものではないようです。ですから、力を高めるために契けい約やく者しやを集めていたのですね。じきに、この屋や敷しきのような再生能力も扱あつかえるようになるだろうということです」


「そして抹消も」


　やはり良くない方向に受け止めているようだ。マルクは涼すずやかな笑みを返した。


「はい。そして、現在振ふるっている能力が〝契約者の対価を復元する〟という力のようでございます」


　そう、マルクたち契約者はその力で救われたのだ。感謝の気持ちを込めてそう言うと、エルミナはそれでも俯いていた。


「そう……。それでは、やはり…………」


　それはあまりに小さな呟きで、マルクの耳まで届くことはなかった。


　やがて顔を上げたエルミナの瞳ひとみには、なにかしら決意めいた光が灯ともっていた。


「話は大体分かった。これで私も方針を決められる」


　それからマルクとカナメに交こう互ごに視線を向ける。


「二人ともご苦労だった。今日はもう、休むといい」


「あの、エルミナ、大だい丈じよう夫ぶでございますか？」


「大丈夫だ。今いま頃ごろになって、少し、迷っていただけだ。もう迷わない」


　それが何故か親しいものへの決別の言葉に聞こえ、マルクは言いしれぬ不安を感じた
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「少し髪かみが、伸のびてきたようだね」


　少女の短い髪を梳すいているのは、姉だった。ようやく肩かたに届くようになった少女の髪とは違い、腰を覆おおうほどに伸びた髪。髪質は同じはずなのに、姉の方は癖くせもなく真まっ直すぐに伸びている。


　姉は相変わらずベッドから降りられないが、その日は身を起こせる程度には具合が良かった。そういうとき、姉はいつも少女の髪を丁寧に櫛くしで梳いてくれる。少女はこの時間が好きだった。


　少女は姉に背中を向けたまま、癖のついた前髪をつまみ上げる。


「姉様の髪は、どうしてそんなに真っ直ぐに伸びているんですの？」


「私の髪ももつれるときはもつれるよ。ただ、髪の重みで真っ直ぐに見えるだけだ」


　そうは言うが、姉の髪は毛の先に至るまで綺き麗れいに梳かれている。これが普ふ段だんからの手入れの差というものらしい。


「髪を伸ばせば、わたくしも姉様のようになれるのでしょうか？」


　髪を梳く、姉の手がピタリと止まった。それから困ったような苦く笑しよう。


「あまり勧すすめはしない。これはなかなか手入れが面めん倒どうなのだよ」


「でも、わたくしだって、一度くらいは髪を伸ばしてみたいですわ」


「なら、伸ばしてみても良いのではないか？」


　少女は櫛を気にしながら、小さく首を横に振った。


「駄目ですわ。お父様が許してくださらないもの」


「言ってみたのかね？」


　少女は自分の頰に手を当ててから、頷うなずいた。


　あの日、髪を伸ばしたいと言っただけで打たれたことは、姉には話していない。腫はれた頰を見ただけでも取り乱した姉に、そんなことを打ち明ける勇気はなかったのだ。


「そう……。ごめんなさい」


「どうして姉様が謝あやまるんですの？」


　驚おどろいて振り返ると、姉は寂さびしそうな微び笑しようを浮うかべていた。


「お父様は君に厳しいと思う。でも本当は私がそうされるべきなのだ」


　姉は体が弱い。少女も病気をしないほど頑がん丈じようなわけではないが、それでも姉よりは健康である。だから、父は少女に厳しい。姉にできないことを少女にさせるために。姉はそれを謝っているのだ。


「そんなこと、姉様が悪いわけじゃありませんわ。それに、わたくしが怒おこられるようなことばかりしているのも事実ですし」


　そう言うと、背中で姉が小さく噴ふき出した。


「そうだね。窓から出入りするのは止やめた方がいい」


　少女は慌あわてて自分の鼻を押さえた。先日、具合の良かった姉を外に連れ出そうとして、少女は窓から部屋に入ろうとした。そのとき、姉は躊ちゆう躇ちよなく読んでいた本で撃げき墜ついしてきたのだ。


　少女に微笑を投げかけつつ、姉は再び櫛を動かし始める。


「でも、私も一度くらい、ああいったことをしてみたい」


「姉様が？」


「そう。寝しん室しつのテラスから抜ぬけ出して、どこか遠くに飛び出してみたい」


　恋こい焦こがれるような言葉の中に、哀あい愁しゆうにも似た響ひびきが混じっていたことで、少女はとっさに返事ができなかった。ろくに部屋からも出られない姉が、外に憬あこがれるのは必然である。


　少女が父に愛されている姉を羨うらやましいと感じるように、姉も外へ自由に行き来できる少女を羨んでいるのだ。


　それが分かってしまったから、少女は戯おどけるような声を上げた。


「もう、わたくしたちのお部屋は二階なのですよ？　そんなところから飛び降りたら姉様でなくても怪け我がをしますわ」


　姉は驚いたように瞬まばたきをして、それから至し極ごく真ま面じ目めな声で呟つぶやいた。


「なるほど。それは失念していた」


　二人は同時に笑い声を上げた。


「ああ、でも、姉様？」


「なにかね？」


「そのときは、わたくしを置いていかないで。姉様だけいなくなるなんて、嫌いやですわ」


　姉は、髪を梳いていた手を止めると、そっと腕うでを回して少女を抱だき寄よせた。


「大丈夫。私がどこに行けるというのかね。君が呼んでくれる限り、私はいつもでここにいるよ」


　少女は背中から回された姉の腕に、自分の手を重ねた。


「姉様が元気になって、お母様が起きられたら、いつかお父様もいっしょに家族で庭を歩きたいですわ」


　それは、叶かなわぬ願いなのかもしれない。母の寝室は使用人も限られたものしか出入りを許されていない。そして出入りするものの誰だれもが、口には出さないがこう思っている。母はもう、目覚めることはない。


　それでも、少女は願う。四人で歩けることを。誰も信じなくとも、少女だけでもその夢を信じなければ、母は目覚める必要すらなくなってしまう。


　姉の腕がピクリと震ふるえた気がした。それから、ギュッと力がこもる。


「お母様は、きっと、眠ねむっていても私たちの側そばにいてくれているのだと思う」


「……ねえ、姉様は、お母様のことは覚えていますの？」


　母は少女が物心つく前に今の状態になってしまった。自分たちは双ふた子ごなのだから、姉の方も覚えてはいないはずだが、姉はときどき母のことを話してくれるのだ。


「覚えてはいない。でも、君によく似ていた、と聞いた」


「ドミニクから？」


　姉が首を横に振ったのが、背中越ごしに伝わった。


「お父様から。君は、お母様の生き写しなのだそうだ」


　母の生き写し──だから、父は自分を遠ざけるのだろうか？


　少女がどう母に似ているのかは分からないが、決して父が愛した母ではないのだ。下手に母の面おも影かげがあるから、逆に嫌けん悪おされるのだろうか。


　姉に体を預けながら、少女は何気ないそぶりで訊きいてみた。


「姉様。わたくしが髪を伸ばしたいと言ったら、お父様には黙だまっていてくださる？」


「それは、かまわないが、使用人たちから伝わるのではないか？」


　少女は肩かた越ごしに振り返ると、満面の笑みを浮かべた。


「そちらは大丈夫ですわ。ドミニクに言って口止めを頼たのんでいますの」


　姉はキョトンとして瞬きをすると、仕方がなさそうに微笑した。


「困った子だね。屋敷ぐるみでお父様を騙だますつもりかね」


　そう言われると、なんだか壮そう大だいな計画に思えてきた。そして、姉もイタズラを思いついたように口くちの端はしをつり上げた。


「しかし、面おも白しろそうだ。みんなでお父様を騙してやろう」


　それから、少女の耳にそっと〝あること〟を囁ささやいた。それを聞いて、今度は少女の方が目を丸くさせられた。


「まあ、姉様ったら……、それは──素す敵てきですわ！」


　少女の他愛のないイタズラは、姉の提案で一つの計画へと昇しよう華かした。


　狂くるえる歯車は静かに、そして規き則そく正しく廻めぐり始める。結末への秒読みのように。


　嚙かみ合わせに幽かすかな、されど確かな歪ゆがみを孕はらんだままに……。
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　翌日。


　結局、アルバから話を聞き出すことには失敗した。朝方も機会を窺うかがってはいたのだが、声をかけられる様子ではなかった。


　というのも、アイシャが不器用ながらも甲か斐い甲が斐いしく、紅茶を運んで──これはセリアが用意した──世話を焼いていたのだ。接客……と呼ぶものかもしれないが、ともかくあの兄妹きようだいのむつまじい仲に割って入ることは不可能だった。


　──まあ、昨晩だけでもいろいろと分かったことは多いですがね。


〈アルス・マグナ〉と〈空白の契けい約やく書しよ〉──そして再び欠け始めたエルミナの記き憶おく。彼女なりに思うところはあるらしく、なにかしら対処法を考え始めているようだった。以前のように、マルクたちのことをまったく忘れてしまったわけではないのが、幸いしたのだろう。


　アルバから聞き出すのはそう──アイシャの邪じや魔まをしてまで──急がなくても良いかもしれない。


　──他に、気になることもありますしね……。


　ドミニクの残した不可解な言葉。エルミナ姉妹しまいの間にはなにがあったのだろうか？　ただ〈アルス・マグナ〉に引ひき裂さかれただけ、というわけではなさそうである。


「──で、貴公はなにをしているのだ？」


　怪け訝げんそうな声を漏もらしたのは、寝ね間ま着き姿のジェノバだった。寝起きらしく、まだ仮面も化粧メイクもしていない。素顔は紛まぎれもなく美少女なのに、何な故ぜこの娘むすめはまともに育たなかったのだろう。マルクは小さなため息をついた。


「見れば分かるでしょう？　時計を、捜さがしているのです」


　厨ちゆう房ぼうのテーブルの下に潜もぐり込んでいたマルクは、毅き然ぜんとして言い放った。


　ドミニクは地下のどこかにあると言ったのだ。マルクはアルバのことを諦あきらめるのと同時に、地下中を這はいずり回っていた。


「貴公はまだ諦めていなかったのか」


「諦めるはずがないでしょう──ぐあっ？」


　マルクが憤ふん慨がいしていると、頭上からなにか硬かたいものが降ってきた。


「ぐおぉ……なんですこれは？」


　落ちてきたのは、まな板だった。涙なみだぐみながら顔を上げると、硬そうな革かわ靴ぐつとスラリとしたズボンが目に飛び込んできた。


「邪魔」


　害虫を叩たたき潰つぶすかのようにまな板を落としたのは、もちろんというか、セリアだった。


　まあ、確かに朝の忙いそがしい時間にテーブルの下を這い回られているのだから、セリアの苦情はもっともである。しかし、それにしてもまな板は痛かった。


　渋しぶ々しぶ立ち上がると、セリアは満足そうに調理に戻もどっていった。今朝は客がいるためか、いつもより豪ごう華かな食事を用意しているようだ。ニコニコ笑顔で生肉を捌さばいていく。


　痛い目には遭あわされはしたが、本日の彼女は機き嫌げんが良さそうである。


　ひとまずマルクが邪魔にならない位置に待たい避ひすると、ジェノバがもう一度ため息を漏らしていた。


「我わが友ともあろうものが、なんという有様だ。オヽウヽマヽ、貴公は昨日、地下の掃そう除じを担当していたのだろう？　マルクの時計を見ていないか？」


「「オウマ？」」


　マルクとセリアの疑ぎ問もん符ふが重なった。厨房には、マルク以外にはジェノバとセリアしかいないはずである。


　そう思ってジェノバの視線を追うと……なるほど、いつの間にかオウマが厨房の椅い子すに腰こし掛かけていた。どうやらセリアも気づかなかったらしく、ビクッと身を震わせていた。またしてもいつからそこにいたのか気づかなかったマルクは、疲つかれたように息をついた。


　──まったく、この方はいつもとうとつに現れますね……。


　返事がないことに、ジェノバは怪訝そうに眉まゆを寄せる。


「聞いているのか？」


「え？　ああ、なんだい？　なにか手伝おうか？」


　ジェノバの素顔は滅めつ多たに見られるものではない。どうやら見み惚とれていたらしい。それを見て、マルクはふとある疑問を覚えた。


「ジェノバ。あなたはオウマの気配が分かるのですか？」


　オウマの存在感のなさは尋じん常じようではない。マルクやカナメだけでなく、アイシャやセリアですら気づかないのだから。にも拘かかわらず、ジェノバは最初からオウマのことに気づいていたようだった。


「なにを言っているのだ。においで分かるものではないか？」


　──この二人は相あい性しようが良いと思うのですがね。


　マルクはオウマに不ふ憫びんそうな視線を向けつつ、燕えん尾び服ふくからホコリを払はらい落とした。


「昨日もお訊きしましたが、どこかで時計を見かけませんでしたか？　ドミニクさんの話だと、地下で見たそうなのです」


「うーん。どうかな？　昨日掃除した限りじゃあ、見当たらなかったな」


　オウマはこれで掃除などは几き帳ちよう面めんにこなしてくれる。彼が知らないというのならば、地下──少なくとも彼が掃除する範はん囲いには、落ちていないのだろう。


　しかし、この屋や敷しきの地下は全すべて繫つながっているのだ。オウマが掃除をしていないところなどあるのだろうか？


「酒蔵は……どうでしょうか？」


「いや、酒蔵にもなかったよ」


　酒蔵はあまり人の立ち入る場所ではない。そう思って訊いてみたのだが、オウマはそちらもきちんと掃除してくれていたようだ。マルクは肩かたを落とした。


　ドミニクが意味のない噓うそをつくとも思えない。なにかを見み間ま違ちがえたのだろうか？　そうだったとしても、時計の一つくらいその場で拾ってくれれば良さそうなものである。


　──いえ、地下に落ちている〝と思う〟と言いましたね……。


　つまり、ドミニクも確かく認にんはしていない、もしくは確認できなかったということではないだろうか。


　あの几帳面なオウマが立ち入っておらず、ドミニクが確認でヽきヽなヽかヽっヽたヽ場所──そう考えて、マルクは不意にある場所を思い出した。


　──まさか、あヽそヽこヽにあるというのですか……？


　マルクたちの生活区となっているこの地下は、玄げん関かんホールの真下を避さける形で間取られている。そこに、もう一つ部屋があるだろうこと、そしてエルミナが隠かくしたがっているなにかがあるだろうことは、マルクも気づいている。


　そして、昨日マルクが一人でぼんやりしていた場所に、地下への扉とびらがあるだろうことも予想していた。


　──ドミニクさんは〝あの部屋〟を調べろと言っているのでしょうか……？


　思えば、昨日のドミニクはいくつか気になる言葉を口にした。その中の一つに──さすがにルール違い反はんじゃないかな──誰かを咎とがめるようなものがあった。


　もしかしたら、ドミニクから見て、エルミナがなにか問題のある行動を取っていたのかもしれない。エルミナ自身も隠し事をしているように自分で言っていたところもある。


　──これは、困りましたね。


　時計は回収したいが、勝手に〝あの部屋〟に入るのはエルミナに対する裏切りである。これではどちらも選べない。


　マルクが唸うなり込んでいると、オウマが気き遣づかうような声をかけてくる。


「なあ、俺もいっしょに捜すからさ。そんなに落ち込むなよ」


「あ、いえ、そちらは心当たりを思い出したのですが、私では入りづらい場所なので……」


「うん？　女の子の部屋とかかい？」


「まあ、それに近いでしょうか……」


〝あの場所〟のことを、ベラベラと話すわけにはいかない。マルクが曖あい昧まいに言葉を誤ご魔ま化かすと、セリアが呆あきれたように呟つぶやいた。


「依い頼らい。適任者」


　相変わらず単語のみの言葉に首を傾かしげて、それが誰だれか人に頼めばよいと教えてくれたのだと分かった。そういったことを助言してくれるあたり、やはり今日のセリアは機嫌が良さそうである。


　──なるほど、アイシャに頼めば良いのですね。


　彼女は、エルミナが好まない真っ白のドレスを抱かかえては〝あの部屋〟に出入りしている。マルクの予想が正しければ、そこにいる〝誰か〟のために運んでいるのだ。つまり、アイシャには〝あの部屋〟に入る権限が与あたえられている。


　マルクは丁てい寧ねいに腰こしを折ってセリアに礼を述べた。
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　エルミナに朝の紅茶を給仕し、アイシャを捜そうとすると、ちょうどそのアイシャがアルバの客室から出てきた。


「あ、マルクさん。エルミナの紅茶ですか？」


　空になったティーセットを抱えながらも、マルクは音もなく速すみやかに歩み寄る。そしてアイシャの手をギュッと握にぎりしめた。


「は、はわわわわわ、ど、どど、どうしたんですかマルクさん！」


「アイシャ、頼たのみがあるのです」


　なにやら、以前カナメにも同じようなことをしたような錯さつ覚かくを覚おぼえながらも、マルクは切せつ羽ぱ詰つまった眼まな差ざしを向けた。


「実は、時計をなくして困っています」


「はわ？　あう、と、時計、ですか？」


「はい。あなたもご存じの、あのエルミナからいただいた銀時計です」


「え、えええっ？　なくしたのって、あの時計だったんですか？」


　マルクは昨晩から使用人全員に時計を知らないか訊きいて回っている。当然、アイシャにも訊いたのだが、彼女はあの時計だとは思っていなかったらしい。


　アイシャは憤慨したように頰ほおを膨ふくらませた。


「もう、マルクさん……。あの時計、エルミナが一いつ生しよう懸けん命めい選んだんですよ？　もう本当に一生懸命……いっしょう…………ぷっ！　くくっ」


　一体なにを思い出したのか、アイシャは注意を投げかけていたと思ったら、突とつ然ぜん一人でクスクスと笑い始めていた。


「ぷぷぷ……ご、ごめんなさい。それで、その時計がどうしたんですか？」


「ええ、あと捜していないところといったら、あヽちヽらヽのヽ地ヽ下ヽくらいのものなのです」


　一応、ドミニクがそこにあるだろうと仄ほのめかしたことは伏ふせてそう言うと、アイシャの顔から笑顔がすっと消えた。


「マルクさん……？　あヽちヽらヽのヽ地ヽ下ヽって、どういう意味ですか……？」


　それは、アイシャが滅多に見せることのない、契けい約やく者しやの顔だった。マルクは自分が失言をしたことに気づいた。


「あ、いえ、その、地下の倉庫のことですよ！　それで、しばらく捜してますから、誰かが呼んでいたら教えていただきたいと」


　慌あわててそう誤魔化すと、アイシャはホッとしたような笑顔を浮うかべた。


「ああ……、なんだ。そんなことですか」


「そんなことなのですよ」


　二人で乾かわいた笑い声を響ひびかせる。


「あ、あはは。マルクさん、凄すごい真しん剣けんな顔で言うんですから、驚おどろいちゃいました」


「は、ははは。驚かして申し訳ありません」


　実際のところ、驚かされたのはマルクの方だった。


　──この娘むすめには、迂う闊かつに〝あの部屋〟ことを口走ってはいけないのですね。


　エルミナからどう頼まれたのかは知らないが、アイシャは〝あの部屋〟を守ることを使命だと考えているらしい。こういったとき、契約者とは厄やつ介かいな生き物である。契約であるならば、人間なら通じるはずの融ゆう通ずうがまったく利きかないのである。


　迂闊に〝あの部屋〟に入りたいなどと口走れば、その場で始末されかねない。普ふ段だん、まったく契約者らしくないアイシャだが、ひとたび牙きばを剝むけばマルクやカナメをも圧あつ倒とうしかねない。時計を捜さがしてもらうにしても、言葉を選んだ方が良さそうである。


　マルクがドッと冷ひや汗あせをかいていると、アイシャが様子を窺うかがうようにマルクの顔を見上げていた。


「ど、どうかしましたか？」


「あの、マルクさん。昨日、本当にエルミナとなにも話さなかったんですか？」


「というと？」


「あ、いえ、変な意味じゃないんですけど、なんか昨日からエルミナ、少し雰ふん囲い気きが変わったような気がしたんです」


　言われて、マルクもふむ、と頷うなずく。エルミナのことは、今のところマルクとカナメ、そしてドミニクの三人しか知らない。アイシャに話したものだろうか。


　しばし悩なやんでから、マルクはティーセットを抱え直してアイシャに向き直った。


「アイシャ。話しておきたいことがあります。今、時間はよろしいでしょうか？」


「え、ええ？　だ、大だい丈じよう夫ぶですけど……」


　アイシャは狼狽うろたえたような声を上げたが、マルクが真剣な表情をしていたことで、真ま面じ目めな話だと察してくれたらしい。小さく頷いた。


　廊ろう下かで話せる内容ではない。マルクは開いている客室の一つに滑すべり込んだ。





「実は、エルミナがまた記き憶おく喪そう失しつを起こしているようです」


「──っ！」


　とたんにアイシャが大きく口を開けたので、マルクはとっさに塞ふさいだ。大声を出されては困る。やはり驚くなというのは無理な話だった。


「落ち着いてください。先日ほど酷ひどいものではありません。私たちのこともきちんと憶えています」


　アイシャは、何度か深呼吸をするとようやく頷いた。


「あの、またってどういうことですか？　あたし、少し雰囲気が変わったとは思いましたけど、入いれ替かわってるようには見えなかったんですけど……」


　──入れ替わってる……？


　マルクは首を傾げたが、記憶喪失中のエルミナはまるで人格が違ちがったのだ。アイシャはそれのことを言ってるのだろうと気づいた。


「最近のことまで忘れたわけではありませんからね。前のように人格まで変わっているわけではありません」


「……じゃ、じゃあ、なにを忘れちゃったんですか？」


「はあ、それが、どういうわけか〈空白の契けい約やく書しよ〉のことを忘れてしまったそうです」


「ええっ？　いや、それは、そうなんでしょうけど……。エルミナが、そう言ったんですか？」


「はい。それで昨晩はそちらを調べていたりしたのですよ」


「そ、そうなんですか……。な、なにか分かったことはあったんですか？」


「ええ、ドミニクさんがおおよそのことは教えてくださいましたから」


　そう答えると、アイシャは珍めずらしく眉み間けんに皺しわを寄せて考え込んでいた。


「いいのかなあ……」


「なにがです？」


「あ、いえ、こっちの話です！　ドミニクさん、また困ったことしてないかなーって思って」


　先日の騒そう動どうで、ドミニクはショック療りよう法ほうでエルミナの記憶を戻もどそうとした。それに巻き込まれてマルクたちは散々な目に遭あったのだ。


「ああ、あのときは確かに困りましたが、結局そのおかげでエルミナが元に戻ったのですから、あまり文句は言えません」


　マルクがしみじみと頷くと、アイシャは意を決したように立ち上がった。


「マルクさん、あたし、ちょっとエルミナとお話ししてきます。ちょっとついてきてもらえますか？」


「え？　ええ、それはかまいませんが……」


　なにやら決意めいたその表情に、マルクはどう反応したものか戸と惑まどった。勢いに押されたように頷くと、アイシャはスカートの裾すそを摑つかんで自分自身を奮ふるい立たせるように歩き始める。マルクはつい扉とびらを開けてエスコートしてしまった。





　寝室の扉を叩たたいても、返事はなかった。マルクとアイシャは、顔を見合わせつつも、扉を開けてみた。


「あれ？　いないです」


　エルミナは、寝室にいるはずだった。マルクが紅茶を給仕したのは今し方のことなのだから。それが、扉を開けてみるともぬけの殻からだった。


「おかしいですね。部屋から出たような気配はなかったのですが……」


　アイシャと話し込んでいたとはいえ、エルミナが廊下を歩けば足音で大体分かる。しかし部屋には特に隠かくれるような場所もなければ、その必要もないはずだ。天てん蓋がい付きのベッドにももちろん姿はない。


　マルクが様子を確かめていると、アイシャが頭を抱えていた。


「あうう、困りました。エルミナ、どこ行っちゃったんだろう？」


「はて。外出の予定もなかったはずですし……。カナメはなにか聞いていませんかね」


　カナメはこの寝室の側そばに部屋を持っており、エルミナの侍じ女じよのようなことも兼かねている。マルクが知らないことでも、彼女なら聞いているかもしれない。


「そ、それじゃあ、カナメさんに訊いてみます！　あ、でもカナメさん、今どこでしょうか」


「着物は仕上がったと言っていましたし、今日は寝室にもいないようでしたね」


　アイシャは焦じれたらしく、ギュッと目を閉じる。彼女の能力は瞳ひとみに映る世界を灰に変え、瞳に映らぬ遠くの世界を映す。その能力でカナメを捜しているのだ。それを眺ながめながら、マルクは根本的な解決法に気づいた。


　──〈魔ま眼がん〉を使うならカナメよりエルミナを捜せばよいのではありませんか……？


「アイシャ。カナメを捜すよりも…………」


「──あ、いました。厨ちゆう房ぼうです。セリアさんになにか相談してるみたいです！」


　マルクが声をかける間もなく、アイシャは再びスカートの裾を摑んでパタパタと駆かけ出だしてしまった。


　──相変わらず、人の話を聞かない娘ですね……。


　所在なげに伸のばした手を、マルクは気まずく下ろした。
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　マルクの制止も虚むなしくアイシャは走っていってしまった。仕方がないのでそれを追いかけようとして──窓から、涼すずやかな風が吹ふき込んでいることに気づいた。


　振ふり返かえると、テラスへ通じる窓が開け放たれていた。テラスは薄うす手でのカーテンに遮さえぎられているとはいえ、部屋の中から見通せる。隠れる場所などもちろんないのだが、マルクはふと気になってそちらへ足を向けた。


　季節は短い秋が過ぎ、冬へと移り始めている。マルクが〈契約書〉の副作用で温感が狂くるっているためあまり感じないが、冷たい風が吹いているはずだ。にも拘かかわらず、ここでは春先のような心地ここち良い風が吹いている。


　マルクの温感が狂っているせいではない。この屋や敷しきの敷しき地ち内では、季節が狂っているのだ。春に咲さく花と秋に生なる果実が同時に実っているのだから。


　テラスには、真っ白なテーブルが一つとそれに合わせた椅い子すが二つ用意されている。二つ目の椅子が使われているところは未いまだに見たことがないが、エルミナはいつもここで紅茶を楽しんでいる。


　マルクはそのテーブルに抱かかえたままだったティーセットを預けると、そっとテラスから身を乗り出した。この真下に、サテルナスという花の花か壇だんがあるのだ。紫むらさき色いろの小さな花で、エルミナが花占うらないなどに使っている花である。


　その花壇を見下ろし、マルクは手すりからずり落ちそうになった。


「お、お嬢じよう様さま？」


　どういうわけか、エルミナが花壇の側に立っていた。マルクに気づくと、まだ寝ねぼけているようなぼんやりした眼まな差ざしを向けてくる。


「なにか用かね？」


「い、いえ、用というほどのものでも……、あ、少々そこでお待ちください」


　エルミナが見つかったのだ。アイシャを呼び戻そうと、部屋を突つっ切きり廊下へと戻るが、アイシャの姿はもうなかった。


「アイシャ。エルミナがいましたよ。アイシャ？」


　念のために呼びかけてみるが、アイシャからの返事はない。どうやらすでに声も届かないところまで行ってしまったらしい。仕方がないので、マルクは再びテラスへ戻った。エルミナを待たせたままなのだ。


　手すりから身を乗り出すと、エルミナは変わらず佇たたずんでいた。


「どうかしたのかね？」


「いえ、アイシャがあなたを捜していたのです。ですが、少し遅おそかったようです。……エルミナ。あなたこそ、そのようなところでなにをしていらっしゃるのです？」


　そう訊きくと、エルミナは人差し指で地面を示した。降りてこいということだろうか？


　マルクはテーブルに置いたままのティーセットを振り返るが、あとで取りに戻ればよいかと判断した。


「エルミナ。少し、下がっていてください」


　エルミナが花壇から下がったのを確かく認にんして、マルクは手すりに手をかける。そのまま勢いよくテラスを蹴けると、ヒョイッと手すりを飛とび越こえた。


　フワリとした浮ふ遊ゆう感かん。マルクはメガネを落とさないよう、片手で押さえつつ膝ひざから力を抜ぬく。続けて、迫せまり来る地面につま先から接せつ触しよくすると、重いものを抱える要領で足首に力をかける。燕えん尾び服ふくの裾がヒラリと地面に触ふれる。


　綺き麗れいに着地すると、エルミナが驚おどろいたように目を大きくしていた。


「驚いた。飛び降りてくるとは思わなかった」


　まあ、なにもテラスから飛び降りることはなかったかもしれない。マルクは気まずさを誤ご魔ま化かすように腰こしを折った。


「お見苦しい姿をお見せしました」


「いや。今のはなにか能力を使ったのかね？」


「いいえ。この程度のことに能力など使いませんよ。素人しろうとでもある程度運動神経が良ければできることです」


「そうなのかね？」


「ええ。……それよりも、いつの間にこちらに出られたのです？」


　そう訊くと、エルミナは花壇からサテルナスの花を一ひと房ふさ千切った。手の平に載のせると、花はユラユラと独りでに浮うかび上がる。風に吹かれたわけでは、なさそうである。


「これは、〈契約書〉の能力……で、ございますか？」


「セリアの能力らしい。人一人持ち上げるには、少し力が足りないようだが」


　マルクは、自分のメガネがずり落ちたのを感じた。


「エルミナ。まさか、テラスから飛び降りたのですか？」


　エルミナは、イタズラがバレた子供のようにマルクの顔を見上げた。


「もしかしたら、飛べるのではないかと思ったのだ」


　マルクは深いため息を漏もらした。


「……お嬢様。仮に空を飛べたとしても、お嬢様の格好で飛ばれるのははしたないかと存じます」


　毅き然ぜんとして注意を促うながすと、エルミナはスカートの裾を持ち上げた。


「問題かね？」


「問題でございます！」


　とうとうマルクが声を荒あららげると、エルミナはクスクスと肩かたを揺ゆらした。


「そう、怒おこらないでくれたまえ。一度、こういったことをしてみたかったのだ」


　記憶をなくしたエルミナは、二階から飛び降りるくらいのことは普ふ通つうにこなしていそうな、活発な娘むすめだった。今も一部記憶が欠けているせいか、またそういった傾けい向こうが出てきているらしい。


　エルミナは手の平を差し出したまま、小さな吐と息いきを漏らした。


「この力は奇き妙みようなものだね」


「〈契けい約やく書しよ〉のことでございますか？」


　エルミナは小さく頷うなずく。


「〈アルス・マグナ〉の能力を使うのとは勝手が違ちがう。私にできるのは引き金を引くことだけらしい」


「引き金……でございますか？」


「そう。狙ねらいをつけることもどの引き金を引くかも選べるのだが、撃うち出したら止められない。〈アルス・マグナ〉が手足の延長のような感覚なら、こちらはあくまで道具を使っている感覚なのだ。この体に刻まれているというのにね」


「つまり、細かい操作が利きかないのでございますか」


　確かにエルミナにとって、〈契約書〉の能力は借りものに過ぎない。契約者のようには扱あつかえないのは当然である。


　気を取り直すようにずり落ちたメガネの位置を修正し、マルクは話を元に戻した。


「それで、なにをしていたのです？」


　エルミナは一度だけマルクに目を向けると、花壇へと視線を落とした。相変わらず変化に乏とぼしい表情だが、苦々しいものを見ているかのように見えた。


「花壇を、見ていたのだ」


「ああ、部屋に飾かざらせましょうか？」


　この花が好みらしいことは、マルクも知っていた。しかしエルミナは首を横に振った。


「いや、いい。あまり、見ていたいものではないのだ」


　マルクは、意外そうに瞬まばたきをした。


　──お願いしようかしら。わたくし、あの花が好きなのです──


　この花を部屋に飾らせようかと訊いて、エルミナ自身がそう答えたのは、ほんの三日前の話である。エルミナが記き憶おく喪そう失しつだったときのことだ。


　──あまり、見たい気分ではない、ということでしょうか？


　同じ記憶喪失でも、前とは少し様子が違うように思える。


　──なんでしょうか、この感じは……。


　再び不快感にも似た違い和わ感かんを覚えたが、その正体は上手く説明のつかないものだった。


　そんなマルクに気づく様子もなく、エルミナは思い出したような声を上げた。


「そういえば、アイシャがなにか用事なのかね？」


「あ、ええ。なにか話したいことがあると言っていました。厨房に降りたはずですが、呼びましょうか？」


「いや、いい。どのみちもう部屋に戻もどるつもりだ。行き違いにならなければ会えるだろう」


　そう言うと、エルミナは玄げん関かんに向かって去っていった。まあ、アイシャが〈魔眼〉のことを思い出せば問題なく会えるだろう。


　エルミナに付き従おうとして──マルクは今が好機だということに気がついた。


　──アイシャがエルミナと話している今ならば、〝あの部屋〟に入れるのではありませんか？


　じっとりと汗あせが滲にじんだ。ドクドクと心臓が鳴なり響ひびく。


　それは危険な行動かもしれない。先ほどのアイシャの様子を見た限りでは、バレたとき本当に処しよ刑けいされかねない。


　しかし、そこにずっと感じているこの嫌いやな感覚の正体があるような気がした。そして、それを今すぐ自分で確かめなければならないような、強きよう迫はく観かん念ねんにも似た衝しよう動どうを覚えていた。


　エルミナの背中を見送って、マルクは屋敷の裏へと足を向けた。
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　そこは、夜が明けても陽ひの光が届かない場所だった。


　屋敷の真裏にあたる位置で、北向きである。加えて、周囲の壁かべがコの字型に凹へこんでおり、正午に僅わずかばかりの陽光が差し込むだけである。それでも色取り取りの花が咲き誇ほこっているのは、ここが蜃しん気き楼ろうの屋敷だからだろう。


　マルクは、周囲に人の気配がないことを入念に確かめつつ、その花壇の前に立った。昨日、ぼんやりしていてアーロンに声をかけられた場所である。


　自分でも、どうかしているとは思っていた。


　時計を捜さがすだけならば、先ほどアイシャに言っただけで十分である。きっと今日も昼前に〝あの部屋〟の掃そう除じにでも出向き、そこにあったならば拾ってくれるだろうし、なければないで、なにか教えてくれるだろう。


　わざわざ彼女の信しん頼らいを裏切ってまでここに侵しん入にゆうする意味はない。


　その、はずなのだが、自分で確かめなければ気が済まない──いや、それどころの話ではない。今すぐ確かめなければなにか自分の大切なものが失われてしまう。そんな危機感にも似た衝動に衝つき動かされていた。


　マルクは花壇の中央を進むと、壁の一点に手を伸のばす。そこには、手をかけるのにちょうど良さそうな凹みがあった。


　──開けてもらいたい──驚かないのだね──


　そう、ここには隠かくし扉とびらがあるのだ。マルクはそれを知っている。そう、知ヽっヽてヽいヽるヽのヽだヽ。他ほかならぬエルミナに教えてもらったはずなのだ。


　だというのに、それが思い出せない。エルミナの声は思い出せるのに、景色が思い出せない。全すべてが朧ろう々ろうとしていて、夢で見たような感覚になっている。


　そして、思い出せないことを不自然だと考えられない。覚えていること自体がおかしいことのようにさえ思える。


　──ここで、なにかがあったはずなのです。


　マルクは目を閉じて呼吸を整える。


　もう一度冷静になろう。これでなにもなければ、マルクは今までエルミナに尽つくして築いた信頼というものを全すべて失うことになる。これは明らかにエルミナに、そしてアイシャに対する裏切りなのだから。


　そんな危険を冒おかしてまで確かめる意味があるのか？


「意味は、あります」


　恐おそらく、それは虫の知らせというものなのだろう。


　表面上はなにも起こっていない。エルミナは、いつも通りである。むしろ、表情が現れてきて以前より生き生きしているくらいである。マルクは、エルミナにそうなってほしかったはずだ。


　そして、かつて敵対していたアルバが今は客として訪おとずれ、エルミナと自然に会話をし、アイシャが肉親の温ぬくもりというものを手に入れ、ようやく使用人の数も揃そろって全てが順調なのだ。


　ならば、マルクは隣となりに傅かしずいて紅茶を用意すればいい。今まで、そうしてきたのだから。待った甲か斐いがあった。そういうことではないのか。


　だというのに、途と方ほうもない胸むな騒さわぎがする。なにか大変なことが起こっているというのに、それに気づかず見み逃のがしている。そんな気がしてならない。


　あの日、エルミナが記き憶おくを失ったとき、マルクはなにもしてやれなかった。エルミナを元に戻したのは、ドミニクなのだ。だから、エルミナのことを知ろうと思った。


　初めは、アルバに訊きけばいいと思った。エルミナのことを知ろうとすることは、彼女のことを探さぐることに他ならない。屋や敷しきの人間に訊くのは、いらぬ不信を招くことになる。


　だがそれは、マルクが傷つきたくないから、主あるじと仲間から信頼を失うのが怖こわいから、遠回りを選んだに過ぎない。それは逃にげだ。そんな悠ゆう長ちようなことをしていては、あヽのヽとヽきヽのように、自分の手は届かなくなる。


　あのとき──かつてエルミナが〈アルス・マグナ〉の力を失ったとき、彼女は地じ崩くずれに呑のまれた。そのとき、マルクが伸ばした手は届かなかったのだ。





　その感覚──ずっと感じていた違和感をなんと呼ぶのか、マルクもようやく気づいた。


　──愛いとしい誰だれかを失うかもしれない──つまり、恐きよう怖ふと呼ばれる感情である。





　マルクは、凹みに手をかけた。力を込めると、石の壁はゴリゴリゴリ──と重たい音を立てて横にずれていく。音は、思いの外大きく響いた。あるいはアイシャの耳にも届いたかもしれない。


　番人である彼女が僅かにでも異変を感じたならば、あの厄やつ介かいな〈魔ま眼がん〉を以もつてすぐさま事態を確認するはずである。彼女がここまでたどり着くのに何秒かかるだろうか？


　壁の向こうには地下に下る階段が延びていた。壁かべ際ぎわにはランタンと火付け石、そして油などが用意されている。


　しかしそんなものに明かりを灯ともしている余よ裕ゆうはなかった。


　マルクは迷わず階段を駆かけ下りた。ここに入るのは初めてのはずだ。にも拘かかわらず……いや、やはりというべきか、初めてという気がしなかった。


　階段を下り終わると、大きな部屋が広がっていた。そこに地上からの光が縦一筋に伸びている。その先に、大きな天てん蓋がい付きのベッドが安置されていた。


　そこに横たわる人物を、マルクは知っていた。


　絨じゆう毯たんのように広がる金色の髪かみ。黒を好むエルミナとは対照的に真っ白なドレス。慌あわただしい足音を立ててマルクが駆け込もうとも、目覚めるそぶりも見せない。そして、エルミナと同じ顔をした少女。


　──エミリオという。……見ての通り、私たちは双ふた子ごだ──


　そう、エルミナは確かにここでそう言ったのだ。そして、それこそがアイシャが守っているものでもある。


　ベッドに歩み寄ろうとして、その先にチカリと光るものが転がっていることに気づいた。


「見つからないわけですね……」


　拾い上げると、それはエルミナからもらった時計だった。そして、粉々になった記憶がドッとあふれ出した。


　──まだ、使っていたのだね──これを選ぶときは、ずいぶん悩なやんだのだよ──


　懐なつかしそうに語るエルミナに、マルクはこの時計を手て渡わたしたのだ。


　そして──





　──誰？──





　エルミナと同じ声で呟つぶやいたその言葉を聞いたのだ。


　そして振ふり返かえったマルクが見たのは─────


「──アイシャ。答えてください。今いるエルミナは、誰なのですか？」


　階段の入り口に、息を切らした侍じ女じよの姿があった。


　琥こ珀はく色いろの瞳ひとみには、仄ほの暗ぐらい契けい約やく者しやの翳かげが揺ゆれていた。


「マルクさん、思い出しちゃったんですか……？」


　その声には、いつもの元気の良さは欠片かけらほどにも感じられなかった。マルクは振り返らないまま、頷うなずいて答える。


「それで、マルクさんはどうするつもりなんですか？」


　マルクは、ようやくアイシャの顔を見た。


「決まっています。エルミナを取り戻します」


　アイシャは、哀かなしそうに微笑ほほえんだ。


「今のエルミナだって、あたしたちの主なんですよ？」


　アイシャはなにを言っているのだろう。マルクは毅き然ぜんとして否定した。


「私が傅いた主は、あのエルミナではありません。エルミナに仇あだなすならば、なにものでも敵です」


　アイシャの瞳から、色が失われていく。マルクは、それを裏切られたような気持ちで見つめ返した。





「──だったら、マルクさんはあたしの敵になっちゃいます──」
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「カナメさんも知らないんですか……」


　厨ちゆう房ぼうにて、アイシャは落らく胆たんして肩かたを落とした。


「なんじゃ、おらぬのか？」


「はい……。部屋にいたと思ってたんですけど、見に行ったらいなくて……」


「急用？」


「急用というか、ちょっとどうしても確かめたいことがあって……」


　カナメとセリアが気き遣づかわしげに訊いてくる。


　彼女たちにどう答えるべきか、アイシャは言葉に迷った。


　元々、アイシャはこの屋敷で一番古い契約者である。エルミナが〈空白の契けい約やく書しよ〉を考案するきっかけを作ったのも彼女であり、作成にも協力した。当時、エルミナに傅く契約者はアイシャただ一人だったのだから。


　そして〝あの部屋〟の番人であるアイシャは、初めから真実にほど近い場所にいた。そして先日、グレリオ──〈宣せん教きよう師し〉と〈精杯グレイル〉に関かかわったことでほぼ全すべてを知ってしまった。だからこそ、ドミニクから告げられた真実も冷静に受け止めることができた。


　アイシャは、ドミニクを別とするならばこの屋敷で真実を知っている唯ゆい一いつの人間なのだ。


「まあ、屋敷から出るならば従者ヴアレツトの一人くらいつけるであろ？　気まぐれに、庭を散策しているのではないか」


「そう……かも、しれませんけど……」


　確かにカナメたちにしてみれば気にするほどのものではないだろう。しかし、アイシャの想像通りならば、とても困ったことが起きている。どうしてこういうときに限って行方ゆくえを暗ますのだ。


　アイシャが不安といらだちに俯うつむいていると、カナメが困ったように呟いた。


「おんしの〈魔眼〉でも見つからぬのか？」


「…………あ。忘れてました」


　何な故ぜ思いつかなかったのだろう。カナメを捜さがすのに使うことは思いついたというのに。自分には遠くを見通す〈魔眼〉があるではないか。それも思い出せないほど、アイシャは焦あせっていた。


　アイシャは大きく深呼吸をすると、ギュッと目を閉じてエルミナの姿を捜した。


「あれ？　マルクさんといっしょです」


　どうやら場所は庭らしい。サテルナスの花か壇だんが見えるから、エルミナの寝しん室しつの真下である。そういえば、マルクがなにか言っていたような気もする。もしかしたら、自分は一人で空回りしていたのかもしれない。


「見つかったのか？」


「あ、ええ……。大だい丈じよう夫ぶです」


　そう答えると、カナメとセリアは怪け訝げんそうに顔を見合わせた。


「またなにか厄介ごとか？　面めん倒どうが大きくなる前に話すのじゃ」


　確かに、厄介ごとは起きている。しかもすでに相当面倒なことになっている。これ以上大きくなる前に、カナメたちにも相談するべきかもしれない。いやこうなってしまった以上、事実を話すべきなのだろう。


　しかし、アイシャ一人で決断するには問題が大きすぎた。ドミニクか、せめてマルクと相談したい。


　──でも、その前にきちんと会って話がしたい。


　アイシャは彼女の侍女なのだ。そのために半年間、この屋敷にいたのだ。いつか話ができることを祈いのって、一いつ生しよう懸けん命めい語りかけてきたのだ。


　だから──信じたい。


　あのときは、怖くて話しかけることができなかった。でも、今はそれを後こう悔かいしている。話さなければ、なにも伝わらないし、なにも理解できない。


　アイシャはペコリと頭を下げた。


「ごめんなさい。あたし自身、まだちょっとよく分からないところが多いんです。エルミナと話して、それを確かめたら、きちんとお話しします」


　カナメがポンポンと頭に手を載のせた。


「ならば待っておくが、あまり一人で抱かかえ込むでないぞ？」


「はい！」


　アイシャは二人にもう一度頭を下げてから厨房を飛び出した。





　もう一度〈魔眼〉で確かめると〝彼女〟はマルクと別れて玄げん関かんホールに向かっていた。寝室に戻もどるつもりなのだろう。アイシャはそれに追いつくよう、地下からの階段を駆け上る。


　玄関ホールに飛び出すと、そこには金色の髪を揺らした少女の姿があった。


「アイシャ。なにか用かね？」


　普ふ段だんのエルミナと同じ、抑よく揚ように乏とぼしい声こわ音ね。印象としては少し表情が柔やわらかくなったエルミナである。しかし、アイシャの予想通りなら、それはとても残ざん酷こくな現象の現れでもあった。


　アイシャは一度大きく深呼吸をすると、ペコリと頭を下げた。





「少し、お話があります──エヽミヽリヽオヽさん」





　少女は、アイシャのひと言に意外なほど無反応だった。アイシャの方が見けん当とう違ちがいなことを言ってしまったのかと狼狽うろたえてしまうほどに。


　やがて、少女は仕方なさそうな微笑を浮うかべた。エルミナには浮かべられなかった表情だった。


「そう……。君は、気づいたのだね」


　話をはぐらかさずに、きちんと返事をしてくれたことで、アイシャは少しだけ自信を取り戻した。


　マルクやカナメに指し摘てきされたことがあるように、アイシャは実戦という経験が圧あつ倒とう的てきに不足している。会話に関しても同様である。エルミナに出会うまで、何年も人と話すこともできなかった。はぐらかされたら問とい詰つめる方法を知らない。


　だから、アイシャはただ誠意を以もつて語りかける。


「エミリオさん。あたし、あなたのことをよく知りません。でも、ずっと見てました。だから、一度きちんとお話しさせてもらいたかったんです」


　エルミナがどうなったのか。元に戻るのか。もちろんそれは気になる。今すぐにでもエミリオを問い詰めたいとさえ感じている。


　しかし、眠ねむり続けるエミリオの体を拭ふき、着き替がえをさせ、髪を梳すいてきたのもアイシャなのだ。エルミナと同じくらい、エミリオは大切な相手なのだ。だからずっと目覚めることを信じて語りかけてきたのだ。


　アイシャが真しん摯しな眼まな差ざしを向けると、エルミナ──いや、エミリオは驚おどろいたように瞬まばたきをし、それからグイッと手の平で片眼を拭ぬぐった。アイシャが能力の切きり替かえを意識するのによく似た仕草である。


　瞳の能力を使うのは、アイシャだけではない。アーロンもである。彼は人の思考を読む。チラリと疑ぎ惑わくが脳裏をかすめたが、アイシャはそれを追おい払はらった。まずは、自分が信じるところから始めなければ、相手に信じてもらうことはできない。


　エミリオは小さく唇くちびるを震ふるわせて、ああ、と声を漏もらした。


「思い出した……」


「え？」


　エミリオは愛いとしい妹でも見つめるように、表情を和やわらげた。


「君に、言おうと思っていたことがあるのだ」


「あたしに、言うこと……ですか？」


　向こうからそう言われるとは思っておらず、アイシャは緊きん張ちように身を固くした。





「アイシャ。アルコールが爆ばく発はつするというのは、噓うそだ」





「…………………………………………はい？」


　いくらなんでも予想外の言葉に、アイシャは激しく困こん惑わくした。


　気が動転するアイシャに、エミリオはクスクスと笑い声を漏らした。


「確か、ドミニクに言われたのだろう？　アルコールは燃料としての可燃性はあるが、醸じよう造ぞうしたアルコールが燃焼する濃のう度どに足ることはない。爆発はしない」


「え？　え？　でも、あのときはバンって……」


　以前、マルクが酒蔵の掃そう除じをしていたときネズミが出た。アイシャはその巣がないか確かめようとして、醸造樽だるを壊こわしてしまった。そのとき、なにが起こったのかは分からないが、全ての樽が一いつ斉せいに爆発したのだ。


「それは醸造で凝ぎよう縮しゆくされたガスで破は裂れつしたのだ。アルコールが爆発したわけではない」


　言われてみれば、確かに爆発とはいっても火は見なかった気がする。


　どうやらまたドミニクにからかわれたらしい、と納なつ得とくしつつも、アイシャの困惑顔は晴れなかった。


「あの、どうしてそんな話を……？」


「君が私に言ったことだ。ずっと教えてやらなければ、と思っていたのだ」


　アイシャは、ようやくなんのことを言われているのか気がついた。


「あ……、それって、あたしが……」


「そう、君が眠っている私に言ったことだ」


「お、覚えてたんですか……」


　目が覚めたとき、少しでもいい。自分のことを知っていてほしい。そう思ってずっと語りかけてきたのだが、よく考えてみるとろくでもないことばかり言っていたような気がする。アイシャは今いま頃ごろになって羞しゆう恥ち心しんに苛さいなまれた。


「夢の中で、何度か君の声が聞こえた。特にあのときのことはよく覚えている。エルミナの、謳うたが聞こえたから」


　──それって、あのときの……？


　マルクとエルミナがカナメたちと初めて出会った事件で、エルミナが謳を歌ったことがあった。そのとき〝あの部屋〟でエミリオに話しかけていたアイシャは、エルミナの謳に合わせてエミリオが歌うのを目もく撃げきした。そのときの話というのがアルコールの話だったのだ。


　エミリオの前で、アイシャはそんなことを思い出しはしなかった。やはり、彼女はアーロンの能力を使っていたわけではなかった。


　アイシャは、意を決して問いかけてみた。


「あのエミリオさん。今、エルミナとエミリオさんになにが起こってるんですか？」


　エミリオは、肩かたにかかる金色の髪かみを払った。





「今、エルミナの体は私が使っている」





　予想はしていたことだが、やはり実際にそうだと分かると、衝しよう撃げきを受けた。


　そのわりには──矛む盾じゆんしていることだが──アイシャは自分でも意外なほど落ち着いていた。


「それは、エミリオさんがやったことなんですか？」


「半分は偶ぐう然ぜんだ。だが、エルミナから主導権を奪うばって外に出ようとしたのは、私の意志だ」


　自分の胸に手を当てると、アイシャは静かに目を閉じた。エミリオはきちんと答えてくれた。今度は、アイシャが彼女に応える番だと感じた。


　アイシャは目を開けると、毅き然ぜんとした口調で言った。


「話してください。エミリオさんのこと」


　エミリオは、意外そうに目を大きくした。


「責めないのかね？」


「責めるほど、あたしはエミリオさんのこと知りません。だから、教えてください」


　アイシャの声に迷いはなかった。


「君は、強いのだね。こう言ってはなんだが、そうは見えなかった」


「そう見えるなら、たぶん、友達のおかげです」


　アイシャ自身、大きな闇やみを抱えている。そこにはグレリオという少年が深く関わっていた。アイシャに笑うということを教えてくれたのは、彼だった。そしてアイシャから全てを奪ったのも彼だったのだ。アイシャは彼のことを信じた。しかし、最後まで信じることしヽかヽしてやらなかったのだ。


　彼が再びアイシャの前に現れた理由。それに、漠ばく然ぜんとではあるが気づいたのは、ずいぶん後になってからである。彼は、アイシャの闇を引き取りに来てくれたのだ。だから今、アイシャは本当の意味で笑えるようになれた。


　悪党を演じながらも、その実誰だれよりもアイシャのことを守っていてくれたのはグレリオだったのだ。なのにアイシャはそれを知ろうとさえしなかった。


　信じるだけでは駄だ目めなのだ。


　相手のことを知ろうとしなければ、なにも変えられないのだ。


　だからアイシャはエミリオのことを知りたい。あのときのような後悔は、もうしたくないから。


　エミリオはポツリ、ポツリと話し始めた。アイシャにとっては、いろいろと裏切られたような気持ちになる内容のことだった。信じられない。それが、素す直なおな感想だった。


「──だから、私は今ここにいる」


　アイシャは、しばらく返事ができなかった。自分の信じていたものが、根底から揺ゆらいでいた。


　そんなアイシャを試ためすように、エミリオは問いかける。


「私のやりたいことは理解できたと思う。……君は、どうする？」


　アイシャはギュッとスカートを握にぎりしめた。いつのまにか、じっとりと汗あせばんでいた。


　答えは、すぐには出なかった。しかし、返事をするのに、そう迷う必要はなかった。


「あたしは、揺り籠かごの番人です。エミリオさんのためにここにいるんです」


　そう、エルミナはアイシャにとって姉のような存在である。しかし彼女がアイシャに命じたのは、自分ではなくエミリオの世話なのだ。エルミナの侍じ女じよも確かに受け持っていたが、アイシャは本来眠り姫ひめの番人であり、エミリオの侍女なのだ。


「それで、いいのかね？　エルミナを裏切ることになるのだよ？」


　アイシャは首を横に振ふった。


「エミリオさんは、噓は言ってないと思います。でも、あたしは、エルミナのことも信じてます。エルミナがあたしにエミリオさんの側そばにいろって言ったことにも、きっと意味があると思うんです。それに……」


「それに？」


「エミリオさん、今、独りです」


　ドミニクも全すべてを知っているはずである。にも拘かかわらず、積極的に関わろうとは考えていないようだった。彼にとってはエルミナもエミリオも平等に守らなければならない対象なのだから、無理からぬことではあるが。


　エミリオは、初めて無防備な顔を見せた。契けい約やく者しやの翳かげが揺れる翠すい玉ぎよくの瞳ひとみから、大きな滴しずくが溢あふれる。


　それは、やはりエルミナとは違ちがう、彼女の表情だった。だから、アイシャも安心することができた。


「たぶん、このことを知ったらマルクさんが凄すごく怒おこります。もの凄く怒ると思います。マルクさん、怒ると本当に怖こわいんです。だから、あたしはエミリオさんの側にいます」


　マルクは、エルミナを守る。彼にとってはそれが全てなのだから。


　しかし彼は知らない。知ろうとするほど冷静ではいられないだろう。エミリオの事情というものを。だからアイシャはエミリオの隣となりに傅かしずく。エルミナのことは、マルクがなんとかしてくれるから。


「同情だけでは割に合わない選せん択たくだと思うよ」


　アイシャは首を横に振った。


「同情じゃありません。侍女メイドは主あるじの傍かたわらに控ひかえてるものです。それに、どうしてもエミリオさんが間ま違ちがってると思ったら、あたしが止めます」


　アイシャは気づいていた。エミリオはまだ迷っている。だから、マルクにもあヽんヽなヽこヽとヽをしたのだろう。


　そんなときだった。


　玄げん関かんホールに、ゴリゴリゴリ──と重たい音が響ひびいたのは。


　条件反射で〈魔ま眼がん〉を発動させ、アイシャは眉まゆに火をつけた。





「──大変です。マルクさんが……！」





　そして、物語は収束する。




　第四章　されど扉とびらの向こうに光はなく










「……誰？」





　その銀啼鳥ソローネの声に振り返ると、少女は困こん惑わくしたような表情でマルクを見つめていた。


　それから、なにか思い出したように、ああ、と声を漏もらした。


「君は、マルクだ。契約者で、エルミナの執事バトラーだ」


　納得したようにそう呟つぶやくと、今度は両手を自分の顔の前に掲かかげる。自分が銀時計を握っているのを見て、不思議そうに首を傾かしげる。


　マルクは、それを現実味のない、夢かなにかを見るような気持ちで眺ながめていた。


「どうにも、前とは感覚が違うね。やはり強引過ぎたのだろうか？」


　銀時計から手を放すと、今度はゆっくりと握ったり開いたりを繰くり返す。あたかもそれが自分の手であることを確かめるように。


「エル、ミナ……？」


　マルクがかすれた声を漏らすと、少女はようやくマルクの存在を思い出したように視線を向けた。


「ああ、話の、途と中ちゆうだったのだね。エルミナは、どこまで話したのだろうか？　とはいっても、私も突とつ然ぜん眠ねむり姫ひめにされたものでね。彼女のようには説明できないことも多いのだが。……ふむ。やはり黒のドレスは着き心地ごこちが悪いな」


　少女は、自分のドレスをつまみ上げながら呟く。


「なにを、言って、いるのです……？」


　エルミナと同じ顔をした少女は、肩にかかった髪を振り払はらい、それから怪け訝げんそうに眉を寄せた。


「髪を切ったのか。綺き麗れいな髪だったのに……」


　マルクは、とうとう堪こらえきれず、少女の肩を摑つかんだ。


「エルミナ！　しっかりしてください。さっきからなにを言っているのです」


　力を入れすぎたらしい。少女の表情が幽かすかに歪ゆがんだ。


「痛い。放ヽしヽたヽまヽえヽ」


　命ヽじヽられて、マルクは弾はじかれたように手を放した。


〈契けい約やく書しよ〉の制約が働いたことに、マルクはさらに衝撃を受けた。間違いなく、この少女の体はエルミナのものなのだ。


「あなたは、一体、誰なのです」


　少女は形の良い唇くちびるを三日月型に歪めた。


「薄はく情じようなものだね。初対面ではないというのに」


　──初対面ではない……？


　マルクが疑問に眉を顰ひそめると、少女はなにかを差し出すように両手を広げた。そこに、銀色のなにかが寄り集まり、一つの形を紡つむぎ上げていく。


「君のだろう？」


　少女の手にあったのは、以前マルクが愛用していた投げナイフだった。それを見て、マルクは背筋が冷たくなるのを感じた。


「──あのときの〝影かげ〟……！」


　この屋や敷しきにやってきたばかりのころ、マルクは厨ちゆう房ぼうで女の影に襲おそわれた。そして、奇き妙みような夢を見せられた。そのとき、マルクは迎げい撃げきしようとこのナイフを投げつけたのだ。


　少女は眉を顰めて、ふむ、と呟いた。


「影……？　なるほど。私はそんな格好をしていたのか。それではナイフを投げられても文句は言えないな」


　それから、少女はあのときと同じように三日月型の笑みを浮うかべた。


「確かに、きちんと名乗ったことはなかったね。私は、エミリオという。エミリオ＝ヴァレンシュタインだ。エルミナの姉でね。一応、ヴァレンシュタイン家の当主ということになる」




[image: ]





　エルミナの姿をした少女は、銀啼鳥ソローネのように澄すんだ音色で答えた。そして、ベッドに横たわる少女へと視線を向ける。


「エルミナは、私の妹だ」


　マルクも、ベッドに横たわる少女に視線を向ける。では、この少女は誰なのだ？


　それを問いかけようと思ったはずなのに、マルクの口は別のことを問いかけていた。


「エルミナ、は……？」


　少女──エミリオは、自分の胸にそっと手を当てた。


「エルミナは、今眠ねむっている。私の代わりに、揺り籠の中にいる」


　ザワリ──マルクの影が生き物のように蠢うごめいた。


「──やめろ。殺ヽすヽなヽ」


　ビクッと、マルクは影を制止させた。命ヽじヽられたからではない。彼女がなヽにヽにヽ命じたのかを理解してしまったからだった。


　全身から、ドッと汗が噴ふき出した。


　影は作りかけの編み物のように解ほぐれ、エミリオの周囲を覆おおっていた。彼女の影に接せつ触しよくする、ほんの一歩手前で停止していた。距きよ離りとしては硬こう貨か一枚分の厚みもあるかないかといったところである。もしこのまま接触していたなら、死んでいたのはマルクの方だっただろう。いや、踏ふみ込んでいなくとも殺されていたかもしれない。


〈アルス・マグナ〉の絶対迎撃能力──以前、エルミナから味わわされたものよりも、凶きよう悪あくに感じられた。


　今マルクが息をしていられるのは、エミリオが〈アルス・マグナ〉を止めてくれたからである。そうでなければ、あのとき同様〝影〟を粉ふん砕さいされて、マルクも打うち倒たおされるどころか命を落としていただろう。


　マルクが硬こう直ちよくしていると、エミリオは諭さとすように笑いかけた。


「君が、エルミナのことを慕したってくれているのは知っているが、少し話を聞いてはもらえないか？」


「話……？」


　少女は静かに立ち上がると、探検でもするように歩き始めた。その拍ひよう子しに、銀時計が絨じゆう毯たんの上に滑すべり落ちる。


「そう、例えばこんな話はどうだろうか？　あるところに、とても仲が良い姉妹しまいがいた」


　それが誰だれのことを言っているのかは、問いかけるまでもない。エミリオは歌うように続ける。


「片方は体が弱く、もう片方は元気ではあったが親からは疎うとまれていた。姉妹は足りないものを補い合うように、それは互たがいを大切にしていた。だが、悲しいことにそれは永遠には続かなかった」


　翠玉の瞳には、暗い契約者の翳が揺ゆれる。


「姉妹は、片方を生いけ贄にえに捧ささげられる定めにあった。だから、片方は半身を助けようと罪を犯おかし、もう片方はそのために愛いとしいものを失い半身を拒きよ絶ぜつした。そして定めのままに姉妹は生贄に捧げられた。この場合、どちらが生贄にされるべきだったのだろうか？」


　マルクはなんとか声を絞しぼり出だした。


「生贄に捧げられるべき人間など、いません」


　かつて、力を失った神宝のために、生贄に捧げられた少女がいた。その少女は暗い闇やみの底を歩き続け〝契約者狩がり〟と呼ばれるようになった。


　どんな罪を犯そうとも、あんな目に遭あわされてよい人間などいるわけがない。


　マルクの返答に、エミリオは満足そうに頷うなずいた。


「君なら、そう言うだろうと思った。そう、生贄などバカげている。私はもちろん願い下げだ。エルミナに押しつければ良かったとも思わない」


「だったら……」


　マルクの言葉を遮さえぎるように、エミリオは首を横に振ふる。


「だが、生贄にはどちらかが必ず捧げられる。次は残った片方。そしてその子孫。終わらない。何人捧げようとも、この連れん鎖さに終わりなどないのだ。誰も助けてはくれない。ならばどうすればいい？」


〈アルス・マグナ〉──精せい霊れいという枠わくからも外れた強大な力。それから逃のがれる術すべはない。どうやら彼女の口ぶりでは、〈精杯グレイルの姫ひめ〉には血けつ縁えん者が選ばれているようだ。


　マルクが言葉をつまらせていると、エミリオは懐なつかしいものでも見つめるように、部屋の出口を見つめた。


「そんなとき、一方は、一つの希望を見いだしたらしい」


「希望……？」


「そう、生贄の連鎖を断ち切れるかもしれない」


「〈アルス・マグナ〉を、止められるのですか……？」


「いいや、止める程度では意味がない。破は壊かいするのだ。君、これが成功したら凄すごいことだとは思わないかね」


　エルミナもエミリオも〈アルス・マグナ〉から解放される。エミリオはその方法を見いだしたというのだろうか。


「そんなことが、できるのですか？」


「少し、時間はかかるだろうがね。理り屈くつの上では可能だよ。ならば、どんな犠ぎ牲せいでも払う価値があるとは思わないかね？」


　あたかもなにかを試すような口調。マルクは自分がなにか選せん択たくを迫せまられていると感じた。


「私に、なにをしろと？」


　エミリオは、キョトンとして瞬まばたきをした。それから、小さく噴き出した。


「ああ、すまない。言い方が紛まぎらわしかったようだ。なにも君に面めん倒どうなことをさせるつもりはないのだ。ただ、話を聞いてほしかっただけだ」


「はあ……」


　せわしなく歩き回っていた少女は、ようやく最初の椅い子すに腰こしを落とした。


「エルミナは天才なのだろうね。〈アルス・マグナ〉を破壊する方法を見つけた。彼女なら、必ずやり遂とげるだろう。それで私や母のような目に遭う人間もいなくなる。すばらしいことではないか」


「え……？　エルミナが、見つけたのですか……？」


　てっきり、エミリオがその方法を見つけたから、エルミナの体を使ってまで出てきたのだと思った。どうやらそういうことではないらしい。


「そう、エルミナが見つけたのだ。だから、契けい約やく者しやを集め始めたのだろう？」


「ああ、そういうことですか……」


〈空白の契約書〉──契約者が署名するごとに力を増す〈精霊の器うつわ〉。あの力で〈アルス・マグナ〉を破壊しようというのだ。


　マルクが納なつ得とくしていると、少女は涼すずやかな笑みを浮かべていた。





「だが、それで殺される方は堪たまったものではないよ」





「え……？」


　エミリオは、もう笑ってはいなかった。


「私と〈アルス・マグナ〉を分けることは不可能だ。だが、私もろとも〈アルス・マグナ〉を破壊することはできる。エルミナがやろうとしているのは、そういったことなのだ」


「ち、違ちがいます！　エルミナはあなたを助けようと────」


　マルクはとっさに否定した。エルミナはずっとエミリオを助けようとしてきたはずだ。決して彼女を殺すためではない。


　しかし、エミリオは寂さびしそうな笑みを浮かべるだけだった。


「違わない。私たちはお互い、罪を犯したと言った。エルミナは私の罪を許しはしない」


「エルミナはあなたを恨うらんでなどいない」


「勘かん違ちがいしないでほしい。私は恨み言ごとを言っているのではない。エルミナは正しい。エルミナでなければ、後の世のものが同じ方法を見つけたとしても、やり遂げることはできない。〈アルス・マグナ〉を扱あつかいながら眠りに落ちない〈姫〉──それは過去にも未来にもエルミナだけなのだ。エルミナはやり遂げなければならない」


　エミリオはエルミナを否定しているわけではなかった。彼女たちは本当に仲の良い姉妹だったのだろう。エルミナのことを誰よりも理解しているのだ。


「だが、私はまだ生きている。ここに、いるのだ。死ねと言われておとなしく従えるほど、私は気高くはない」


　当たり前だ。何世紀も昔ならともかく、今の時代で死ねと言われて素す直なおに死ねる人間がいるわけがない。少なくとも、この国ではエミリオの言っていることは正義である。


　マルクは、なんとか声を絞り出した。


「エルミナは、どうなるのです……？」


「さあ？　このまま私が体を使っていれば、遠からず────」





「──消えることになるだろう」





　──消える……？


　頭の中で、なにかが割れる音を聞いた気がした。


　小こぎ汚たない、都会のスラム街。朝日を受けて透すけていくエルミナの体。伸のばした手が虚むなしく素通りする。


　──君の隣となりは居い心地ごこちが良い──


　そう言って消えていったエルミナ。知らないはずの景色。しかし、何故か覚えているこの感情。


　──もう、あんな思いはごめんです……！


〈アルス・マグナ〉の力を振るうエミリオには、誰も敵かなわない。攻こう撃げきすれば、それだけで殺されてしまう。そんなことは、身を以もつて知っているはずだった。


　それでも──ブチッ──なにかが切れた音とともに、マルクは影かげを走らせていた。


「──エルミナを、返しなさいっ！」


　そして、マルクの全すべてが打ち砕くだかれた。


〈アルス・マグナ〉は主あるじに仇あだなすもの全てを破壊する。走らせた影は塵ちり芥あくたのように打ち砕かれ、その衝しよう撃げきは当然のことマルクも貫つらぬいた。


　目の前が、真っ暗になった。体の感覚が消えていく。きっと、自分はエミリオに跪ざまずいてでも生き延び、エルミナを救う機会を窺うかがうべきだったのだろう。


　しかし、理屈ではないのだ。


　──愛しい──そう想おもった相手を傷つけられて、黙だまっていられる人間はいないだろう。マルクにとって、エルミナは結局そういう相手だったのだ。


　気が遠くなっていくマルクは、遠くで誰かの声を聞いた気がした。





「──あなたは怒おこるのだろうけど、私はあなたに側そばにいてほしい──」





　マルクの意識は闇に沈しずんだ。打ち砕かれた記き憶おくとともに。


　そして、同じ場所で銀時計とともに拾い上げられることになる。
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　アイシャの〈魔ま眼がん〉を回かい避ひしたマルクは、庭に抜ぬけ出し交戦していた。


　追おい詰つめられた、というのが正直なところだろう。能力は封ふうじられ、蹴けりを受けた腕うでにも感覚がない。


「──マルクさんがいなくなったら、みんな悲しいです」


　エルミナの様子がおかしくなったのは、以前のように記き憶おく喪そう失しつになったわけではなかった。別の人物──エミリオが成り代わっていたのだ。彼女に以前のような衝しよう動どうを覚えなくなったのも当然である。エルミナではなかったのだから。


　ここにいてはマルクはまた〝記憶を壊こわされる〟ことになる。屋や敷しきの外に脱だつ出しゆつして態勢を整えなければならない。


　マルクは、ギリッと奥おく歯ばを食いしばった。歯にヒビでも入ったのか、口の中に血の味が滲にじんだ。


「分かっているのですか？　アイシャ、エミリオに味方するということは、エルミナが消えるということなのですよ！」


「そうかもしれないですけど、だったらエミリオさんが死ねばいいんですか？」


　とっさに、返事はできなかった。エルミナとエミリオ。助けるならばどちらか一方しかできないのだ。


「……それでも、私の主はエルミナなのです」


　それでもマルクは退ひけない。ここで退いたら、エルミナを永遠に失うことになる。


　アイシャは、呆あきれたようなため息を漏もらした。


「マルクさん、優やさしいところは好きですけど、それってときどき残ざん酷こくです。マルクさん、エミリオさんにも優しくしたくせに……」


「エルミナだと思ったからです」


　アイシャの顔から表情が抜け落ちた。


「……マルクさん。少し、頭を冷やした方がいいと思います。今のマルクさん、エルミナにもエミリオさんにも会わせられないです」


　マルクの方も、覚かく悟ごがついていた。できれば、この少女に怪け我がをさせるようなことはしたくなかった。だがそれでエルミナのことを諦あきらめられるか、と問われれば答えは一つしかない。


　──この屋敷に、カナメとジェノバがいてくれたことを感謝するべきでしょうね。


　彼女たちならば、アイシャに怪我を負わせたとしても必ず助けてくれる。アイシャは、マルクが手加減できるほど弱くはない。強くなってしまったのだ。


　マルクは銀ナイフを抜いた。





　マルクとアイシャが地を蹴ったのは同時だった。


　ともにこの屋敷に仕える使用人でありながら、二人は違う主を持ってしまった。一度主と定めたものを守るためならば、退くことなどできはしない。契約者とは、そういった存在なのだ。


　マルクの狙ねらいは〝目〟である。女の子の顔を傷つけるのは心苦しいが、そんなことを気にしていればエルミナが消されてしまう。


　対してアイシャはそれを読んでいるのだろう。片手でナイフを受ける素そ振ぶりをみせつつ、反対側の拳こぶしを突つき入れる。


　打うち払はらわれる寸前で、マルクは肘ひじからナイフの軌き道どうをねじ曲げる。フェイントである。瞬しゆん時じに下方からの一いち撃げきへと転化され、アイシャの顔が強こわ張ばる。それでも果か敢かんに突き入れた拳をねじり込む。


　マルクのナイフとアイシャの拳。どちらが先に当たるかで勝負が決する。


　瞬間、白いなにかが視界を覆おおった。そして──


　ギリッ──金属の軋きしんだ音。


「……おんしら、なにをやっておるのじゃ」


　割って入ったのは、カナメだった。マルクの銀ナイフを大おお振ぶりのナイフで。アイシャの一撃を肩かたから押さえ込むことで止めていた。


　いくらこの屋敷の住人が契約者揃ぞろいとはいえ、マルクとアイシャの二人を止められるものはカナメくらいのものだろう。しかし、今退くわけにはいかないのだ。


「「どいてください！」」


　奇くしくも、マルクとアイシャの怒ど声せいは同時に響ひびいた。そして二人がカナメを追い払うように腕を振るったのも同時だった。


　ドンッ──と、鈍にぶい感かん触しよく。そこまで力を込めたつもりはなかったのだが、二人に突き飛ばされたカナメは地面に尻しり餅もちをついていた。


「「…………あ」」


　アイシャがあちこち灰に変え、二人の契約者が駆かけ回ったのだ。地面は、湿しめった土と灰でドロドロだった。あとでアーロンからどやされることは間ま違ちがいない。


　そんなところに尻餅をついたのだ。カナメは衣服はもちろんのこと、自じ慢まんの白はく髪はつまで灰と泥どろで汚よごれていた。


「…………ほう？」


　瑠璃猫ドミニトンの双そう眸ぼうに、危険な色が灯ともった。


「待っ──て？」


　マルクが声を上げたときには、カナメに踏ふみ込まれていた。立ち上がる勢いのまま突とつ進しんしたのだ。手には鈍く光る大振りの刃は物もの。


　マルクは慌あわてて銀ナイフを突き出し、その一撃をなんとか受け止める。


　ガチン──と重たい音が響き、同時に足あし下もとから地面の感触が消えた。


　天と地が逆転する。足あし払ばらいをかけられ、自分が宙を舞まった……いや、回ま転わされたと気づいたときには、カナメの肘打ちが腹部に突き刺ささっていた。


　灰と泥の地面をゴロゴロと転がるマルク。とっさに立ち上がることができない。なんとか顔を上げると、カナメは今度はアイシャに向き直っていた。両手でナイフを握にぎって振りかぶっている。


　──斬きるつもりですか……？


　自分もやろうとしたことではあるが、やり過ぎだと感じた。しかしマルクが声を上げる間もなく、カナメは無情にもその腕を振り下ろす。


「っ──アイシャッ！」


　マルクは、アイシャが肩かた口ぐちからその身を真っ二つに割られるのを、確かに見た。


　即そく死し──頭から血の気が引くのを感じた。


「カナメ！」


　怪我ならば、カナメの能力で治すことができる。しかし、死んでしまったものを生き返らせることなど誰だれにもできない。エルミナの能力ですら恐おそらく不可能だろう。だというのに、カナメは躊ちゆう躇ちよなくアイシャの命を摘つみ取った。


　マルクは立ち上がると、カナメに摑つかみかかった。


「何な故ぜです！　殺す必要はなかったはずでしょう！」


　グルン──と、もう一度視界が逆転した。どうやったのか、カナメは摑みかかったマルクの腕を取ってもう一度放ほうり投げたのだ。


「たわけ。誰が殺したといった」


　そう言ってカナメが示した先に目を向けると、ペタンと尻餅をついたアイシャの姿があった。肩を抱だいてガタガタと震ふるえているあたり、あまり無事とも言えない様子だが。


「ただの〝猫ねこだまし〟じゃ。……もっとも、ちと、加減を間違えたようじゃが」


　ここまで怯おびえさせるつもりはなかったのだろう。カナメはばつが悪そうに呟つぶやいた。


　ひとまず、本当に斬ったわけではないらしいことが分かり、マルクは体の力が抜けた。


「良かった…………」


　ホッと息をつくと、カナメはマルクとアイシャを交こう互ごに見つめた。


「それで？　これは一体なにごとじゃ？」


「それは……」


　カナメならば、味方をしてくれるだろう。しかし、エミリオのことを話せばマルクのように記憶を壊されることになりかねない。


　話せないのは、アイシャの方も同様らしい。彼女が何故エミリオ側についたのかは理解できないが、よほど上手く説明しないかぎり反発を招くのは間違いない。


　マルクとアイシャが返事につまっていると、その声はとうとつに響いた。





「なんかさ。エルミナさんが、エミリオさんって人と入いれ替かわっちゃったらしいぜ」





　顔を向けると、木に寄りかかったオウマの姿があった。


「あ！」


　アイシャが慌てたように口を押さえた。どうやら、オウマが知っているのはアイシャが盗ぬすみ聞かれたからのようだ。


「立ち聞きしてたんですか？　オウマさん」


「いや、そういうつもりはなかったんだけど、二人とも声かけ辛づらかったし……。でも、聞かれて困るんなら、どこか部屋の中とかで話してくれよ」


　恐らく、本当に悪気はなかったのだろう。途と方ほうに暮れたような口調だった。それを聞いて、カナメが視線を向けてくる。


「どういうことじゃ？」


「要約すると、どちらかが生きればもう一方は消えてしまうのです。このまま行くと、エルミナが消えます」


「マルクさん。それはエミリオさんの事情を無視してます。エミリオさんだってなにか悪いことをしたわけじゃないです」


　マルクとアイシャを交互に見つめて、カナメは呻うめくような声を漏らした。


「よく分からぬが、こんな形でエルミナと決着がついては困るの」


　マルクは首を傾かしげた。カナメとエルミナはなにか勝負をしていたのだろうか？


　カナメがナイフを拾い上げると、オウマがアイシャの隣となりに移動していた。


「……オウマ。なんのつもりじゃ？」


「いや。だって二対一じゃ酷ひどいじゃないか。それに俺、たぶんエミリオさんに雇やとわれてることになるし」


「……なんじゃと？」


　眉まゆを顰ひそめるカナメとマルクに、オウマの方が意外そうな顔を見せた。そしてアイシャに問いかける。


「あれ？　もしかして、二人とも知らないのかい？」


「説明する暇ひまがなくて……」


　申し訳なさそうに呟くアイシャ。オウマの顔から今までのどこか抜ぬけた気配が消え、契けい約やく者しやの表情を浮うかべた。


「いや、説明はあと回しでいいや」


「え？　でも……」


　なにか言いかけたアイシャを手で制し、オウマはマルクに向き直った。


「マルク。俺、これでも結構あんたに感謝してるんだぜ？　俺が傷つけちまったひい様の側にいてくれて、俺にもここみたいな居場所をくれた。ここなら、俺も変われるんじゃないかって思えた」


　言いながら、オウマはアイシャを抱かかえ起こしていた。


「でもさ。あんたあのとき俺に言ったよな？　俺が、ひい様を泣かしたから、戦う理由はそれだけで十分だって」


　隣でカナメが慌てたような声を上げたが、マルクはそちらを気にかける余よ裕ゆうはなかった。


　そこに、あの気の弱そうな青年の姿はなかった。





「あんたは、エミリオさんを泣かせた。俺が戦う理由は、それで十分だ」





　そして〈魔ま術じゆつ師し〉は再び魔術のようにその姿を消し始めた。
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　玄げん関かんホール二階。バルコニー状の廊ろう下かの中央に、裏庭を一望できる大窓があった。


　窓の下で繰くり広ひろげられる光景を見下ろし、彼は胸ポケットに手を入れた。そこから一本の葉巻を取り出し、先せん端たんを食いちぎる。


　燐寸マツチを捜さがしていると、ボッと目の前に灯ひが揺ゆれた。目を向けると黒くろ髪かみを揺らした少女の姿があった。


　名前は知らないが、この娘むすめも契約者なのだろう。顔の半分に舞ぶ踏とう会のような仮面をつけており、残り半分も涙なみだの形をした不気味な化粧メイク。前まえ掛かけとヘッドドレスは着用しているものの、どちらも真っ黒である。壁かべに設置されていたものだろうか、蠟ろう燭そくを掲かかげていた。


　青年は遠えん慮りよなくその火を借りた。


「貴公は手を出さなくて良いのか？　客人」


　客人と呼ばれた青年──アルバは、ふうっと紫し煙えんを吐はき出す。


「……この屋や敷しきの問題だろう？　俺が口を出すことではない」


　少女はチラリと血の色をした瞳ひとみを向ける。


「兄妹きようだいなのだろう？」


　アルバは葉巻をかみつぶした。


「……何故お前が知っている」


　少女は自分の鼻をツンと指さした。


「我は鼻が利きくのだ。貴公とアイシャ嬢じようは同じ血のにおいがする。……貴公は、料理はするのか？」


「……？　いや、俺は作らないが？」


　答えると、少女は落らく胆たんしたように肩かたを落とした。


「そうか……。まあ、いいさ。カナメ嬢は強いぞ。マルクもな。あの二人とぶつかれば、怪け我がでは済むまい。……アイシャ嬢は素す晴ばらしい菓子職人パテイシエールだ。つまらぬことでその才能を散らしてはほしくない」


　言われた意味がとっさに理解できず、アルバは首を傾げた。アイシャは料理が作れるようになったのだろうか？


　気を取り直すように紫煙を吸い込むと、アルバはさして関心もなさそうに答えた。


「あいつはもう、俺の助けが必要な子供ではない。自分で選んだ道は、自分で進むさ」
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　少女は肩を竦すくめた。


「なら良いのだがな」


「……お前は、行かなくていいのか？」


　どうやらアイシャのことを気にかけてくれているらしい。ギャングである自分は積極的に関かかわるべきではないが、同じ屋敷の使用人ならば問題はないはずだ。


　少女は、仕方なさそうに呟いた。


「アイシャ嬢は素晴らしい才能の持ち主だが、愛いとしいと想おもうものを敵に回したくもない。我はどちらの味方もできないさ」


　少女は恋こいして止やまない眼まな差ざしを窓の下へと向けている。その視線を追うと、裏庭で執しつ事じの少年と白はく髪はつの少女が背中合わせに周囲を警けい戒かいしていた。


　──分からんな。


　憮ぶ然ぜんとして紫煙を吐き出すと、少女が言葉を続ける。


「それに、今、我にはやらねばならないことがあるのでな」


「やらねばならないことだと？」


「我はこの屋敷に医師として雇われているのさ。この二日ばかりは、患かん者じやも容態が安定していたのだがな。今日になって……いや、昨日からその兆候はあったか、症しよう状じようが悪化した」


　アルバはもう一度少女に視線を向けた。


「……お前も〝あいつ〟の事情を知っているのか？」


「今し方知った。なかなか興味深い症しよう例れいだ。同じ体に異なる記き憶おくが同居している。あれは思い込みによる二重人格ではない」


　どうやら、アイシャとエルミナ……いや、エミリオの話を立ち聞きしていたらしい。だがこの少女の責任ではないだろう。玄関ホールで立ち話をしたあの二人が不用心なのだ。


　──ということは、この屋敷の住人は全員知ったことになるか……。


　アイシャが交戦している時点で、マルクが事実を知ったことは明らかである。セリアはアルバが雇っていたころにエルミナの事情を聞いている。そしてアーロンというあの大男も〝思考を読む〟という能力ゆえ、大方のことは察しているようだった。


　そちらに考えを巡めぐらせて、未いまだに少女がどこにも行くそぶりを見せないことを不思議に感じた。


「お前は、なにをやっているのだ？」


「無論。見物さ。見るがよい。あれほど美しい能力、我は他に見たことがない。降りかかった泥どろでさえ、その身を彩いろどる装そう飾しよくに見える。これで黒を纏まとったならば、現世の美はここに完成したことになるだろうに。嗚あ呼あ……、あれを力ちから尽ずくで組くみ敷しいて我のものにしたい！」


　なにやら危ないことを口走り始めた少女から、アルバは一歩距きよ離りを置いた。


「お前、患者がどうとか言っていなかったか？」


　アルバに言われて、ようやく少女はハッとしたような顔をした。


「これは我としたことが迂う闊かつだった。……そう、患者が姿を暗ませてしまってな。捜しているのさ。客人。貴公は見ていないか？」


　アルバは、窓の下の契約者たちを示した。


「どこに行ったかは知らんが、あれを見て無関心ではいないだろう」


「我もそう思う。それで、ここが一番よく見えるだろうと踏ふんだのだがな」


　窓の下の騒そう動どうが始まってから、ここにアルバと少女以外に人の姿はない。大窓からは裏庭が一望できるが、そこに〝患者〟の姿はない。確かに捜そうにも、屋敷中しらみつぶしにしなければならないような状態である。


「お前は、どちらの味方なのだ？」


「どちらにも味方はできないと言ったさ。だが、生き延びるならエルミナ嬢に願いたいな。彼女もまた黒を着こなす素質がある」


　少女も窓の下が気になるらしい。そちらに注目し始めたので、アルバもそちらに視線を戻もどした。


　時間としては、ものの一分にも満たない間だったろう。アルバは、とうとつに窓に背中を向けた。


「見ないのか？」


　少女の声に、アルバは面めん倒どう臭くさそうに片手を上げた。


「決着がつく」


　アルバは、エルミナを止ヽめヽにヽ来たのだ。しかし、それは少しだけ遅おそかったらしい。


　──だが、手て遅おくれではない。


　かつて〝妹〟が面めん倒どうに巻き込まれたとき、エルミナは黙だまってアルバの頼たのみを聞いてくれた。その借りを、返さなければならない。


　果たすべき役目を果たすため、アルバは契約者たちの戦場に足を向けた。


　大窓の向こうには、山を思わす巨きよ大だいな影かげが揺れていた。
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「惑まどわせ──〈憑黄泉ツクヨミ〉！」


　オウマの呼びかけとともに、腕うでに抱えられたアイシャの姿までもが消えていく。


「カナメ！」


「分かっておる──〈沙イサ波ナミ〉！」


　カナメの呼びかけに、大地が水面のように波打つ。





　オウマの能力は対象を〝透とう明めい〟に変える。しかし見えないだけで、物体としては存在している。


　カナメの能力──対象の性質を〝液体〟に変える能力で大地を液状化させれば、水面に走る波は紋もんが居所を教えてくれる。晴れた日に水面の波紋を目で追えば、水黽あめんぼを見つけられるように。





　一度破られた能力を、その見破った本人の前で使う愚ぐ行こうに、マルクは首を傾かしげる。その直後だった。


　波紋の弾はじける大地が、突とつ然ぜん〝灰色〟に染まった。続けて──


「ぐぅ──っ！」


　背中に、カナメの呻うめき声が聞こえた。


　倒たおれかかるカナメを、マルクは背中で支える。カナメはそのまま体を預けつつ、地面を勢いよく踏みつけた。


「噴ふき上げろ──〈沙イサ波ナミ〉！」


　カナメの呼びかけに、大地が火山のように噴ふん火かした。大釜カルデラのように噴き上がった土砂はマルクとカナメを中心に、壁を構築する。が、それも能力の干かん渉しようを断たれてボロボロと崩くずれ始める。


　瞬しゆん時じにカナメの意図をくみ取り、マルクは土砂へと〝影〟を走らせる。話している間に、能力は回復していた。


「走りなさい──〈クフ・リーン〉！」


〈クフ・リーン〉に影を束そく縛ばくされたものは、外部からの干渉を一いつ切さい受け付けない。カナメの作った土砂の壁を括くくれば、鉄てつ壁ぺきの防ぼう壁へきとなる。


　外側から〈魔ま眼がん〉を撃うち込んだのだろう。壁が灰色に変色していくが、砕くだけることはなかった。二、三分程度なら持ちこたえるだろう。


「無事ですか、カナメ？」


「相変わらず、厄やつ介かいな能力じゃの」


　マルクの背中に体をもたれさせながらも、声はしっかりしたものだった。


　自分の影に直接精せい霊れいを住まわせているマルクとは違ちがい、触ふれたものに精霊を解放するカナメは、アイシャの〈魔眼〉に焼かれてもマルクほど打だ撃げきは受けていないようだ。


　それを確かめてホッと胸をなで下ろす。


「これは、厄介な組み合わせですね」


　アイシャの能力は瞳ひとみに映るものを〝灰〟に変える。言いい換かえれば、視界に入らなければ回かい避ひができたのだ。それがオウマの能力により、どヽこヽかヽらヽ見ヽらヽれヽてヽいヽるヽのヽかヽ分ヽかヽらヽなヽいヽという、恐おそろしい状じよう況きように陥おちいってしまった。


「アイシャ。強くなりましたね」


　先ほどカナメの一いち撃げきを受けて完全に戦意を喪そう失しつしていたはずだ。カナメは〝猫ねこだまし〟などと言ったが、あれは殺気を叩たたきつけて竦み上がらせたのだ。そうそう立ち直れるものではなかったはずだ。


　それが、オウマに支えられているとはいえ、もう能力を使えるところまで持ち直した。マルクが感心していると、カナメはフンと鼻を鳴らした。


「毎日稽けい古こにつきあってやっているのじゃ。そうでなければ鍛きたえた甲か斐いがない」


　──最近、二人でなにかやっていると思ったら……。


　アイシャがずいぶん腕を上げていたり、カナメがアイシャの技わざを使うようになってたりした理由はそれだったらしい。


「カナメ。能力はまだ使えますか？」


「使えぬほど頼たよりなく見えるか？」


　頼もしい返事に、マルクは思わず微び笑しようを溢こぼした。


　──こういうときに、背中を預けられる相手がいるというのは悪くないですね。


　マルクは泥だらけになった燕えん尾び服ふくを脱ぬぐと、片手に抱かかえる。土砂の防壁は、もうその大半が灰色に変わっていた。


「さて。休きゆう憩けいはもうよろしいですか？」


「フン。片付いたら事情を説明してもらうからの」


　カナメの返事を合図に、周囲の壁かべは一いつ斉せいに砕け散った。


　濛もう々もうと舞まい上がる灰色の濃のう霧む。灰化した土砂が周囲にまき散らされていた。アイシャの能力ははっきりと見えないものは〝灰〟に変えられない。これでアイシャの能力は封ふうじた。


　マルクとカナメは目を細めたまま、動かず周囲に目を凝こらす。この灰色に塗ぬりつぶされた世界で、透ヽ明ヽなヽもヽのヽがヽ動ヽけヽばヽ必ず分かる。しかし──


　──さすがに、同じ手は通じませんか。


　向こうも名の知れた契けい約やく者しやである。このホコリで相手に位置を見み抜ぬく方法は、以前マルクが使った手である。オウマほどの契約者が、一度受けた手に対たい抗こう策さくを考えていないはずがなかった。


　それでも、マルクとカナメに焦あせりの色は微み塵じんも浮うかばなかった。


「広がれ──〈沙イサ波ナミ〉！」


　二人いるのはこちらも同じである。


　カナメの領域が広がる。今度はアイシャの能力もこれを破は壊かいすることはできない。彼女自身が生み出した灰が〈魔眼〉を封じているのだから。


「見つけた。二時の方向」


　時計方位クロツクポジシヨン──乗り物に乗っていれば進行方向を十二時とする指針法である。拠きよ点てん防衛に於おいては北を十二時とする。


　マルクが初めて出会った、元軍人の契約者の言葉を思い出しつつ、マルクは北から右へ60度の方向へ駆かけ出だす。


　左手に銀ナイフを滑すべり込ませ、地面の波紋を注視する。灰かい燼じんの中から見つけ出すのが困難でも、カナメの波紋を見ることならばできる。


　マルクは自分の靴くつが立てる波紋に、跳はね返った波紋が重なる瞬しゆん間かんを見計らい、銀ナイフを振ふり下ろした。


　ギインッ──銀ナイフが鋭するどく軋きしんだ。向こうもなにか刃は物ものを持っていたのだろう。しかし受けてくれたのは好都合だった。


　マルクは右手に抱えていた燕尾服を解ほどくと、前方に向けて振り払はらった。


「──うわっ？」


　さすがにこれは予想していなかったらしく、オウマの慌あわてた声が聞こえた。


　マルクの狙ねらいは初めからこれだった。マルクは影に呼びかけずとも、直じかに触れていれば対象を拘こう束そくできる。燕尾服は透明ではないのだ。これをかぶせて〝拘束〟すれば、オウマでも捕とらえることができる。


　燕尾服の〝檻おり〟に囚とらわれたオウマに反はん撃げきの術はない。


　続けて、マルクは歯を食いしばる。あわよくばもう一いち撃げき見み舞まいたかったが、それは少し難しいらしい。なにがあろうと放さないよう、しっかり燕尾服を握にぎりしめると、残った腕を〝なんとなく〟という感覚に任せて右方向へ突つき出す。


　続けて──ドスンッ──重たい衝しよう撃げき。


　アイシャ＝クラン＝ウィードは、能力がなくとも十分強力である。オウマの能力で隠かくれていたアイシャの蹴けりである。防ぼう御ぎよに突きだした左ひだり腕うでを吹ふき飛とばし、脇わき腹ばらへ鋭い蹴りが突き刺ささっていた。


　息が詰つまる。直前に触れられた分、なんとか勢いを殺すことには成功したらしく吹き飛ばされるには至らなかったが、それでも鈍どん器きで打たれたような威い力りよくである。


　蹴りを防ぎきれなかったマルクは堪たまらず片かた膝ひざを折る。そして、カナメが鍛えてしまったアイシャはその隙すきを見み逃のがすほど未熟ではない。


　顔を上げると、オウマの能力の範はん囲い外がいに出たためだろう、再び侍じ女じよの少女の姿が見えた。アイシャは、断頭台のように片足を振り上げていた。


　──そこまでやりますか……！


　オウマを捕らえた燕尾服は放さなかったが、この一撃を防ぐ手立てはマルクにない。アイシャが必殺の威力を込めて踵かかとを振り下ろす──


　と、そのとき背中に軽い感かん触しよくが走った。同時に、アイシャが驚おどろいたように目を見開く。


　マルクのすぐ後ろをカナメが駆け込んでいたのだ。マルクの背中に手をつき、突とつ進しんの勢いのまま放った跳とび蹴げりを放つ。さすがにアイシャも避さけようがなかった。


　ドゴッ──踵と踵が交こう錯さくする。


　体勢が悪かったアイシャは大きく吹き飛ばされて尻しり餅もちをつく。カナメの方は真っ白な髪かみを広げて、フワリと着地する。


「惑わせ──〈憑黄泉ツクヨミ〉」


「させません！」


　カナメとアイシャの攻こう防ぼうの隙に、オウマが再び能力を発動する。燕尾服が見る見る透すけていくが、そのときにはマルクも渾こん身しんの膝ひざ蹴げりを見み舞まっていた。


　地面に転がり、その姿を露あらわにするオウマ。こちらも燕尾服の拘束が解けてしまった。


　条件は振り出しに戻もどったことになるが、マルクは余よ裕ゆうのある笑みを浮かべてズボンの泥どろを払い落とす。アイシャとオウマの分断に成功していた。


　アイシャとオウマが協力すれば果てしなく厄介であるが、マルクとカナメは二人で踏ふんだ場数が違う。即そく席せきの連れん携けいに後れを取る程度の仲ではない。


　──ですが、簡単にはとらせてもらえませんね。


　四人の契約者たちが睨にらみ合うと、不意に頭上から影かげが差した。


　マルクが見上げると──





　　　　[image: ]





　マルクは眠ねむり姫ひめの間に入ったらしい。


　──思ったよりも時間がかかったね……。


　ドミニクは、他ひ人と事ごとのようにそう思った。


　前方、屋や敷しきの裏庭では、マルクとアイシャが派手に暴れている。少々、マルクの方が劣れつ勢せいに見える。セリアやオウマと交戦したときに比べると動きも鈍にぶい。本気を出せないといったところなのだろう。


　エミリオはマルクの記き憶おくに手を加えた。マルクのことだから、恐らくエルミナに危害を加えられたことで激げき怒どしたのだろう。しかしだからといって記憶まで消したのはやり過ぎだ。だからドミニクはマルクに地下のことを仄ほのめかした。


　てっきり、その場で眠り姫の間に向かうかと思ったのだが、彼はそちらを連想しなかったのか、行動は起こさなかった。


　──マルドゥーク君は優ゆう柔じゆう不ふ断だんだからねえ……。


　カナメもそれで相当振り回されているはずだ。そんな二人を見るのは微笑ほほえましくて悪くないのだが、そろそろ態度をはっきりさせてやってもらいたい。


　──マルドゥーク君が訊ききたいことに一つだけ答える──


　そう囁ささやいたとき、ドミニクは〝エルミナの身になにが起こったのか〟という質問を期待していた。しかしマルクは〈空白の契けい約やく書しよ〉のことを訊いた。自分の疑問より、エルミナの疑問を晴らすことを優先したのだ。執しつ事じとしては褒ほめられたことだが、男としては褒められない。


「さて、どうしたものかなあ」


　そう呟つぶやいて、近くに人の気配を感じた。


「教えてあげないのですか？」


　セリアだった。彼女はエルミナとエミリオの事情を全すべて知っている。そのおかげで三日前は頼たのみ事がしやすかったわけでもあるが。


　ドミニクは腕うでを組んで唸うなった。


「もう少しだけ、エミリオお嬢じよう様さまに時間を上げたいんだ」


「自分で気づくと？」


「どうかな？　でも、気持ちの整理をすることくらいできると思う」


　あの日エミリオが抱えた闇やみは〈アルス・マグナ〉に魅み入いられるほど深い。真実を突きつけるのはとても簡単なことであるが、それではなんの解決にもならない。


　つまり、まだ早いのだ。


　ドミニクがそう答えると、セリアは分からないというように首を傾かしげた。


「ドミニクさんにとって、エルミナ様とエミリオ様はなんなのですか？」


「難しい質問だなあ」


　姉妹しまいが生まれたときから、ドミニクは面めん倒どうを見てきた。娘むすめのようなもの、と言えばきっと間ま違ちがいではないのだろう。しかし正確でもない。


　しばし悩なやんでからドミニクは答えた。


「そうだねえ。夢……みたいなものかな。一度取りこぼしたから今度こそ守りたいもの、かな？」


　それは恐らく彼女たちの父──リカルドも同じだったのだろう。ただ、彼はそのために片方を見捨てようとして、結局二人とも犠ぎ牲せいにした。


「でしたらきちんと守ってあげた方が良いのではありませんか？」


「可愛かわいい子には旅をさせるものだよ。それに──」


「それに？」


「守ってくれる人間なら、もう他ほかにいる。ちょっと、頼たよりないけどね」
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　マルクがやってきた日のことはよく覚えている。彼がエルミナを暗殺しにきたことも。


　エルミナには契約者が必要だった。だから〝契約〟さえ済ませば、そのまま消えてもらうつもりだった。執事に雇やとったと言われたことも、ドミニクは反対して解かい雇こすることもできた。にも拘かかわらずドミニクがマルクの存在を容よう認にんしたのは──


　マルクが、エルミナを笑わせたから──だった。


　信じられなかった。〝あの日〟以来、人形のようになってしまったエルミナ。そのエルミナが、返り討うちに遭あったマルクを見て途と方ほうに暮れ、それから笑ったのだ。


　なんでもマルクは屋敷を襲しゆう撃げきする前も赫鷲ヴアルチヤスに襲おそわれていたらしい。それが屋敷に来たと思ったら突とつ然ぜん倒たおれた。エルミナからして見れば──なんとおかしな人なのだろう──そう、思ったらしい。


　だからドミニクは見守ることにした。


　初対面の人間に反応したことなど、アイシャ以来だった。エルミナは、自分の意志で歩こうとしている。手を貸すべきではない。差さし伸のべる手は、マルクくらい不器用で頼りないくらいがちょうど良い。


　そして、今でもずっと見守り続けているのだ。


「セリアさんはどうするつもりなんだい？」


「傍ぼう観かん」


「まあ、そうなるよね」


　それは、セリアが無関心だというわけではない。エルミナたちの事情をよく知っているものほど、関かかわりづらいのだ。ドミニクがそうせざるを得ないように。


「それじゃあ、一つ頼まれてくれないかな？」


「何事？」


「エミリオお嬢様に、白のドレスを着せてあげてほしいんだ。彼女、黒はあまり好きじゃないからね」


「了りよう承しよう」


　それから、ドミニクは背中に向かって声をかけた。


「アーロンさんは、どうするんだい？」


　ドミニクたちの背後には、いつの間にかアーロンが現れていた。


「知れたことである。我わが輩はいは、我が輩に与あたえられた職務を遂すい行こうするのみ」


　そう言い残し、巨きよ漢かんは交戦する契けい約やく者しや──いつの間にか四人に増えているが──に向かって進んでいった。





　　　　[image: ]





「アーロン……？」


　そこには、オーバーオールに身を包んだ巨漢の姿があった。マルクを見み据すえると、ゆっくりとフクロウの木面を外す。頰ほおから眉み間けんにかけてひっかき傷が走る素す顔がおが露わになるが、その瞳ひとみは怒いかりの色に爛らん々らんと燃えていた。


「マルク殿どの。……許さぬのである」


　バキャッ──アーロンが、フクロウの仮面を握り潰つぶした。


　今までなにをしても壊こわせなかった仮面が、無残な木片に成り果てた。マルクはパクパクと口の開閉を繰くり返かえす。


　──アーロンまで、向こうに味方するのですか……！


　突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者が敵だったことに、マルクは焦あせりを感じた。


「走れ──〈クフ・リーン〉！」


「退けるのである──〈ハヌ・マーン〉！」


　影に語りかけたマルクは、慌あわててそれを訂てい正せいした。


　──退ヽかヽなヽくヽてヽはヽ……！


　走らせた影を、マルクは自分で退けていた。弾はじかれたわけではない。〈クフ・リーン〉が命令を拒きよ絶ぜつしたわけでもない。マルク自身がそうしたのだ。


　──私は、今、なにを……？


　自分の行動が理解できなかったが、それはエルミナから〝命ヽ令ヽ〟を受けた感覚と酷こく似じしていた。


　──まさか、思考を読み取るだけでなく、書かき換かえることまでできるのですか……！


　マルクがそれに愕がく然ぜんとしたのは、コンマ数秒にも満たない時間だったはずだ。しかしその瞬またたく間まに、アーロンはマルクの襟えり首くびを摑つかみ上げていた。


　──能力を、封ふうじられました……！


　マルクの能力は足が地面に触ふれていることが制約だった。こう持ち上げられてしまっては、能力が使えない。


「ま、待たぬかアーロン。おんし、なにを……」


　カナメの狼狽うろたえた声を無視して、アーロンは今度はオウマへ向き直る。そして、やはり子こ猫ねこでも摘つまみ上げるように襟首から持ち上げる。


　──この構図は、危険ではありませんか……？


　嫌いやな予感を覚えたマルクは、とっさにメガネを外した。


　そして、その嫌な予感を肯こう定ていするように、アーロンは執事と従僕の頭を勢いよく叩たたきつけた。


「「ぐおぉぉぉぉぉぉぉおっ？」」


　地面に放ほうり出され、のたうち回るマルクとオウマ。カナメとアイシャがどう助けたものかと慌てふためく。


　アーロンは全身を怒りで震ふるわせながら、そんな四人を見下ろす。


「周りを、見るのである！」


　辺りは、アイシャが作りだした灰がそこら中に散らばり、カナメの能力で破は壊かいされた大地が無残な陥かん没ぼつをいくつも作りだしていた。マルクが吹ふき飛とばしたことで、灰は辺りの木々や草花にまでかかっている。そして一度は収まった戦せん闘とうを再開したのはオウマである。


　庭師の怒りはもっともである。マルクたちは全員膝ひざを揃そろえて地面に正座した。


「申し訳ありませんでした」「ごめんなさい」「すまぬ」「許してくれ」


　手を突ついて謝あやまるマルクたちに、アーロンは腹立たしそうなため息を漏もらしつつも、懐ふところから新たな仮面を取り出した。


　──あの仮面、いくつも用意しているのですか……。


　フクロウの木面をかぶり直すと、アーロンは啞あ然ぜんとするマルクたちを見下ろした。


「一度枯かれた花は元には戻もどらぬのである。木々もまた然しかり。貴き殿でんらは、足あし下もとの草木も生きているということを、よく考えてほしいのである」


　アーロンは心血を注いで育てた庭園をとても大切にしている。それを傷つけられたときの彼の怒りは果てしない。今回に至っては仮面まで握にぎりつぶしたのだ。もはやどれほど怒り狂くるっているのか見当もつかない。


　仮面を外したアーロンの力は、たった今身を以もつて知ったところである。


　にわかに信じがたいが、彼は人の思考に干かん渉しようすることまでできるらしい。受けた感じから察するに、一いつ瞬しゆんの行動を操作できるといったところのようだが、彼の巨きよ体たいで一瞬の隙すきがあればそれだけで勝負がつく。


〝止まれ〟と命じて、ただ殴なぐりつけるだけで、大体の相手は死ヽぬヽ。


　マルクたちが震え上がっていると、アーロンは気を取り直すように咳せき払ばらいをした。


「うぬ。いくら叱しかりつけても足りぬところであるが、今はそうも言っていられぬのであるな」


　思考を読んで大体の事情を察したのだろう。アーロンの説教が終わったことに四人は顔を上げた。


「そろそろ、説明を願おうか──アルバ殿」


　そう言ってアーロンが振り返った先には、隻せき腕わんのクーランが木に寄りかかっていた。


　アーロンに呼ばれ、アルバが口を開こうとしたときだった。





「──その必要はない。私が話そう」





　どこから現れたのか、マルクたちとアーロンの間に、黒いドレスに身を包んだ少女が現れていた。


「エミリオ……！」


　警けい戒かい心を露あらわにすると、エミリオは寂さびしそうな笑みを浮うかべた。それがエルミナのものと重なって見え、マルクは罪悪感を覚えた。


　──私が噓うそをついているとしても──


　確かに、この少女は噓をついていた。それもエルミナと入いれ替かわるなどという、特大の噓を。しかしそれを口にしたときの表情は、今の表情と同じだった。


「思い出してしまったのだね」


「……あなたは、私に、なにをさせたいのです？」


　マルクはエミリオに挑いどみ、返り討うちに遭った。それで殺されたかと思ったが、そのときの記き憶おくを壊され、生かされた。


　契約者を必要としていた……いや、マルクが攻こう撃げきしたことに気づかなかったエルミナの場合とはわけが違ちがう。自分に反逆した相手をわざわざ助けたのだ。なにか理由があるはずだ。


　エミリオは優ゆう雅がに肘ひじを抱いだくと、憂うれいに震える声こわ色いろで語り始めた。


「君は、エルミナが私を助けるつもりだと言った。私たちは反発し合ったまま別れた。私は今のエルミナを知らない。だから調べたかった。その上で、もう一度君と話したかった」


「そのために記き憶おく喪そう失しつなどと噓をついたのですか？」


「記憶喪失と言ったのは私ではないが？」


　うっ、とマルクは言葉を詰つまらせた。確かにエミリオ自身は自分が記憶喪失だとはひと言も言っていない。マルクが勝手にそう思い込んでいただけである。そもそも、自分から言っていたらさすがに胡う散さん臭くさくてマルクは信じなかっただろう。


　それから、小さな違い和わ感かんを覚えた。


　──エルミナになりすましていたことはバレたというのに、話し方は変わっていませんね……。


　エミリオは、元々こういった話し方なのだろうか。その場合、エルミナの方が彼女を真ま似ねていたことになる。


「おんし、本当にエルミナではないのじゃな」


　カナメの訝いぶかるような声に、エミリオは申し訳なさそうな顔を見せた。


「騙だますつもりはなかったのだが、調べものが終わるまでは隠かくしておきたかったのだ」


「今さら言っても仕方がないことであろ。それより、なにがどうなっておるのかきちんと説明せよ。途と中ちゆうから聞かされた私は事情が分からぬままじゃ」


　どちらが主あるじだか分からない口調に、エミリオも肩かたを竦すくめる。


「君は相変わらずなのだね。まあ、いい。要は、エルミナが創つくった〈空白の契けい約やく書しよ〉ならば〈アルス・マグナ〉を破壊できるかもしれないということなのだよ」


「それは知っておる。──在あってはならぬもの──なのであろ？　エルミナは〈アルス・マグナ〉のことをそう言った」


　カナメにそのつもりはなかったのだろうが、それはエミリオの理り屈くつを肯定してしまう言葉だった。その、はずなのだがエミリオは眉まゆを顰ひそめていた。


「在ってはならないもの……？　どういうことかね？」


「なんじゃ、おんしは聞いておらぬのか？」


　心外そうなカナメの声に、エミリオは真しん摯しな表情で頷うなずいた。


「あれの本質は〝記憶〟じゃ。この世界で起こった全すべての記憶を記録しておるらしい。壊れたものを復元できるのは、過去を再生しておるかららしいの」


「ちょ、ちょっとお待ちなさい。カナメ、何な故ぜあなたはそんなことを知っているのです？」


　マルクもエルミナから〈アルス・マグナ〉や精せい霊れいの本質を聞かされたのは、昨日になってからなのだ。その途中でエミリオに邪じや魔まされてしまったわけであるが。


　カナメはさも当然のように答えた。


「エルミナも初めから全てを知っていたわけではないのじゃ。私も精霊を祀まつる一族の末まつ裔えいじゃ。それゆえ相談に乗っておったのじゃ」


　暗くら乃の守かみ夜よる之ゆき──カナメはその〈精霊の器うつわ〉を祀るために育てられた。エルミナと同等、あるいはそれ以上に精霊には縁えん深い。エルミナが相談を持ちかけるには十分な要素を持っているといえた。


「そしてそれがものを破壊できるのは記憶そのものを壊しておるらしい。……なんと言ったかの。いんが……？」


　カナメは異い邦ほう人じんである。専門用語になると発音や意味合いが怪あやしくなる。


「……因果律の抹まつ消しようだ」


　見かねたらしく、アルバが助け船を出した。


「あるものが〝そこに在った〟という記憶を抹消しているのだ。やりようによっては〝人が死んだ〟という記憶も抹消できる」


　アルバはかつて、死んだ妹を蘇よみがえらせようとしてエルミナと〈アルス・マグナ〉を狙ねらっていた。もっとも、その妹というのがアイシャだったので、アルバが戦う理由がなくなったのだが。


　──ということは、私もその能力で記憶を歪ゆがめられたのですか……。


　あったはずのことなのに思い出せない。これは、マルクからエミリオのことを忘れさせるために、彼女と出会った記憶を消去しようとした結果らしい。もっとも、出会った事実そのものを消すことができなかったのか、あるいは加減を間ま違ちがえたのか、記憶の抹消は不完全だったようだが。


　カナメは自分のあやふやな発音で説明することを諦あきらめたらしい。アルバに説明を託たくしていた。


「理屈の上では〈アルス・マグナ〉……いや〈精杯グレイル〉を生み出したオルダー教が存在したという記憶でも抹消できる。そしてそれを所持するのはいつの時代も〈精杯グレイルの姫ひめ〉だ。連中が血ち眼まなこになって追い回すわけだな」


　そういった事情はエミリオも知らなかったらしい。驚おどろいた顔をしていた。まあ、一年も眠ねむり続けていたのだから当然であるが。


「ならば、その力で〈アルス・マグナ〉を自じ壊かいさせることもできるのではないか？」


「理屈の上では、と言った。精霊は支し払はらった〝対価〟の分しか力を貸さない。人を生き返らせたければ、支払う対価は自分の命だ。契ヽ約ヽ者ヽのヽ契ヽ約ヽとヽはヽ、そヽうヽいヽっヽたヽもヽのヽだヽ。歴史を変えるような力にどれだけの〝対価〟が必要になる？」


　マルクにも見当がつかなかった。人の一人や二人の命程度では話にならないだろう。それこそ国単位の人口を以てしても定かではない。


「誰だれも扱あつかえないわけだ……」


　エミリオは自じ嘲ちよう気味の笑みを浮かべた。それがどうしてもエルミナが自己嫌けん悪おしている表情と重なって見えてしまう。同じ顔……どころかエルミナの体を使っているのだから当然なのだが。


　──エルミナを助けるということは、彼女を死なせることに繫つながるのでしょうか？


　あのときはエルミナが消えると聞いてカッとなってしまったが、冷静に考えれば彼女の事情も同情に値あたいする。誰が悪いというのならば、〈アルス・マグナ〉と彼女たちにそれを説明しなかった父親くらいしか思いつかない。


　ひとしきり暴れて、マルクも頭が冷えていた。アイシャの言うとおり、なにもエミリオが悪いわけではないのだ。


「それで、お前の答えは見つかったのか？」


　確かに、いつの間にか話が逸それていた。アルバの問いにエミリオは毅き然ぜんとして頷いた。


「結論から言おう。マルク。君の言うとおり、〈契約書〉で私の眠りを覚ますことはできる」


　マルクはホッと安あん堵どの息を吐はいた。マルクがエルミナを信じたのは間違いではなかった。


　しかし、エミリオの表情は重たいものだった。


「だが、エルミナはそれを選ばなかった」


「どういう意味です？」


「その能力は初めから完成していたのだ。アイシャの契約書を見て分かった。にも拘かかわらず、エルミナは私を起こしはしなかった。それでは、根本的な解決にならないからだ」


「そんなことは────」


「──そんなことなのだよ。〈契約書〉で私を起こしたところで、私が死ねば次はエルミナがそうなる。そしてエルミナが死ねば〈契約書〉は失われる。一時しのぎにしかならない。私もエルミナも時間がないのだ。選べるものは少ない」


　ヴァレンシュタイン──いや、〈精杯グレイルの姫〉の家系は、今やエルミナとエミリオの二人だけである。〈アルス・マグナ〉に魅み入いられれば眠り続ける。それは死んでいるのと同じである。そして現在の〈姫〉はエミリオなのだ。追い詰められているのは当然だった。


　思い返せばエルミナと入れ替わってから、ずっと彼女は焦あせっていたのだろう。書しよ斎さいをひっくり返したり、夜中に書庫を漁あさったりしていたのだから。


　頭から彼女を否定できなくなったマルクは、呻うめくような声を漏もらした。


「あのとき、あなたが言ったことは、どこまでが本心なのです？」


　真夜中の書庫で、エルミナ──エミリオはこういったのだ。


　──私は、あなたに側そばにいて欲ほしい──


　いずれマルクが牙きばを剝むくだろうことを察していながら、彼女はどんな気持ちでその言葉を口にしたのだろう。あの不安に怯おびえる迷い子のような声は、エルミナの真似などではなかったはずだ。


　エミリオは一度目を大きく開くと、キュッと唇くちびるを嚙かんだ。


「エルミナは後には退ひけない。だが私も譲ゆずるつもりはない。どちらも譲ることはできない」


　それから、マルクへと翠すい玉ぎよくの瞳ひとみを向ける。


「だから、マルク。一つ私とゲームをしよう」


「ゲーム……ですって？」


「そう。私も、恐おそらくエルミナも。私たちが仲なか違たがいしたことで君たち使用人まで分ぶん裂れつしてしまうことは望んでいない」


　言われて、マルクはオウマやアイシャと気まずく視線を交かわした。


「だから、ゲームで決着をつけよう。私が勝てばこの体は私がもらう。君が勝てば、おとなしくエルミナを返そう。そう、悪い話ではないだろう？」


　確かに、力ちから尽ずくではこの屋や敷しきの使用人全員でかかっても、エミリオには勝てない。


「何故、私なのです？」


「私に一番腹を立てたのは君だ。助けたいのだろう？　エルミナを」


「……当たり前です」


「ならば決まりだ。他のものたちも、エルミナを助けたいならばマルクに協力してやるといい」


「ずいぶん、気前が良いのですね」


　エミリオの考えが正しいのならば、負ければ彼女は死ぬことになる。自分の命がかかっているというのに、この余よ裕ゆうはどういうことだろうか？


　意図が理解できずマルクが首を傾かしげると、エミリオは楽しそうに笑った。もう、エルミナの無表情を真似るつもりはないらしい。


「主はときに使用人に褒ほう美びを与あたえるものだ。エルミナに尽つくしてくれた君たちに、私も礼を示さねばなるまい」


「……ゲームのルールは？」


「とても簡単なものだ」


　そう言って、少女は口を三日月型に緩ゆるめた。





「──鬼おにごっこ──だよ」





　マルクは、自分の耳を疑った。


「なんですって……？」


「〝鬼ごっこ〟だ。ルールは知っているか？　鬼が相手を追いかけるのだ。この場合、鬼は君だ。私を捕つかまえれば君の勝ちだ。簡単だろう？」


「本気で、言っているのですか？」


「本気だとも。ああ、そうだ。範はん囲いと時間を決めておかなければ決着がつかないな。範囲はこの屋敷。屋敷の壁かべに触ふれていれば外でも範囲内ということでいいだろう。時間は、日が暮れるまで。ああ、そうだ。能力の使用は許可しよう。そうでなければ面おも白しろくないだろう。問題は？」


「問題はありませんが、それであなたがエルミナを返してくれる保証は？」


　エミリオはクスクスと肩かたを揺ゆらした。


「もう勝ったときの心配かね？」


　そう言うエミリオの姿が、不意に霞かすんだ。


「消えた──っ？」


　逃にげた──そう思ったマルクは、次の瞬しゆん間かん凍こおりつくことになった。


「──言っておくが、私は手て強ごわいぞ？」


　背後から、誰かの手がマルクの頰ほおに触れた。直前まで正面にいたはずのエミリオが、背後に移動していた。


　──〈契けい約やく書しよ〉の能力……！


　恐らく、オウマの能力とジェノバの能力を併へい用ようしたのだろう。ジェノバの能力があれば、体力の乏とぼしいエルミナの体でも、相当な運動ができるはずだ。


　マルクがにわかに青ざめていると、エミリオは愉ゆ快かいそうに笑った。


「そう怯えては勝てるものも勝てなくなるぞ？　もう一つ。先ほどの質問だが、君が起こせば良いのだよ。一度捕まえられたら、さすがに私も逃げようとはしないよ」


「起こす……と言われましても、どうやって？」


　そう訊きくと、エミリオはもったいぶるようにマルクの顔をのぞき込んだ。


「眠り姫の起こし方など、昔から一つに決まっているだろう？」


「…………？」


　マルクが困こん惑わくしていると、エミリオは自分の唇にそっと人差し指を当てた。





「──〈姫〉を起こすのは王子の口づけだよ──」




　第五章　そして、夢の終わりに










　エミリオは、軽い足取りで屋敷の階段を上っていた。


　負ければ、恐らく自分が表に出ることはできなくなり、そしてただただ死を待つ身となる。いや、揺り籠かごで眠っているのだから待つという感覚すらないだろう。


　にも拘わらず、どういうわけか上じよう機き嫌げんだった。


　──あのとき、あなたが言ったことは、どこまでが本心なのです──


　その言葉が聞けただけで、マルクが自分を憎にくんでいるわけではないと分かった。


　マルクは、エミリオが不安で仕方がなかったときに、一番言ってほしかった言葉をかけてくれた。彼には感謝をしているのだ。だから、あのとき〈アルス・マグナ〉に打うち倒たおされたマルクを助け、自分と会った記き憶おくを壊こわした。


　恋れん愛あい感情を抱いだいているつもりはないが、マルクのことは恩人だと思っている。


　──本当は、エルミナと入いれ替かわることはどうでもよかったのだ。


　ここはエルミナの居場所なのだ。エミリオがなりすましたところで使用人たちの目には〝エルミナ〟としか映らないのだ。それは、あのときのマルクのひと言で理解していた。


　──よくお似合いですよ。エヽルヽミヽナヽ──


　エミリオはため息とともに後こう悔かいを振ふり払はらった。


　元々、エミリオがエルミナの体を奪うばい取れたのは、ただの偶ぐう然ぜんだった。そうするつもりすらなかった。ただ単に、エルミナが〈アルス・マグナ〉に引き込まれた拍ひよう子しに、体に滑すべり込んでしまったのだ。


　原因は、間ま違ちがいなく〈空白の契けい約やく書しよ〉だった。あれが〈アルス・マグナ〉に近づくことで、エルミナ自身も〝対価〟に近づいてしまっていたのだ。つまり、揺り籠という落とし穴が広がる吊つり橋ばしを渡わたっているような状態だったのだ。


　初めは、微睡まどろみの中で夢を見る程度の感覚だった。


　それがエルミナが契約者を増やすごとに意識が鮮せん明めいになっていき、目が覚めている時間も増えてきた。決定的な引き金となったのは、ジェノバとオウマが契約したときだろう。


　そのときすでにエルミナの意識は〈アルス・マグナ〉にかなり引き込まれていた。それが一度に二人も増えたことで抵てい抗こうできなくなったのだ。


　──予想できなかったとは思えないのだがね……。


　あの〈契約書〉を創つくったのはエルミナである。その程度のことに気づかなかったとは思えない。契約者を集めなければ〈契約書〉は完成できないが、なにか対策の一つくらいは練れたのではないかと思う。





　エルミナのことを思い出しながら二階に上がると、そこには全身黒ずくめの少女が佇たたずんでいた。


「君は、ゲームには参加しないのかね、ジェノバ？」


　ジェノバは仕方なさそうに肩を竦すくめた。


「あいにく、我は医師としてここに雇やとわれている。急きゆう患かんがいる以上、遊びにかまけるわけにはいかないさ」


「急患……？」


　ジェノバは血の色をした瞳を近づけてきた。


「一年前のことは思い出せたのか？　エミリオ嬢じよう」


　一年前──今や〈アルス・マグナ〉と〈空白の契約書〉の力を自在に操あやつる自分が、怯ひるんでしまったのが分かった。


「君には、関係あるまい」


「関係はあるとも。貴公が一年前のことを思い出せねば、診しん察さつも先に進めない」


　ジェノバはあくまで自分が医師であると主張する。


　すでにゲームは始まっている。話し込んでいる間に捕まるのはさすがに不本意である。アイシャの能力に呼びかけ、マルクたちの様子を確かく認にんすると……なにやらまたもめていた。恐らくエミリオが去り際ぎわに残した台詞せりふのせいだろう。


　ともかく、しばらくはマルクも追いかけてこられそうにない。エミリオはジェノバに頷うなずいた。


「それで、なにが訊きたいのかね？」


「無論。一年前、貴公とエルミナ嬢の間になにがあったのか、さ。全すべての元げん凶きようはそこにあるのだろう？」


「そう、なるのだろうね。だが、私もいきなり揺り籠に放ほうり込まれたのでね。自分で見たことしか知らないのだが」


「ははは。見聞きしていないことを話されても困るさ」


「……ついてきたまえ」


　立ちながら話すようなことではない。寝しん室しつ──エルミナのものではあるが──で腰こしを落ち着けたいところである。


「君は、私の──〈精杯グレイルの姫ひめ〉のことは聞いているかね？」


「〈アルス・マグナ〉に魅み入いられ眠ねむり続ける娘むすめのことだったな。貴公とアイシャ嬢が話しているのが聞こえたよ」


「なるほど。不用心だったようだ。……私の前は、母が〈姫〉だった」


　時間が惜おしい。焦あせっているわけではないが、エミリオは結局歩きながら語り始めた。


「一年前のあの日、眠り続けていた母の容態が悪化した。最初に気づいたのはエルミナだった。慌あわてて父を呼びにいったのだがね。そこで知らなくてもよいことを知ったらしい」


　目覚めない母。ちょうど今のアイシャがエミリオの体の面めん倒どうを見てくれているように、〝彼女〟は母の見み舞まいに地下へと降りていたのだ。


「私たちは双ふた子ごだ。そのころ、私たちはときおり入れ替わって遊んでいた。誰だれも見み抜ぬけないのでね、なかなか面おも白しろかったのだよ。……あのときも、私たちは入れ替わっていた。そのせいで、父はエルミナと私を勘かん違ちがいした」


　父は盲もう目もくだったが、そこにいるのがエミリオかエルミナかは見分けがついていた。どうやら声こわ色いろなどで見分けていたわけではないらしく、そこにいる人間の容姿を〝予想〟していたのだという。予知能力だと、ドミニクが言っていた。


　その能力に頼たよっていたから、入れ替わっているエミリオとエルミナを見分けることができなかった。


「父は、母の次に私たち姉妹しまいのどちらかが〈姫〉になることを知っていた。だから、それを利用して〈アルス・マグナ〉の力を手に入れようとしていたらしい。片方を生いけ贄にえに、もう片方を駒こまとして」


　父にとって、自分たち姉妹は道具でしかなかったのだ。


「それを知ったエルミナは、父に怪け我がを負わせ、私を連れて逃げようとした。だが、そのとき私はエルミナが父を殺したのだとしか思わなかった。エルミナを拒きよ絶ぜつして、それから彼女の方が正しかったことを知った。それで揺り籠に引き込まれてしまったのでね。後のことは今調べているところだ」


　話している間に、寝室に到とう着ちやくしていた。エミリオが扉とびらを開けると、ジェノバは入ろうとはせずに質問を投げかけてきた。


「なるほど。貴公の事情は大体分かった。一つ、質問に答えてもらおうか？」


「なにかね？」


「貴公とエルミナ嬢。どちらが姉でどちらが妹なのだ？」


　元々双子だというのに、今は同じ体を使っているのだ。見分けがつかないのも無理はないだろう。


「私が姉で、エルミナが妹だ」


　答えると、ジェノバはふむ、と頷いた。


「……なるほど。予想以上に深刻のようだな」


「そうでもない。私は納なつ得とくしている。他に質問は？」


「そうだな。ああ、貴公が始めた〝ゲーム〟の制限時間はいつまでだ？」


「日にち没ぼつまで、ということにしている」


「では、少し急がねばならないな」


　なにをするつもりだろうか。問とい詰つめようとも思ったが、多少は意表を突つかれた方が面白みがある。エミリオはあえて訊かないことにした。


「それで、医師としてなにか助言はあるのかね？」


　からかうように問いかけると、ジェノバは黒の口紅ルージユを塗ぬった唇くちびるを笑みの形に歪ゆがめた。


「貴公の色を身につけるが良い。黒は貴公の色ではなかろう？」


　確かに黒を好むのはエルミナであり、エミリオは白を好む。


「かまわないが、なにか意味があるのかね？」


「あるとも。身につける色は意欲モチベーシヨンや感情に少なからず影えい響きようを与あたえる。好まぬ色を身につけるのは、自らを律する効果はあるが、今の貴公には逆効果さ」


　意外に医師らしい返答が返ってきた。冗じよう談だんかと思っていたが、彼女が医師であるというのは事実らしい。


　エミリオが面食らっていると、その反応をどう受け取ったのか、ジェノバは納得したように頷いていた。


「なるほど。貴公も黒の魅み力りよくに気づいてしまったということか。ならば仕方がない。治ち療りようには逆効果となる危険もあるが、我が貴公に見合う黒を見み繕つくろってくれよう！」


「いや、君の助言通り着き替がえる」


「遠えん慮りよをすることはない。黒を愛するならば、我と貴公は解り合える！」


「黒は、苦手なのだ」


　エミリオが丁てい重ちように断ると、ジェノバは落らく胆たんしたように肩かたを落とした。それから見事な黒くろ髪かみを揺ゆらして背中を向ける。


「診察はもう良いのかね？」


「うむ。手間をとらせたな。今はこれだけで十分さ」


「どこへ行くのかね」


「貴公の知らぬ間になにがあったのか。今度はそちらを調べねばならない。次の診察についてはまたそれから考えよう」


　そう言って、ジェノバは去っていった。


　扉を開けたまま固まっていたエミリオは、しばらく立ち尽つくした後、部屋に入ることなく扉を閉めた。そして、もう一つの寝室へと足を向ける。エルミナではなく、エミリオ自身の寝室へ。
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　空気が、凍こおり付いていた。


　──ク、チ、ヅ、ケ……？


　マルクたちが硬こう直ちよくする間に、エミリオの姿は再びかき消えていた。


「ちょ、ちょっと、お待ちなさい。口づけ？　口づけってあの、せ……ぶっ？」


　接せつ吻ぷん──同年代の異性に免めん疫えきの乏とぼしいマルクには刺し激げきの強すぎる単語だった。


　逃にげ回るエミリオに口づけということは、もちろんエルミナの体に口づけをするということである。エルミナに口づけをする瞬しゆん間かんを想像してしまい、マルクは鼻血が出そうになるのを必死で堪こらえた。


　マルクが慌てふためいていると、何な故ぜかカナメが刃は物ものを抜ぬいていた。


「カナメ……？　何故、刃物を抜いて、私を睨にらむのです……？」


　カナメは攻こう撃げき的な光を瞳ひとみに灯ともしたまま、ゆっくりとにじり寄ってくる。


「おんし、よもや今の与よ太たを真に受けたわけではあるまいな？」


　つい先ほどまで全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せていた契約者の、突とつ然ぜんの変へん貌ぼう。マルクが怯おびえていると、オウマが仕方なさそうに呟つぶやいた。


「あー……そういう条件じゃ、そうなるよな。ええっと……、とりあえず、エミリオさんの味方をするってことは、マルクの邪じや魔まをすればいいのか？」


　エルミナを助けたいものはマルクに味方する。ならばエミリオを守りたいものはマルクの妨ぼう害がいをする。当然の構図だった。


「え？　え？　ど、どうしよう？　これってどっちを止めたらいいんだろう？」


　アイシャも気が動転しているらしく、まともな返事はもらえそうになかった。


　最後の期待を込めてアーロンを見上げると、彼は仕方なさそうに頷いてくれた。


「仕方がないのである。庭のことは今は見み逃のがすのである。早く行くがいい」


　マルクは手を伸のばしたまま絶句した。確かにこの上庭の後始末まで命じられては、もはや勝負どころではない。アーロンにしてみれば、そのことを免めん除じよするだけでも寛かん容ような態度を示したところだろう。


　──味方は、いないのですか？


　この場に残る最後の一人──アルバに視線を向け、この男を頼るのは敗北を意味するような気がして目を背そむける。そもそも、これはこの屋や敷しきの問題である。部外者のアルバを巻き込んでは使用人の名折れである。


　マルクに協力するものどころか、不参加のアーロン以外、全員エミリオ側に回ってしまった。従来の〝鬼おにごっこ〟のルールから考えれば当然のことなのだが、ここで問題なのは、逃げる側が攻撃を仕し掛かけられるということだろう。


　背後に屋敷の壁かべを意識しつつ、マルクは時間を考える。現在昼を少し回ったころである。いつの間にか、昼食の時間が過ぎていた。いつもならばエルミナに午後の紅茶を給仕している時間だ。


　秋も過ぎたこの季節は日没の時間は早い。制限時間は三時間程度だろうか。


　──ですが、エミリオを捕つかまえて、それで終わりで良いのですか？


　エミリオとて不ふ遇ぐうな目に遭あって今のようになったのだ。マルク自身、不遇な目には嫌いやというほど遭っている。恨うらみ言ごとを漏もらさなかったエミリオは潔いさぎよかった。


　契けい約やく者しや三人を相手に、迷いなどあれば即そく座ざに敗北に繫つながる。


「エルミナとエミリオ……、どちらかが消える。それ以外に結末はないのですか？」


　誰に向けたわけでもない。神にでも縋すがるような言葉。それに反応したのは、カナメだった。


「見るに堪たえんの。おんしら、手を出すでないぞ？」


　そう言うと、カナメはマルクめがけて真まっ直すぐ突とつ進しんした。


　振ふり下ろされる刃物をなんとか銀ナイフで受け止める。能力で強化したにも拘かかわらず、嫌な軋きしみが生じる。


　腕わん力りよく的には非力であるはずのカナメが、一いち撃げきに必殺の威い力りよくを乗せられるのは、彼女の瞬しゆん発ぱつ力りよくがなせる技わざである。腕うでの力ではなく、全身を鞭むちのようにしならせ、バネを利きかせて一撃を放っているのだ。


　突進と全身のバネの力を注ぎ込んだ一撃に、マルクは屋敷の壁にまで吹ふき飛とばされる。当然〝契約者狩がり〟とまで呼ばれたカナメが、仕留めもせずに一撃で終わるはずがない。


　マルクのナイフを下から押し上げると、無防備になった腹部へ素す手での一撃を繰くり出だす。


「──っ！」


　身構える暇ひまもなく、身を強こわ張ばらせると、カナメの一撃はどういうわけかマルクを逸それて背後の壁へとぶつかった。


「呑のみ込め──〈沙イサ波ナミ〉！」


　背中から壁の感かん触しよくが消える。カナメの能力が壁を浸しん食しよくしたらしい。それを察したときには、マルクは後ろに倒たおれ込んでいた。


　ジャボンッ──水に飛び込んだような音を立て、マルクとカナメはもつれるようにして壁をすり抜けた。


　抜けた先は、玄げん関かんホールだった。


「あ、逃げた……？」


　遠くで、オウマのそんな声が聞こえたような気がした。


「ええっと……、助けてくれるのですか……？」


　あれほど殺気立っていたカナメが、手を貸してくれたことが信じられなかった。マルクが問いかけると、カナメは瑠璃猫ドミニトンの双そう眸ぼうを突きつけた。


「お、おんしのためではないぞ？　エルミナの貞てい操そうを守るためじゃ」


　それから、マルクの胸むなぐらを摑つかみ上げる。


「エルミナはエミリオを助けようとしておるのであろ？　じゃがそれでエルミナが消えては意味がない。なんとかせよ」


　マルクは苦く笑しようを漏らした。


「無茶を言いますね……」


「無茶でもやるのじゃ。おんし、私にエルミナを守れと言ったのなら、おんしもエルミナの全すべてを守れ」


　カナメも、エルミナとエミリオのどちらかが消えるという結末に納得はしていないのだ。


　マルクは、そっとカナメの手に自分の手を重ねた。


「分かっていますよ。そんなことは。ただ……」


「ただ、なんじゃ？」


「その格好でいられると、落ち着かないのです」


　マルクは壁を突き抜けて仰あお向むけに倒れている。そこにのしかかっているカナメはもちろんマルクに馬乗りになっていることになる。年とし頃ごろの娘むすめにこんな格好で密着されては、マルクとしても己おのれの理性を保つのに、全力を尽くさねばならなかった。


　つまり、こんな状じよう況きようではあるが、非常に動転していた。


　ようやく自分の格好に気づいたらしく、カナメの顔が見る見る紅甘実アポルロの色に染まった。


　慌あわてて飛び退のくカナメ。速すみやかに立ち上がって衣服を整えるマルク。お互たがい、平静を取とり繕つくろおうにもゼエゼエと肩で荒あらい息をしていた。


「そ、それで？　どうするつもりじゃ？」


「そ、そうですね。エルミナとエミリオが二人で話し合えれば話も早いのですがね」


「それができぬから、あのようにこじれているのであろ？」


　普ふ段だん、仲が良いものほど仲がこじれると厄やつ介かいである。マルク自身、かつては尊敬していた兄と和解できる可能性を、欠片かけらほども見いだせないでいるのだから。


「ともかく、エミリオを捕まえましょう。先ほど話した感じでは、まだ感情的になっているところがあるようでした。落ち着いて話せば、別の方法も見つかるかもしれません」


「別の方法とやらに心当たりはあるのか？」


「いえ。エミリオを目覚めさせる方法というのが分かれば、と思うのですが……」


〈空白の契けい約やく書しよ〉は契約者の対価をも修復する。エミリオが契約者ならば話は簡単なのだが、彼女は〈アルス・マグナ〉という〈精せい霊れいの器うつわ〉の所持者である。何故〈アルス・マグナ〉に魅み入いられれば眠ねむってしまうのかも、マルクは知らない。


「ならば先ほどアルバに訊きけばよかったのではないか？」


「うっ……、いや、あのときはそんなことを訊く余よ裕ゆうがなかったではありませんか」


　ともかく、エルミナを元に戻もどしてエミリオを起こす。そうすればあの二人で話し合うことができる。


「ともかく、エミリオを捕まえれば分かるのであろ？　ならば決まりじゃ」


　そう言ってから、カナメは切れ長の双眸をさらに鋭するどく細めた。


「調子に乗って、その先まで先走るでないぞ？」


「い、いや、さすがに私もそこまでする勇気はありませんよ。ほ、本人の気持ちというものもありますし……」


　マルクがモゴモゴと口ごもっていると、カナメが不快そうに眉まゆを顰ひそめていた。





「──話が決まったのならば、そろそろゲームを始めてもらえまいか？」





　その退たい屈くつそうな声に顔を上げると、金色の髪かみを揺らした少女が階段の上に腰こし掛かけていた。どうやら二階にいたらしい。いつの間にか、ドレスも白に着き替がえている。


「いい加減、待ちくたびれている。君たちのエルミナに対する気持ちはその程度なのかね」


　からかうようなエミリオに、マルクは毅き然ぜんとして向き直る。


「あなたをどう捕まえるか、作戦を立てていただけでございます」


　エミリオに同情するのは後でもできる。今はまず彼女を捕まえてこの〝鬼ごっこ〟を終わらせなければならない。


（カナメ。跳とんでください）


　小声で囁ささやくと、カナメは意図を汲くんでくれたらしく小さく頷うなずく。


　マルクは階段に向かって走る。それを確かめてから、エミリオは余裕を持ってゆっくり立ち上がる。階段を駆かけ上るまでの間に、彼女は十分逃げられる。


　エミリオが廊ろう下かに向かって進むのを確かく認にんし、マルクは階段ではなくその廊下の真下へ直接向かった。


　そんな行動に、エミリオが不思議そうに首を傾かしげる。ジェノバではあるまいし、人間がただ跳ちよう躍やくしただけで二階までは届かない。


　──ですが、こちらは一人ではないのですよ。


　マルクは足を止めると踵きびすを返して後ろを向く。そこにはマルクのすぐ後を駆けてきたカナメの姿があった。マルクが両手を組んで踏ふみ台だいを作り、カナメがそこへ足をかける。


　次の瞬しゆん間かん、カナメの体は二階まで跳躍していた。そのまま、エミリオの行く手を阻はばむように着地。上手い具合に廊下側を塞ふさいでくれた。マルクが階段を上れば挟はさみ撃うちにできる。


「驚おどろいた。よく呼吸が合うものだね」


「茶番は終わりじゃ。もう逃にがさぬぞ」


「それは困るな。まだ始まったばかりではないか」


　カナメとエミリオの会話を聞き流しながら、マルクは階段を駆け上る。エミリオを捕まえるのはマルクでなければいけないらしい。カナメが時間を稼かせいでいるうちに追いつかなければならない。


　マルクがようやく二階へたどり着くと、エミリオが両りよう腕うでを振って駆け足の仕草を見せる。


「ほら、急ぎたまえ。もう少しだぞ？」


　小こ馬ば鹿かにされている。しかし好都合である。エミリオは未いまだに契約者というものを嘗なめている。油断しているうちにさっさと片をつけよう。


　契約者の瞬発力というものを見せつけ、マルクが腕を捉とらえようとすると、エミリオは純白のドレスをヒラヒラと揺ゆらしつつ、ヒョイと飛び退いた。まさか躱かわされるとは思わず、体勢を崩くずしたマルクは危あやうく二階から転落しかけた。


「あはは。どこを見ている。こちらだ」


　マルクを躱したエミリオへ、カナメが飛びかかる。しかし、瞬発力ならばマルクよりも上であるカナメを、エミリオは木の葉のごとくヒラリと受け流す。


　──カナメまで躱された……！


　マルクとカナメは二人がかりで捕まえようとするが、エミリオはヒラリヒラリと避さけて回る。信じられない現象だった。


　マルクもカナメも、裏稼か業ぎようでは名の知れた契約者である。〈アルス・マグナ〉の迎げい撃げき能力があるため能力は使えないが、それでも二人がかりで捕まえられないというのは、考えられない出来事である。


　──どうなっているのです……！


　マルクが愕がく然ぜんとしていると、エミリオは面おも白しろそうに呟つぶやいた。


「どうなっているのでしょうね」


　そのひと言で、マルクはハッとした。


「おんし、まさかその能力……」


　カナメの方も気づいたようだ。


　──アーロンの能力でこちらの行動を……！


〈契約書〉はオリジナルには劣おとるものの、署名した契約者の能力を己のものにできる。アーロンは視線を合わせた相手の思考を読むのだ。そしてその能力にジェノバの能力を重ねれば、荒あら事ごとに無む縁えんな少女も武の達人へと変へん貌ぼうする。


　思考を読まれていては躱されるのは当然である。マルクがにわかに絶望を覚えると、エミリオはそっと足を伸のばしてきた。


　とっさのことで躱せず、マルクはその足に躓つまずいてしまう。目の前に、驚いた顔のカナメが見えた。


「なっ──？」


　カナメの悲鳴が聞こえた。マルクは、カナメの上に倒れ込んでいた。


「な、ななななな、なにをするのじゃ！」


「あ、あわわわわ、す、すみません！」


　慌ててマルクが身を起こすと、エミリオがしゃがみ込んで覗のぞき込んできていた。手を伸ばせば届く距きよ離りである。


「おや、怪け我がはないかね？」


　挑ちよう発はつ的なその態度に、反射的に手を伸ばし──エミリオにヒョイと躱され──体を支えていた腕うでを伸ばしてしまったことで、もう一度マルクは倒たおれ込んだ。


「ひうっ？」


　とてもカナメが上げたとは思えない悲鳴が聞こえた。


「あははははは。私を捕つかまえるのだろう？　なにをやっているのだ」


　笑いながら、エミリオは駆けていく。マルクがようやく立ち上がると、カナメは水に濡ぬれた子こ猫ねこのようにプルプルと震ふるえていた。


「も、申し訳ありません。……立てますか？」


　手を差し出すと、カナメはじっとりと濡れた瞳ひとみでマルクを睨にらみつけるだけだった。立ち直るまで、少し時間がかかりそうである。


　二人がかりだったというに、完全に手玉に取られてしまった。それどころかマルクは身体的に、カナメは精神的に打だ撃げきを与あたえられ、撃げき退たいされたのだ。


　マルクが悄しよう然ぜんとしていると、後ろから声がかかった。


「あー……、なんか、手助けする必要もないみたいだな」


　振ふり返かえれば、オウマとアイシャの姿があった。二人とも追いかけて来たらしいが、マルクたちが翻ほん弄ろうされているのを見て絶句していたらしい。


　マルクは丸メガネの位置を修正すると、毅然として言い放った。


「二人とも、手を貸してください。エミリオを捕まえなければなりません」


　オウマは面めん倒どうくさそうに、頭の後ろで手を組んだ。


「そうは言ってもなあ。俺、エミリオさんに────」


「──お黙だまりなさい！　あなた方だって、エルミナかエミリオのどちらかが消えればいいと思っているわけではないでしょう？」
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　マルク＝マルドゥークは契約者である以上に、執しつ事じである。家令の代理として使用人を束ねる立場である。使用人の分ぶん裂れつなどという状況を、このまま放置しておいて許されるわけがない。


　迫はく力りよくに押されたらしく、オウマがビクッと身を退いた。


　そして、マルクは弄もてあそばれた腹立たしさも込めて、断固とした口調で言い放った。





「主あるじの姉妹きようだいゲンカくらい納められなくて、なにが使用人です！」





　有う無むを言わせぬマルクの言葉に、オウマとアイシャが何故か拍はく手しゆを送っていた。


「そ、そうか……。よく考えたら、姉妹ゲンカになるのか。……うん。それで俺たちまでいがみ合ってたら、確かに馬ば鹿かみたいだよな」


「ごめんなさい。マルクさん。あたし、凄すごく大げさに考えちゃって……。でも、マルクさんならきっとなんとかしてくれると思ったからエミリオさんの側そばにいてあげようと……」


　勢いで言ったことだったのだが、図はからずもオウマとアイシャを説得してしまっていた。


「それで、なにか考えはあるのか？　エミリオは私たちの考えが読めるのじゃ」


　カナメの方もようやく立ち直ったらしい。


　マルクとカナメの二人がかりで捕まえられなかったのだ。人数を増やせばいいという問題ではない。なにか作戦を立てなければならない。


　──アーロンの能力は、視線を合わせなければならないのが制約です。


「オウマ。姿を消せばエミリオも考えを読むことはできません。あなたが彼女を捕まえる鍵かぎです。頼たのめますね？」


　マルクが毅然として言うと、オウマは感動したように胸を押さえた。


「鍵……！　俺が、鍵！　そ、そんな大役を任せてくれるのか？」


　先ほどまで、マルクがエミリオを泣かせたと怒いかり狂くるっていたはずなのだが、オウマは単純にもそう喜んでいた。


　続けて、アイシャに目を向ける。


「アイシャ。あなたならばエミリオの位置を探さぐり出せますね？」


「は、はい！　ええっと……、今は、二階の客室の一つにいるみたいです」


　マルクはアイシャに頷いてからしゃがみ込む。灰で汚よごれた手は、絨じゆう毯たんをなぞれば灰色の跡あとを残すことができた。異い邦ほう人じんのオウマや、幼いアイシャ──少なくともマルクの中ではそういった位置づけである──に、間ま違ちがいがないように説明するには、図を用いるのが確実である。


「いいですか？　エミリオはこの部屋にいます。部屋の中ならば先ほどのように自由には動けませんし、私の能力で施せ錠じようすれば密室にできます。ですが、カナメの能力を使えば壁かべをすり抜ぬけて逃げられます。そこを、逆手にとります」


　言いながら、隣となりにもう一つ部屋を描かく。


「エミリオとて、私たちが同じ能力で追ってくることは予想できるはずです。ですが、そこに別の誰だれかが潜ひそんでいれば、多少は慌あわてるでしょう。その隙すきに、オウマ。あなたがエミリオを押さえてください」


「ええ？　で、でも、俺、女の子を怪我させずに押さえられるか自信ないぞ？」


「腕を摑つかんで驚かす程度で十分です。……むしろ、それ以上のことをなさっては、後の責任は持てません」


　それはエミリオから反はん撃げきを受けるという意味か、あるいはマルクが生かしてはおかないという意味か。いずれにせよ、ただならぬ迫力に押され、オウマはかくかくと上下に首を振る。


「私とカナメが陽動です。私がいないと陽動に説得力を持たせられませんし、カナメがいないとエミリオを追えません。それに、どちらかが欠ければやはり警けい戒かいされて陽動の意味がないでしょう」


「じゃあ、あたしは別の部屋に隠かくれておくんですね？」


　アイシャの確認に頷うなずいて答える。


「はい。扉とびらを隠すように行動してください。それで心理的な重圧をかけることができます。エミリオが逃げたら私たちもすぐに後を追います。部屋の中は混こん沌とんとなるでしょう。ですからオウマ。あなたはテラスに潜んでいてください。そこが、隙を見て動くのに都合がよいはずです。なにか質問は？」


　三人から質問がないことを確かめ、マルクは拳こぶしを握にぎりしめる。


「いいですか？　作戦を読まれればそこでおしまいです。〝エミリオを捕まえる〟その言葉を常に思い浮うかべてください。それで少しは防ぼう御ぎよできるはずです。目的は、エミリオが思考を読む余裕がないほど慌てさせることにあります」


　マルクが手を差し出すと、他の三人もそこに手を重ねた。


「終わらせますよ。この姉妹ゲンカ」
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　時刻は多少、前後する。


　エミリオはドレスを着き替がえようと、自分の寝しん室しつに向かっていた。


　マルクの位置を確かく認にんすると、カナメに突つき倒されて玄げん関かんホールに転がり込んだところだった。オウマたちを振り切ったのだから、すぐに追いかけてくることだろう。少し、急いだ方が良さそうである。


　エミリオの自室は、エルミナの寝室から玄関ホールを挟はさんで反対側にあった。玄関ホールを渡ればさすがにマルクたちにバレてしまう。エミリオはオウマの能力に語りかけて姿を消した。


　ホールの下を見下ろすと、カナメがマルクに馬乗りしてなにごとかを怒ど鳴なっていた。あまり、エミリオのことを考えているようには見えないので、少し面白くなかった。


　そのままホールを突っ切り、反対側の廊ろう下かに入ると、すぐにエミリオの寝室が見えた。……いや〝元〟寝室と呼ぶべきだろうか。今の寝室は地下の大広間──かつて母が眠ねむっていた〈精杯グレイルの姫ひめ〉の間なのだから。


　エルミナの体を乗っ取ってから、まだ自室には足を踏ふみ入れていなかった。


　一年放置されていた自分の部屋はどうなっているのだろうか？　正確には、この屋や敷しきが再生されてから半年程度であるが、いずれにせよ、長時間放置されていたことに変わりはない。


　ホコリの巣そう窟くつを想像しながら扉を押し開けると──そこには意外なことに、人の姿があった。


「君は、セリアか」


　そこにいたのは、白いシャツとすらりとした黒のズボン──バーテンダーを思わす服装ながらも起き伏ふくに富んだ体つきの女性──セリアだった。


「ここで、なにをしている？」


「申し訳ございません。ジェノバちゃんとの会話を立ち聞きしてしまいました」


　セリアの腕には、純白のドレスが抱かかえられていた。


「用意がいいな。だが、どうして白ヽを選んだのかね？」


　エミリオはジェノバの前で白を着たいとは言わなかったはずだ。セリアは丁てい寧ねいに腰こしを折って答える。


「ドミニクさんから、こちらを勧すすめられました」


「ドミニクか……。彼は今、どこにいるのかね？」


「先ほど庭を歩いているのを見かけました。敷しき地ち内にはいるようでございます」


「そうか……。まあいい。着替えを手伝ってもらえるかね」


「かしこまりました」


　セリアはいつも丁寧である。マルクがいなければ彼女を執事にしてもよかったのではないかと思えるほどである。セリアが普ふ段だん、単語メモのようなしゃべり方しかしないことなど知るよしもないエミリオは、素す直なおにそう感心した。


　背中の紐ひもが解ほどかれ、黒のドレスがスルリと脱ぬげる。コルセットまで締しめ直す必要はない。両りよう腕うでを広げて立っていると、セリアが手て際ぎわよく白のドレスを着せてくれた。


「手際がよいのだね。どこかでやっていたのかね？」


　セリアは料理人としてこの屋敷に雇やとわれている。侍じ女じよを兼かねているアイシャやカナメが上手いのとはわけが違ちがう。


　セリアは複雑そうに微び笑しようを浮かべた。


「以前は、よく〝ある人〟に着せていました」


「姉妹かね？」


　セリアは首を横に振った。


「友人です。どれだけ追おい払はらっても後ろをついてくる人で、意地悪のつもりで着せてみたのです。それが実に似合っていたものですから、癖くせになって無理矢理着せていました」


　さすがに啞あ然ぜんとして、エミリオは口を開いた。


「どのような娘むすめだったのかね？」


「いいえ。男の子です」


　言われた意味が分からず、しばらく瞬まばたきを繰くり返かえした。それから、プッと噴ふき出した。


「殿との方がたに女装をさせていたのかね？」


「はい。泣きそうな顔がとても可愛かわいらしいのです」


　エミリオは声を殺して笑い続けた。マルクたちに気づかれないか冷や冷やしながら。


「今度屋敷に連れてくるといい。私も会ってみたい」


　セリアはもう一度首を横に振ふった。


「もう、死にました」


「あ……、す、すまない」


　エミリオが謝あやまると、セリアはそっと背中から手を回してきた。


「初めにエルミナ様を狙ねらったのは、彼の夢を叶かなえたかったからでした。アルバ君とエルミナ様がぶつかれば、どちらかの〈器うつわ〉を奪うばい取れます」


　それはまだ、エミリオが眠っていたころの話だった。あの友好的なアルバが敵で、セリアもその仲間だったというのか。ジェノバやオウマの一件が特とく殊しゆなのかと思っていたが、エルミナはそんなことを繰り返しながら契けい約やく者しやたちを集めてきたのか？


　エミリオの動どう揺ように気づいたのだろう。セリアがそっと頭を撫なでた。


「ですが、後にアルバ君から〈器〉をもらったとき、なにも嬉うれしくなかったのです。それはあの人の夢であって、私の夢ではありませんでした」


　セリアはクルリとエミリオを正面に向かせる。それから襟えりや裾すその乱れを整えると、満足そうな微笑を浮かべた。


「エミリオ様が、ご自分の夢を思い出せるよう、祈いのっております」


「私の、夢……？」


　その呟つぶやきには答えず、セリアは丁寧に腰を折った。


「他にご用はございませんか？」


「今は、ない」


「それでは、これで失礼させていただきます」


「君は、どうするのかね？」


　この口ぶりでは、エミリオが始めたゲームのことも知っているはずだ。セリアは仕方なさそうに微笑した。


「父を手伝ってきます」


　確かに庭は酷ひどい有様だった。今、アーロンが一人で片付けているはずだから、それは大変だろう。


　立ち去ろうとするセリアに、エミリオは今一度問いかけた。


「訊きいてもいいかね？　あなたの夢は、見つかったのかね」


　振り返ったセリアは静かに微笑を返すだけだった。
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　マルクはカナメに目で合図をすると、ドアノブに手をかけた。アイシャとオウマはすでに所定の位置についている。あとは、マルクとカナメがエミリオを誘ゆう導どうできるかどうかである。


　──エミリオを捕つかまえるのです。


　意識してその台詞せりふを頭の中で繰り返す。アーロンの能力は記き憶おくまで読めるようなものではない。言葉を思い浮かべればそちらを読んでしまうはずだ。


　カナメが頷くのを確認して、マルクは勢いよく扉を押し開けた。


「追い詰つめまし──だあっ？」


　顔面を、扉が殴おう打だしていた。半分ほど開いたところで、扉はなにかで固定したように止まってしまったのだ。そこに突っ込こんだ痛みはなかなかのものだった。


　不意を衝つかれて悶もん絶ぜつしていると、扉の隙すき間まからエミリオが心配そうに覗のぞき込んでいた。


「……大だい丈じよう夫ぶかね？」


　マルクは額を押さえつつ、もう一度扉を押すのだが、やはりピクリとも動かなかった。


「これは、私の能力ですか……！」


　マルクは影かげを操あやつらずとも直接接せつ触しよくすれば対象に干かん渉しようできる。実体が触ふれ合えば影も触れ合うのだから。その能力で扉を〝拘こう束そく〟しているようだ。


　ジャボンッ──その隣となりで、水が撥はねた音が聞こえた。


「なるほど。君もいたのだったね」


　カナメが、壁かべをすり抜ぬけて部屋に飛び込んでいた。ついで扉が開く。〝拘束〟が解かれたのだ。


　マルクは部屋に飛び込むと後ろ手に扉を閉め、速すみやかに影を走らせた。


　影が扉、テラスへの出口、部屋の家具調度品を根こそぎ搦からめ捕とる。エミリオに影を走らせれば自じ爆ばくすることになるが〝拘束〟したものは動かせないはずだ。つまり、これで部屋からは逃にげられない。


　──エミリオを捕まえるのです。


　マルクは意識してその言葉を繰り返す。


「これでもう、逃げられませんよ」


　部屋の中央には小さいものだがテーブルが置かれている。それを挟んでカナメがにじり寄り、反対側にはマルクが控ひかえている。先ほどの廊下のように、逃げ道はない。


　カナメがジリジリと距きよ離りを詰めると、エミリオは面おも白しろそうに呟いた。


「これは困った。逃げられそうにない」


　観念したように壁へ寄りかかるエミリオ。しかしその手が壁に触れていることに、マルクもカナメも気づいていた。


　──エミリオを捕まえるのです！


　うっかり歓かん喜きの声を上げそうになった思考を、強引に言葉で塗ぬりつぶす。


「逃がさないと、言ったはずです。カナメ！」


　ここでマルクが動いては部屋の〝拘束〟が解けてしまう。カナメが一気に踏み込むが、エミリオが壁に沈しずみ込む方が僅わずかに速かった。


　ジャボンッ──水面の音を立て、エミリオの姿が壁に消えた。


　──かかりました！


　思わずグッと拳こぶしを握にぎり締める。作戦通りである。マルクは歓喜に高こう揚ようしながらも、もう一度言葉を思い浮うかべて思考を覆おおい隠かくす。


「追いますよ」


「分かっておる──〈沙イサ波ナミ〉！」


　カナメが手をつくと、壁が水面のように波打つ。マルクは躊躇ためらうことなくそこに飛び込んだ。





「やれやれ。アイシャ、君までそちらに回っていたのかね」


　隣の部屋では、エミリオとアイシャが対たい峙じしていた。


「ごめんなさいエミリオさん。でも、できるかもしれないなら、エルミナと話し合うべきだと思います」


「なるほど。ならば私を捕まえてみたまえ」


　マルクはカナメがついてきたことを確かめ、再び影を走らせる。廊ろう下かへの扉とびらはこれで開かない。部屋の調度品も動かせない。加えてカナメとアイシャの二人がかりである。普ふ通つうならば、これだけで十分逃げ道は封ふうじたはずだった。


「詰めが甘あまいな」


　そのはずだが、テラスへの出入り口が開いたままになっていた。エミリオは滑すべるようにそちらへ逃げる。セリアの能力を使えば、二階から飛び降りるくらいは造作もない。


　だが、それこそがマルクたちの作戦である。


　──エミリオを捕まえるのです。


　こみ上げる感情を言葉で覆い隠していると、カナメとアイシャがエミリオににじり寄っていく。


　──追い込みました！


　そう、思った瞬しゆん間かんだった。


「──詰めが甘い、と言った」


　エミリオはテラスに向かって手を伸のばした。


「──うわあっ？」


　オウマの悲鳴が上がり──ガタッ──ドスン──なにやら、不ふ吉きつな音が響ひびいた。


「オ、オウマ殿どの！　だ、大丈夫であるかっ？」


　外からアーロンの慌あわてた声が聞こえた。どうやら、テラスから落下したらしい。セリアの能力で突つき飛とばされたのだろう。


「…………あ」


　気まずそうな声を上げ、エミリオがテラスへ駆かけ寄よる。マルクたちも絶句して立ち尽つくしていたが、それに倣ならう。


　見下ろすと、壁かべ際ぎわの石いし畳だたみの上にダラリと手足を投げ出したオウマの姿があった。出血は見当たらないが、ピクリとも動かない。そこにアーロンとセリアが駆け寄る。姿が見えないと思ったら、彼女はアーロンの掃そう除じを手伝っていたらしい。


「すまない。加減を間ま違ちがえた。無事かね？」


「う、うぬ。命に別状はなさそうであるが……」


　歯切れの悪い返事。アーロンがフクロウの面で見上げ、沈ちん痛つうそうに首を横に振った。どうにも、オウマは再リ起タ不イ能アのようだった。


　──作戦の鍵かぎが……っ！


　いきなりエミリオへの切り札を失ってしまった。マルクが絶望していると、アイシャが不思議そうな声を上げていた。


「どうして、オウマさんのことが分かったんですか？　あたし、なにか失敗しちゃいましたか？」


「いや、君はよく頑がん張ばったと思うが、私には君の〝眼〟もあるのだ。作戦を絵に描かいたのが失敗だったのだよ」


　──私の失態ですか……。


　マルクはアイシャや異い邦ほう人じんのオウマにも分かりやすいよう、絨じゆう毯たんに図を書いてしまった。それが〝視みられて〟いたのだ。


　エミリオはもう一度オウマへ心配そうな視線を投げかける。


「アーロン。オウマのことは頼たのめるかね？」


「う、うぬ。ジェノバ殿どのがいてくれるとありがたいのであるが、なんとかするのである」


　──ジェノバが必要な容態なのですか……。


　マルクが絶句していると、エミリオが振ふり返かえった。


「さて、怪け我が人が出てしまったのは残念なことだが、続きを始めようか」


「ぐっ、ま、まだやるというのですか」


　エミリオはおかしそうに笑うと、テラスへ足をかけた。


「ところで君、エルミナの夢というものを聞いたことはあるかね？」


「え……？」


　マルクの返事を待たず、エミリオの姿はかき消えていた。オウマの能力である。恐おそらく隣のテラスにでも移動したのだろう。


「これは、手て強ごわいの……」


　契約者が四人がかりで策まで弄ろうして失敗。なおかつ一人は再リ起タ不イ能ア。これで事実上、彼女を捕まえるのが不可能だと証明されたようなものである。ここにはいないジェノバを引き込んだとして、この状じよう況きようをひっくり返せるとは思えない。


「どうしましょう……。エミリオさん、今度は書庫の方に行ったみたいですけど」


　アイシャがいるおかげでエミリオの位置は捕ほ捉そくできるが、それでもどう捕まえればよいのか見当もつかない。


「せめて、夜になればまだやりようもあるのですが……」


　夜になれば、マルクは影を操作するのに立ち止まっていなければならないという、制約が外れる。屋や敷しき中を障害物で覆い尽くし、逃げ道を塞ふさぐこともできるのだが、それを知ってか知らずか、エミリオは制限時間を日にち没ぼつまでに指定した。


　無策で追いかけても捕まえることは不可能。手て詰づまりでマルクたちが呻うめいていると、下から威い圧あつ的な声が届いた。


「……そろそろ、話を続けたいんだがな。誰だれか聞く気のあるやつはいるか？」


　目を向けると、セリアが用意したものだろう、灰皿を抱かかえたアルバが紫し煙えんを吐はいていた。
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　マルクたちは屋敷の裏庭──エミリオの地下広間の入り口前に集まっていた。ちなみにアイシャが躊ちゆう躇ちよなく窓から飛び降りたので、マルクとカナメも窓から下へ降りた。


「話の続きとは、一体なんですか……？」


　マルクが問いかけると、アルバは呆あきれたようにため息を漏もらした。


「お前。一年前にエルミナになにがあったのかを訊きたかったのではなかったのか？」


「あ、ええ……。それはもちろんそうですが、今関係のあることなのですか？」


　マルクが訊きき返すと、地下から別の声が響いた。


「それは、我も訊きたいところだな」


　目を向けると、地下への階段からジェノバが上ってきていた。


「ちょっと！　ここは、勝手に入っちゃ駄だ目めです！　ジェノバさん、なんで気軽に入ってるんですか！」


　アイシャの怒ど声せい。番人である彼女の怒いかりはもっともである。


「落ち着け。閉めなかったお前にも落ち度はある」


　意外なことに、アルバが窘たしなめていた。アイシャはシュンと肩かたを落とす。


「ジェノバ。そこでなにをしていたのです？」


「うむ。一年前まで、ここで眠ねむっていたのはエルミナ嬢じようの母親だったらしい。なにか手がかりが残っていないかと思ったのだ」


「なにか分かりましたか？」


「意外なほど、健康状態が良いな」


「それは、眠っているだけですからね……」


　当たり前のことだろう。マルクがそう呟つぶやくと、ジェノバは首を横に振った。


「人間は、飲まず食わずで一年も生きてはいられないさ。栄養失調以前に脱だつ水すい症しよう状じようを起こす。見たところ延命措そ置ちを施ほどこしているようでもない。にも拘かかわらず体は異様に健康的だ」


　マルクはそこまで確かく認にんする余よ裕ゆうがなかった。アイシャに目を向けると、仕方なさそうに頷うなずく。


「エミリオさん……の体は、水とかも飲めないんです」


「……？　喉のどに詰まるのですか？」


　昏こん睡すい状態の人間の手当など、マルクは知らなかった。あまり一いつ般ぱん的ではないはずだ。


「コップで飲ませればそうなるだろう。が、世の中の医師は無能ではない。口で飲めずとも静脈に注射を打てばいい。昏睡状態の患かん者じやの治ち療りようは、いかに栄養失調を防ぐかさ。ここの設備では論外もいいところだな」


「それは…………」


　番人としてエミリオの体の面めん倒どうを見てきたのはアイシャである。ジェノバの言葉に責任を感じたらしい。すっかり消しよう沈ちんしていた。


「貴公を責めているわけではない。彼女の体にはそういった延命措置自体が不可能なのさ」


「不可能？」


「──〈アルス・マグナ〉が全すべてを拒きよ絶ぜつする──」


　答えたのは、ジェノバではなかった。


　声の主──アルバに視線を向けると、ジェノバは重々しく頷いた。


「脈をとる程度ならば問題なかったのだがな。痛覚の確認をとろうとしただけで、危あやうく殺されかかった。素す手でだったなら、腕うでの一本くらいはもがれていただろうな」


　見れば、ジェノバの袖そではボロボロになっていた。〈アルス・マグナ〉に抹まつ消しようされたならば、ジェノバの能力でも再生できるか怪あやしい。恐らくなにかとがったものでも使ったのだろう。医師としての用心深さに救われた、といったところだ。


「そういうことだ。そして、それがあいつがエミリオを起こせなかった原因だ」


「起こせなかった？　起こせるのではなかったのですか？」


　それを信じて、マルクたちはエミリオを捕つかまえようとしていたのだ。マルクが不安を覚えていると、アルバは面めん倒どう臭くさそうに答えた。


「お前らはエルミナと契けい約やくを交かわすときになにをした？」


「それは羊皮紙の〈契約書〉に署名しただけですが……？」


　何な故ぜその話が関係あるのだろうか？　マルクが首を傾かしげると、アルバは重圧を感じさせる声こわ色いろで呟いた。


「血判が必要だったはずだろう？」


「あ──っ！　まさか……」


　カナメが驚おどろいた声を上げていた。なにか心当たりがあるらしい。


「血判がなにか重要なのですか？」


　問いかけても、カナメの耳には届いていない様子だった。


「あヽやヽつヽらヽ、まヽさヽかヽ、そヽうヽいヽうヽこヽとヽなヽのヽかヽ？」


　どうやら意味が理解できていないのは、マルクとアイシャの二人だけらしい。セリアもアーロンも平然としていた。ジェノバもあらかた予想はできているらしい。苦々しい表情を浮うかべていた。


「ちょっと、私にも分かるように話してください。エルミナたちがなんだというのです？」


　訊いても、カナメはギュッと口を結んだままだった。それから、酷ひどく小さな声で呟く。


「あやつは、私といっしょだったのじゃ……」


「あなたと同じ？」


　カナメは、とてもではないが答えられないといった様子だった。そんな彼女に代わって、アルバが重々しい声で答えた。





「──エルミナが持っている〈器うつわ〉というのは、〈精杯グレイルの姫ひめ〉──つまり、エミリオそのもののことだ──」





　誰も、そのひと言に反応できなかった。


　ずいぶん長い時間をかけて、マルクは引きつった笑みを浮かべた。


「なに、を、言っているの、です……？」


「お前がどこまで知っているのかは知らんが、元々〈アルス・マグナ〉の契ヽ約ヽ者ヽはエミリオだ。エルミナがその力を扱あつかえるのは、〈アルス・マグナ〉があの二人の見分けがついていないからに過ぎん。現に、ほんの少しのズレであいつは力を失っただろう？」


　マルクが絶句していると、隣となりでアイシャが悲鳴のような声を上げた。


「契ヽ約ヽ者ヽ？　それじゃあ、エミリオさんが眠ってるのってまさか……！」


「そういうことだ。契約の〝対価〟だ」


「ちょ、ちょっとお待ちなさい。それではエミリオが契約者のようではありませんか」


　アルバは、これだけ言っても分からないのかという、あきれ果てた視線を向けた。


「さっきからそう言ってる。エルミナは言わなかったか。──〈精杯グレイル〉は失われた──〈アルス・マグナ〉は契ヽ約ヽ精ヽ霊ヽだ。オルダー教によって馬ば鹿かのように強大化した、な」


　今度こそ、マルクの思考は完全に停止した。


　──契約、精せい霊れい……？　あの、強大な力が……？


　それでもなんとか頭を働かせる。


「契約者が、あれほど強大な力を振るうことはできません」


「それは双ふた子ごだからだ。エミリオは、命以外の全てを〝対価〟に捧ささげている。契約者として、最大限の対価を支し払はらったのだ。エミリオが丸ごと対価を引き受け、エルミナが力を使う。それが、使えない力を扱う苦肉の策だったらしい」


　それが、エルミナの父が考案した〈器〉とその使い手の意味だったのだ。


「で、ですが、それならば〈契約書〉で……──あっ！」


　ようやく、マルクにも理解できた。エミリオは気づいていないのだ。それが不可能であることに。


　カナメがキュッと唇くちびるをかみ締しめると、沈ちん痛つうな声で言った。


「私たちが署名した羊皮紙──あれ自体に意味はないのじゃ。エルミナは自分の血と契約者の血を重ねることで精霊同士の通り道を創つくっておったのじゃ。その集合地点が〈空白の契約書〉なのじゃ」


　つまり、契約するには血が必要である。しかし〈アルス・マグナ〉が全てを拒絶するエミリオの体から血を採取することは不可能である。


　エミリオは、それを理解していない。契約者の〝対価〟を修復できる〈契約書〉が完成していながら、自分には使われなかったことでエルミナを疑ったのだ。


　誤解の原因は分かったが、同時にエミリオを助ける手立てがなくなった。


　マルクたちが言葉をなくしていると、アルバはうるさい生徒たちがようやく静まってホッとした教師のように、紫煙を吐き出しため息をついた。


「さて、話を元に戻もどすぞ。今の問題は一年前のことだ」


「問題はそちらではありません。それでは結局エルミナかエミリオの片方しか助けられないではありませんか」


「うるさい。そっちはエルミナに任せておけばいい。そのためにあいつは契約者を集めているのだろう？」


　血を採取できなければ、〈契約書〉に署名することができない。契約者がいくら集まっても、その手順に変わりはない。この男はなにを言っているのだろう？


　マルクが疑問を投げかけようとしたときだった。アイシャが思い出したような声を上げた。


「あ、そっか！　だからエルミナ……」


「……なんです？」


　アイシャが申し訳なさそうに見上げてきた。


「あの、マルクさん。契約者の対価を修復できるのって、元々〈アルス・マグナ〉の能力なんです」


「それは、知っています」


「それで、エルミナがあたしの目を治したのって、〈契約書〉じゃなくて〈アルス・マグナ〉を使ったんです。そのとき、まだ〈契約書〉ってなかったから……」


　それを語るのに、どうして指を絡からめてひたすら申し訳なさそうにしているのかよく分からなかった。


「エルミナは、あたしの目を治せたのを見て〈アルス・マグナ〉と同じものがあればエミリオさんを起こせるって考えたんです。それで、ドミニクさんとかと相談しながら〈空白の契約書〉を創ったんですけど、模造品レプリカだから力が足りなくて、血を混ぜないとまともに機能しなかったんです。だから、エルミナは雑誌に情報を載のせたりして、契約者を集め始めたんです。その、つまり、ちゃんと力があれば、血なんていらないんです」


「それでは……、契約者を集め続ければ、エミリオも起こせる……？」


　アイシャは小さく頷いた。


「はい。だから、よく考えたらそんな大おお騒さわぎする話じゃなかったんです」


　へなへなと、マルクはへたり込んだ。


「でしたら、初めからエミリオにそう言ってやってくださいよ……」


「ご、ごめんなさい。で、でも、エミリオさん、大変なことになってたから、どう話したらいいか分からなくて……」


「大変なこと……？」


　確かに、姉妹きようだいゲンカのせいで大変なことになっているが、それはエルミナのことを話せば解決することではないのか？


　マルクが非難がましい視線を向けると、アルバが舌打ちを漏もらした。





「俺は言ったはずだ。エルミナに、姉などいない、と」
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　書庫にて、エミリオは退たい屈くつそうにため息を漏らした。


「おや？　なにか面おも白しろくないことでもあったのかい？」


　ビクッとして顔を上げると、本ほん棚だなの梯はし子ごにドミニクが腰こし掛かけていた。教育係だったということもあり、エミリオは彼が苦手だった。


「ドミニク。いつからそこにいたのかね？」


「いつからだと思う？」


　飄ひよう々ひようと躱かわされてしまったので、エミリオはもう一度ため息を漏らした。


「なにやら作戦を練っているようなのだがね。誰だれも追いかけてこないのだ」


　アイシャの能力では声が拾えない。ジェノバの能力もオリジナルよりは劣れつ化かしているため聴ちよう覚かくまでは強化できなかった。


「君は昔から待たされるのが苦手だったからねえ」


　しみじみと語るドミニクに視線を向ける。
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「なにか、用かね？」


　ドミニクのことだ。エミリオの事情くらい、全て知っているはずだ。


「そうだねえ。そろそろ、君も十分遊んだんじゃないかな、と思ってね」


「君も、エルミナに戻ってほしいのかね？」


　ドミニクはエミリオの味方というわけではないが、エルミナを贔ひい屓きしたこともなかった。彼はあくまでエミリオとエルミナを対等に扱ってきた。それが、今さらエルミナ側に回るとは思えないのだが。


「いいや？　僕はどちらにも起きていてもらいたいし、そうするつもりだよ」


「それは、不可能だ」


「それを決めるのは、君じゃないよ」


「エルミナならばできると？」


「どうかな？　エルミナお嬢じよう様さまも、七人集めただけでこの有様だからね。最後まで保もつかは分からないよ」


「では、どういう意味かね？」


　ドミニクは、フニャリとゆるみきった笑みを浮かべた。


「君たちは、君たちが思うほど孤こ独どくじゃないってことかな？」


　アイシャにオウマ。エミリオに味方するものだけでもすぐに思い当たる。そもそもこの屋や敷しきの契けい約やく者しやは全員エルミナが集めたはずだ。エルミナのために行動するだろうことは、考えるまでもない。


「僕の用事はね。そんなことじゃないんだ」


「では、なにかね？」


「僕は、君の教育係チユーターだよ？　お勉強に決まってるじゃないか」


　それはエミリオが知るドミニクそのものの言葉だった。さすがにげんなりとしたため息を漏らす。


「ふふふ。勉強が苦手なのも相変わらずだね。でも、安心していいよ。ブランクが長いからね。今日はただの復習だよ」


「復習……？」


　ドミニクは立ち上がると、エミリオの前に膝ひざをついた。


「そろそろ、きちんと向き合えるよね？　きちんと思い出そう？　一年前のことを──」





「──君のお姉様のことを──」





　エミリオは眉まゆを顰ひそめた。


「なにを言っているのだ？　私には姉などいない」


　エミリオとエルミナは双子である。三つ子などということはあり得ない。自分たちよりも上に娘むすめがいたという話も聞いたことがない。


　からかわれているのだろうかと、眉を顰めていると、ドミニクはエミリオの手をそっと握にぎった。


「よく思い出してごらん。自分が本当に〝姉様〟と呼ばれたことがあったか」


「先ほどからなにを言っているのだ。私のことを姉と呼ぶ人間など、エルミナ……し、か……？　私、姉……？」


　言いかけて、エミリオは言葉の先を見失った。


　──私はどんな声で姉と呼ばれていたのだ……？


　小さな亀き裂れつが走った音が聞こえたような気がした。


「落ち着いて思い出してごらん。君が誰を見ていたのか。誰を助けたかったのか」


　──私が、助けたかったのは……？


　手の中に、ドロリとした血の感かん触しよくがしたような気がした。


　そして、燃えさかる屋敷。


　──どうして、屋敷が燃えていたのだ……？


　手の中に、ゴリッとした硬かたい感触。日が暮れて、火が灯ともされた燭しよく台だい。


　そして、倒たおれて動かない父。


　エルミナが見たはずの光景。燭台を握った少女の袖そでは、黒だった。


　──思い出したくない。思い出してはいけない！


　震ふるえる肩かたを、そっと誰かが抱だき寄よせてくれた。


「ごめんね。あのとき間に合わなくて。でも、そろそろきちんと向き合おう。君も、エルミナも、これ以上、あの日のことに縛しばられる必要はないんだよ」


　そして、少女はようやく扉とびらを開いた。
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　轟ごう々ごうと燃えさかる屋敷から、少女は姉の手を引き必死で走っていた。


「ま、待って……。まだ、お父様や使用人たちが……」


　姉は体が弱い。早くも息も絶え絶えになっている。少女は、少し走る速度を緩ゆるめて振ふり返かえった。


「使用人たちは、もう逃にげ出していますわ！　あとはわたくしたちだけです」


　火事が起きたのは少女のせいだった。燭台の火を絨じゆう毯たんに引火させてしまったのだ。火が消せないと分かって、すぐに使用人に告げたのだが、彼らは少女を放ほうってすぐさま逃げ出してしまった。


　少女も逃げようとして、姉が一人では逃げられないことに気づいて連れに戻ったのだ。その間に火の手は広がり、今や屋敷全体を炎えん上じようさせている。


「お父様は？　お父様は目が見えない。逃げ遅おくれていたら────」


「──お父様は、来ません」


　少女が吐はき捨すてるように言うと、姉の足がピタリと止まった。その拍ひよう子しに、ズルリと手が離はなれた。


「姉様？　なにをしているのです。早く逃げないと」


　姉は、怯おびえたように自分の手を見下ろしていた。


「これは……、血、だね？　どうして、こんなに血まみれなのだ。怪け我がしているようには、見えない」


　あれだけ姉の手を引いて走っていたのだ。確かに怪我をしているようには見えないことだろう。


「これは、ち、違ちがいますわ」


　少女が近づくと、姉は一歩後あと退ずさる。炎ほのおはすでに屋敷から庭にまで移っている。熱気が顔を煽あおり、息が詰つまった。


「答えたまえ。君は、お父様になにをした」


　姉からの拒きよ絶ぜつ──それは少女が一番恐おそれていたものだった。姉から拒絶されたら、自分を見てくれる人は誰もいなくなってしまう。ドミニクは、確かに少女を見てくれるが、少女だけを見てくれるわけではないのだ。


「わ、わたくしは……いいえ、お父様は、わたくしたちを使って恐ろしいことをしようとしていたのです。このままあそこにいると、わたくしも姉様もお母様みたいにされてしまいますわ！」


　少女は知ってしまったのだ。母が眠ねむり続ける理由──〈アルス・マグナ〉と呼ばれる精せい霊れいなどのために、その〈器うつわ〉として眠らされていたことを。そして母の次に自分たち姉妹しまいが〈器〉にされることを。


　父は、その力を手に入れるために、少女と姉を生いけ贄にえに捧ささげようとしていたのだ。だから、少女は手近にあった燭台で父を打った。


「あんなことをするつもりは、なかったのです……」


　盲もう目もくの父は、避さけるそぶりすら見せず、そのまま昏こん倒とうした。頭から、信じられない量の血が流れていた。


　殺すつもりなど、なかったのだ。ただ、自分たちが道具として育てられたという話に、感情的になってしまった。


「姉様。お母様が亡なくなりました。わたくし、それをお父様に知らせに行きました。でも、お父様はお母様のことを案じるどころか、嬉き々きとして精霊の話などを……。お父様は、狂くるっています」


　口に出すと、自信が湧わいてきた。自分は間ま違ちがっていない。姉と自分の身を守るためには、こうしなければ仕方がなかったのだ。


「逃げましょう？　姉様。わたくしたちは、道具などではありませんわ」


　少女が手を差さし伸のべると、姉は、その手を振り払はらった。


「君は、なにも分かってない」


　姉の瞳ひとみは涙なみだに濡ぬれ、嫌けん悪おと失意の色に染まっていた。


「どこへ、逃げるというのだ。……〈アルス・マグナ〉は血を追ってくるのだ。どこへ逃げても、逃げ切ることなどできない」


「知って……いたのですか？　お父様のことを……」


「お父様がしていたことは、君を守れるたった一つの方法だったのだ。なのに、君はそれをめちゃくちゃにした」


　その拒絶には、恐きよう怖ふよりも腹立たしさが勝まさった。


「わたくしを守る？　お父様が？　姉様こそ、なにも分かっていませんわ。お父様がわたくしを見てくれたことなど一度もないのです。姉様とは違って、わたくしは愛されてなどいなかったのです。愛されていた姉様には分かりませんわ！」


「……分かっていないのは、君の方だ」


　姉は、真っ白なドレスを摑つかんで、寂さびしそうに呟つぶやいた。


「君のドレスを着ていれば、お父様は私を人間として見てくれた。君に向けられたものだとしても、私は人間として扱あつかってもらえた」


　──髪かみを伸ばすのならば、ドレスも取とり替かえたらどうかね。誰だれも、見分けがつかないのではないか──


　少女にそう囁ささやいたのは、姉だった。


「なにを、仰おつしやっているのです？」


「君は、お母様に似ているのだそうだ。だから、助けられなかったお母様のようにはならないよう、お父様は君を守ろうとした。厳しかったかもしれない。それでも、与あたえられるものを全て与えようと、必死だったのだ。ヴァレンシュタイン家を継つぐのは私ではない。君だ」


　姉は暗い瞳を少女に向けた。


「お父様は病弱で役に立たない私を、身代わりに使おうと考えたのだ」


　──身代わり──生贄──二つの単語が頭の中でぐるぐる回っていた。


「お父様は、私を愛していたのではない。身代わり人形が壊こわれないように、大切に扱っていただけだ」


　お人形遊び──使用人たちが、父の偏へん愛あいぶりをそう揶や揄ゆしていた。





「お父様が愛して人として扱ったのは、私ではない。エヽミヽリヽオヽ、君だ」





　知らない間に、手が震えていた。炎が近くまで迫せまっている。早く逃げなければ、巻き込まれてしまう。なのに、少女は動くことができなかった。


「私は君のための〈器〉なのだ。どうして、お父様を殺した。〈器〉になれば、その瞬しゆん間かんだけなら、私はお父様に見てもらえたかもしれないのに……」


　姉の──エルミナの顔から表情が抜ぬけ落ちる。瞳すらもガラス玉のようで、まったく感情を映していなかった。


「──ち、違う。わ、わたくしはただ、姉様を助けたくて……」


　エルミナの瞳に、仄ほの暗ぐらい翳かげが揺ゆれた。人形のようになってしまったエルミナの中で唯ゆい一いつ人形らしくない異変。絶望という名の色が瞳を染めていた。


　父の望むがまま、エルミナが人形になっていく。それを引き留めたくて手を伸ばすと、姉はようやく感情らしいなにかを表した。


「君は、私から永遠にお父様を奪うばった──」





「──人殺し──」





　それは、少女が焦こがれた優やさしい声ではなかった。あの美しい歌声など微み塵じんも彷ほう彿ふつさせない、凍いてついた声こわ色いろ。それが、少女の──エミリオの中の、なにか大切なものを打うち砕くだいていた。


　自分が、姉を人間に引き留めていた最後の楔くさびを壊してしまった。エミリオ以上に、エルミナは父に振り向いてほしかったのだ。


　ベッドで父から髪を梳すかれる姉が羨うらやましかった。そこに、愛情など欠片かけらも存在せず、道具として手入れされているなど、考えもしなかった。


　エミリオは振り向いてはもらえなかったが、声は確かに届いていた。不満を、口に出すことも態度に表すこともできたのだ。


　だが、ろくに寝しん室しつから出ることもできなかった姉に逃げ場などなかった。ただ従順に、されるがままに、求められるがままに、人形になることしかできなかったのだ。


　エルミナから全すべてを奪っていたのは、他ほかならぬエミリオ自身だった。


　知らない間に、後退っていたらしい。背中に、なにかがぶつかった。


「──っ！　お父様……！」


　振り返ると、そこには父の姿があった。


　──どうして……！


　頭部は、僅わずかな傷でも大量に出血する。見た目ほど重傷ではないことがよくある。エミリオがそういった知識を学ぶ機会はなかった。


　額を押さえつつ、父が腕うでを伸ばしてくる。──逃げなければ──そう思うが、体が思うように動かなかった。


　それから──ふわりとした抱ほう擁よう。


「すまなかった、エミリオ」


　思いもよらぬ言葉をかけられ、エミリオは激しく困こん惑わくした。


「私は、ヴィオラを守れなかった。だから、お前だけはどうしても守りたかった」


　目の前に、人形のようになってしまったエルミナがいるというのに、父はそれを見てはいなかった。


　──こんなことを、望んでいたわけじゃないのに……。


　得たいの知れないなにかに、押しつぶされそうな気持ちだった。


　それから、腰こしまで伸ばした髪に父の指が触ふれた。


「……？　なんだこれは？　髪が、長い？　お前は、エルミナか？」


　そんなことで見分けがつかなくなるほど、父は自分たち姉妹を見ては──いいや、触れようとはしなかった。


「わたくしは、エミリオです。ずっと前から、髪は伸ばしていました。お父様はわたくしのことを見てくれても触れようとはしてくれませんでした。姉様に触れても、見ようとはしてあげませんでした」


　それは紛まぎれもなく父の罪だ。告発すると、父は怯えたように後退っていた。


「なんてことを……！　お前に髪を伸ばさせなかったのは、エルミナと区別をつけるためだ。髪を伸ばさなければ、お前が〈器〉になる可能性はなかったのだぞ！」


　絶望に歪ゆがむ表情。この場で父に契けい約やくの資質があれば、〈アルス・マグナ〉は間違いなく彼を選んでいただろう。


　──髪を伸ばしたい──そう言ったとき、父は、エミリオを打った。しかし、そのとき確かに怯えた顔をしていたのだ。


　エルミナがまったく表情を動かさないまま、唇くちびるだけを幽かすかに震ふるわせた。


「お父様。私は、人間ですか？」


　父は無情にも首を横に振ふった。


「いいや。お前は〈器〉だ。エミリオを守るための人形だ！」


　父は、最後までエルミナの望む言葉をかけてやることはなかった。この期ごに及およんで、まだ姉に〈器〉を押しつけようとしていた。もはやエルミナを絶望させるのが目的であるかのように。


　エルミナを羨ましいと思った。しかしそのエルミナから全てを奪ったのはエミリオだった。ずっと長い間、奪い続けてきたのだ。そして、エルミナが振り向いてもらえるかもしれない、そんな儚はかない希望を抱いだいていた瞬間でさえ、エミリオは奪ってしまった。


　姉の顔には、もう表情などというものは存在していなかった。これが人間のように表情を表すなどとは想像もつかないほどに。瞳に揺れていた仄暗い翳ですら、今は消えていた。


「ごめん、なさい……」


　エミリオは顔を覆おおった。


「ごめんなさい。……ごめんなさい。……ごめんなさい。姉様、ごめんなさい」


　どうして自分たちは双ふた子ごで生まれてしまったのだろう。姉妹でも同じ顔でなければ、父もこんなことは思いつかなかったはずなのだ。


　恵めぐまれていたのは自分の方だった。姉の分まで全部奪って、恵まれていたのだ。


　自分に向けられた温もりが、憎にくかった。あれほど焦がれてきた愛情が、憎かった。なにより、それをむしり取ってしまった自分自身が憎かった。


　エミリオはただ、姉さえ笑ってくれたらそれで良かったのだ。なのに、それは目の前で失われてしまった。


　憎しみすらも呑のみ込んでしまう、底そこ抜ぬけの穴が広がっていた。


　人はそれを、絶望と呼ぶ。


　エミリオの異変に気づいたのだろう。人形の姉が僅かばかりの反応を見せた。


　背中で、誰かが狂くるったように笑っていた。十五年かけた計画がすでに失敗していたことに気づいて、正気をなくして笑っていた。


　──もういい。もう、疲つかれた。もう…………。


「──みんな、消えてしまえ──」





　そんなエミリオの願いに〈アルス・マグナ〉は忠実に応こたえた。新たな〈器〉に歓かん喜きしながら。




　エピローグ










「──人形は絶望などしない。だから、エルミナは〈器〉にならなかった」


　紫し煙えんを吐はき出し、アルバはそう締しめくくった。


　絶望するのと、心を閉とざすのは違ちがう。初めから心を閉ざしていたエルミナは、絶望すらも閉め出していたのだ。逆に、エミリオの方はエルミナをそんなふうにしてしまったことに、絶望した。


　だから、エミリオが〈姫ひめ〉になったのだ。契約者とは精せい霊れいに魅み入いられるほどの闇やみを抱かかえた人間なのだから。


「エルミナの父親は〝髪の長い娘むすめ〟が〈精杯グレイルの姫ひめ〉になる、ということしか見えていなかったらしいな。だからエルミナに髪を伸のばさせた。それが二人とも伸ばし始めてしまった」


　マルクは、何な故ぜエルミナが人形のように無表情なのかようやく分かった気がした。


　エルミナは、エミリオのことがショックで人形のようになったのだと思っていた。彼女は元々人形だったのだ。人形として創つくられたから、それ以外の仕草を知らないのだ。


「殴なぐりたい相手がすでにこの世にいないというのは、なんとも腹立たしいものですね」


　呻うめくように呟つぶやくと、ジェノバが髪かみをかき上げていた。


「ともかく、エルミナ嬢じよう──いや、エミリオ嬢の記き憶おく喪そう失しつの原因は分かったわけだな」


　三日前、記憶喪失になったのはエルミナではなかった。入いれ替かわったエミリオが記憶喪失になっていたのだ。


　エミリオはあの日まで、一年前のままで止まっていたのだ。一年前の悪夢は、昨日の出来事だったのだ。記憶喪失になったのも、自分が姉に成りすまして──いや、姉だと思い込んでいたのも、そうでもしなければ自我を守れなかったからなのだ。


「あやつ、怯おびえておったの……」


　カナメが、寒さに震えるように肩かたを抱だいた。彼女自身、故郷で生いけ贄にえに立たされて契約者になったのだ。


「炎ほのおって、怖こわいんです。でも、あたしは、炎の中で、助けてくれる人がいました。エルミナも、エミリオさんも、助けてくれる人もいなかったんですね」


　アイシャは燃えさかる孤こ児じ院いんとともに全てを失った。心情的にはカナメ以上に近いものがあるのだろう。


「エミリオさんがエルミナさんに恨うらまれてるって思い込んだのは、俺のせいかもな。俺、ひい様から恨まれてるってぼやいたから」


　いつの間にか、目を覚ましていたらしい。オウマが申し訳なさそうに呟いた。


　大方の事情を察していたはずのアーロンも、今は言葉をなくして座すわり込んでいた。初めから事情を知っていたセリアとアルバだけが、黙もく禱とうでも捧ささげるように沈ちん黙もくしている。


　マルクたちが沈黙していると、アルバが試ためすような視線を向けてきていた。


「これは、推測だがな。──〈アルス・マグナ〉は契けい約やく精せい霊れい、だが〈空白の契約書〉は〈精霊の器〉──つまり〈契約書〉は〝対価〟を支し払はらわずとも力を振るえる」


「……〈アルス・マグナ〉を破は壊かいすることは可能だと？」


「エヽミヽリヽオヽのヽ体ヽごヽとヽ、ならばな」


「なにが言いたいのです？」


「エルミナは、こヽうヽなヽるヽこヽとヽをヽ予ヽ想ヽしヽてヽいヽたヽのではないか？」


　アルバがなにを言わんとしているのか、マルクは直感した。


　先日の記憶喪失の一件──エルミナはあのときなにが起こったのかに気づいていたはずだ。遠からずエミリオと入れ替わってしまうだろうことを。


　一年前、拒きよ絶ぜつし合ったまま別れたのだ。自分が恨まれているかもしれない、エルミナはずっとそう考えていた。ならば、彼女が復ふく讐しゆうに走るかもしれない可能性も考こう慮りよしていたはずだ。そしてエミリオが〈契約書〉の正体にたどり着くだろうことも。


　エミリオは〈契約書〉の能力を扱あつかいこなしている。あの力が完成すれば、彼女の予想通り〈アルス・マグナ〉を破壊することも可能なはずだ。エルミナと入れ替わったこの状態でそれを行えば、消えるのはどちらの方だろうか？


　マルクは首を横に振った。


「エルミナは、そこまで弱い人間ではありません」


　アルバは、エルミナが死ぬつもりかもしれないと考えたのだろう。しかし、マルクが知るエルミナはそれほど後ろ向きな人間ではない。


　アルバはフンと鼻を鳴らすと、自分の手に視線を落として小さく舌打ちをした。葉巻は、いつの間にか燃もえ尽つきていた。欠片かけらになった葉巻を灰皿で押しつぶす。


「俺がエルミナから聞いた話はこれで全部だ。それで、お前はどうする？　マルク＝マルドゥーク」


　初めて名前を呼ばれたことに、マルクはキョトンとして瞬まばたきをした。それから、いつも通りの微び笑しようを浮うかべてメガネの位置を修正する。


「決まっています。エルミナは守ります。エミリオも起こします」


「どうやってだ？」


「どうやってもです。主あるじの望みも叶かなえられないで、なにが執事バトラーです。それに──」


「それに？」


「約束を、してしまったものですから」


　──あなたが望む限り、私はあなたの隣となりにいましょう──


　困ったことに、エルミナにもエミリオにも同じことを言ってしまったのだ。どちらも破るわけにはいかない。


　だから、マルクはどちらも守る。


「行くのか？」


　ジェノバが血の色をした瞳ひとみを向ける。


「はい。まだ、〝鬼おにごっこ〟は終わっていませんから」


　空を見上げると、西の空が紅ぐ蓮れんに燃えていた。じきに、日が落ちる。


　あれだけ翻ほん弄ろうされたエミリオを、捕つかまえる手立てなど未いまだに思いつかない。それでも、マルクは〝捕まえて〟と言われたのだ。


　あれは、強者の余よ裕ゆうなどではなかった。頼たのむから捕まえてくれという、迷い子の懇こん願がんだったのだ。応えなければならない。


　駆かけ出だすと、銀啼鳥ソローネが囀さえずるような、澄すんだ音色が響ひびいた。





　──煌きらめく思い出箱の中──





「これは、エルミナ……いえ、エミリオですか？」


　不意に、いつかの光景が重なって見えた。


　マルクがエルミナを見失い、そして彼女を支えようと思ったあの日。マルクを誘さそうように響いた銀啼鳥ソローネの歌声。


　しかし、エルミナのそれとはどこか異なる、静かながらも活力に満ちた歌声。





　──古びた異国の硬こう貨かたち。集めてたくさん詰つめ込んだ──





　屋や敷しきを壁かべ沿いに迂う回かいし、玄げん関かんホールに駆け込むと、そこに家令の姿があった。


　──ドミニクさん……？


　マルクが声をかけようとすると、ドミニクは人差し指を立ててそれを押し止める。確かに、こんな美しい歌声が流れているというのに声を上げるのは無ぶ粋すいだろう。


　ドミニクは、その指を上に向ける。つんつんと二度突つき上げたことで、ようやく二階へ行けと合図しているらしいことを察した。


　マルクは上質な絨じゆう毯たんが敷しかれた階段を駆け上る。今日は盛大に汚よごしてしまった。掃そう除じは、夜までかかりそうである。





　──小さな翼つばさ羽ばたかせ。夢中になってただ飛んだ──





　ザアァ──と、風が流れた。歌声はこの風に乗っているらしい。


　目を向けると、エルミナの寝しん室しつとは反対の方向──もう一つある片かた翼よくの紋もん章しようの部屋──エミリオの寝室の扉とびらが開いていた。


　流れる歌声に耳を傾かたむけ、マルクはエミリオの部屋へと足を向ける。





　──使い方も知らないで。行き先さえも決めないで──





　真っ白なカーテンが揺ゆれていた。テラスへの扉が開いている。テーブルの上に、黒のドレスが脱ぬぎ捨すてられていた。


　特に理由もなく、マルクはドレスを腕うでに抱える。カーテンの向こうには、黄昏たそがれの空が広がっていた。





　──流れるうちに拾ったもの。愛いとしい愛しい贈おくり物もの──





　テラスに、エミリオの姿はなかった。


　首を傾かしげていると、歌声は頭上から流れていた。





「──だから私は歌います。遠い彼方かなたへ届くよう──」





　見上げると、そこには花はな嫁よめ衣い装しようのごとく純白のドレスに身を包んだ少女の姿があった。登るときに汚したのだろう、ドレスの裾すそが真っ黒になっていた。アイシャが見たら悲鳴を上げそうである。


　屋根の上に登るその少女に、マルクはそれを危険だ、あるいははしたないと窘たしなめるのも忘れてしまっていた。


　沈しずみゆく陽ひの明かりを浴びてひたすら歌い続ける少女は、マルクが知るエルミナとあまりによく似ていた。





「──だからあなたに届けます。私が見つけた宝物──」
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　歌いながら、エミリオは別の景色を眺ながめていた。


　誰だれもいない屋敷。いつもの景色。〈アルス・マグナ〉が紡つむぐ揺り籠かご。エルミナが囚とらわれているはずの、〈精杯グレイルの姫ひめ〉の世界。


　エミリオは、胸に手を当て、力の限り謳うたを響かせる。


　謳は、元々エルミナのものだった。エミリオはそこに自分の歌声を重ねるだけで良かった。屋敷の外に出られない姉は、いつでも聞き手だった。そんな姉が唯ゆい一いつ語り手になれるのが、謳を歌う瞬しゆん間かんだったのだ。そして姉はいつでもエミリオのために歌ってくれた。


　だから、今度は自分が歌おうと思った。


　姉を真ま似ねることでしか歌えなかったエミリオが、初めて紡いだ自分だけの謳。他の誰でもない。エルミナに届けたくて、ひたむきに心を込めて。


　すれ違ちがったのは、お互たがいを知ろうとしなかったから。エミリオは姉が大好きだった。だから嫌きらわれたくなくて、その中に踏ふみ込もうとしなかった。


　もっと知ろうとすれば、きっと気づけたはずなのだ。彼女がすっかり心を閉ざしていたことを。自分がそう思う以上に、エルミナが渇かつ望ぼうしていたことを。姉の瞳に、未来が映っていなかったことを。


　──だけど、わたくしたちはまだ生きています。


　すれ違いはした。取り返しのつかないこともした。それでも、まだ生きているのだ。まだ、触ふれ合えばお互いを感じられるのだ。それならば、やり直せないことなどなにもない。


〈アルス・マグナ〉は、自分たち姉妹を引ひき裂さいた。しかしエルミナがそこに通り道を創つくってくれた。まだまだ頼たよりなくて儚はかなく脆もろい、それでもとても大きな可能性。


　そのエミリオとエルミナを繫つなぐ通り道に、謳を乗せる。


　奪うばわれたままで諦あきらめることなどできはしない。エルミナに少しでも応える気持ちがあるのなら、この謳は必ず届く。


　不意に、誰かが手に触れたような気がした。そして、背中に懐なつかしくも愛しい温ぬくもり。


「──届いた」


　目を開けると、そこに黄昏の空はなかった。代わりに、あちこちに亀き裂れつの走った危なっかしい玄関ホール。


　玄関の向こうに、黒のドレスに身を包んだ少女の姿があった。


「────！」


　少女がエミリオの名を呼ぶと、世界に亀裂が走った。どうやら、あまり時間はないらしい。それでも今だけ、ほんの少しでも、この時間を手に入れられたことに、エミリオは感謝していた。それから──


「──────────────」


　少女が、まるで予期しなかったことを言ったので、エミリオは噴ふき出してしまった。


　──ああ、なんだ。姉様も同じだったんですの……。


　あの日、人形のようになってしまったエルミナ。そうさせたのはエミリオである。一体、どんな顔をして会えばいいのか、そんなことを考えていたのは、自分だけではなかったらしい。エルミナはいくらでもエミリオを罵ば倒とうしても許されるというのに。


　なにを話せば良いのか。時間はあまりないというのに、エルミナの姿を見たら胸がいっぱいになってしまい、言葉が出てこなかった。


「────────」


　そうこうしていると、少女は真しん摯しな表情──決して人形のような無表情ではない──眼まな差ざしで、ひと言告げた。


「まったく……。マルクの言うとおりですのね」


　それから、エミリオは声を張り上げた。


「姉様！　わたくしまだ、あの夢を、諦めたわけではありませんわ。姉様と、わたくしと、屋敷のみんなと、家族全員で庭を歩くんです」


　さすがに、そう言われるとは思わなかったのだろう。少女はポカンと口を開いていた。


「だから、姉様もちゃんと夢未来を見つけてください」


　そして、揺り籠は粉々に砕くだけ散ちった。
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　エミリオは、屋根の上で歌っていた。ドレス姿でやることではない。


　目のやり場に困りながらも、謳に耳を澄ませる。やがて謳が終わり、もう一度視線を向けると、エミリオは目を瞑つぶったまま動く様子はなかった。謳の余よ韻いんに浸ひたっているのかもしれない。


　こんなときに声をかけるほど、マルクも無粋ではない。目を開けるまで、物音を立てないように待っていると、不意にエミリオの体がフラリと揺れた。


　──落ちる？


　マルクはテラスの手すりを踏み台にし、速すみやかに屋根へと飛び乗る。無防備に倒たおれ込む少女の体を、なんとか受け止めることができた。


　ホッと息をつくと、腕の中で少女が身じろぎした。


「あら……？　捕まってしまいましたのね」


　マルクはずり落ちたメガネを押し上げた。


「屋根の上で眠ねむるのはご遠えん慮りよ願います。落ちるところでしたよ。……話し方が、元に戻もどりましたね」


　少女は恥はずかしそうに顔を覆おおった。


「……確かに、マルクの言うとおりでしたわ。姉様の真似をするのは、良いことではありませんでした。──あなたはあなたです──そう、言ってくださったのに」


「もう、思い出されたのですか？」


　まさかエミリオの方が自分で思い出しているとは思わず、マルクは拍ひよう子し抜ぬけした気分だった。


　少女は気き丈じように微笑ほほえむ。


「大だい丈じよう夫ぶですわ。夢を思い出せましたの。もうお父様もお母様もいませんけれど、家族がいなくなったわけではありませんもの。わたくしが諦めなければ、絶対に叶かなえられますわ」


　それは、あの日──ロックウォールの街をともに歩いた、どこまでも前向きな少女の姿だった。


「先ほどの謳、あなたらしくてとても良かったですよ」


「……また、聴きいていらっしゃったのね」


　羞しゆう恥ち心しんに苛さいなまれたらしく、少女はもぞもぞと腕の中から抜ぬけ出す。マルクとしては、少し残念……もとい、さっさと下に降りてもらいたいところなので気が気ではない。


　マルクは、少女の背中に向かって語りかけた。


「私が知るエルミナは、人形などではありませんでしたよ」


　黄昏を背負って、少女はマルクに振ふり返かえった。


「ええ。そのようですわね」


　逆光で、表情は見えなかった。


「エルミナは、たぶん、あなたがいたから人間でいられたのだと思います」


　人形は、不平も怒いかりも抱いだかない。エミリオにそれを吐はき出せたということは、エルミナは彼女の前では紛まぎれもなく人間だったということだ。そして、それゆえに悔かい恨こんという鎖くさりで自分自身を縛しばり付けてしまったのだろう。


　マルクの言葉はどう届いたのか、エミリオは思おもい詰つめた声で問いかけてきた。


「マルク。そろそろ時間もありませんので、率直にお訊ききしますわ」


「なんなりと」





「姉様のこと──エルミナのこと、好きなのですか？」





　マルクは狼狽うろたえて足を滑すべらせた。危うく屋根から転がり落ちるところを、なんとか踏みとどまる。


「な、なんです、藪やぶから棒に……」


「重要なことですわ。この体、姉様にお返しするならば、きちんと安心して側そばにいてくれる人がいるのか」


「屋や敷しきの使用人は、みな絶対服従を誓ちかっています……ということでは、駄だ目めなのでしょうね」


　少女は逃にげを許さない、凄すごみのある笑みを浮うかべた。


　果たして、自分はエルミナのことをどう想おもっているのだろう？


　──恋れん慕ぼの情というものは、相手に側にいてほしいという欲よつ求きゆうと損得なしに自分を懸かけられる覚かく悟ごがあって、初めてそう呼ぶのだと思うのである──


　以前、アーロンに相談したとき、彼は恋こいとはそういうものだと言った。


　そして、そんなふうに想える相手は二人いた。


　片方の少女は、居い心地ごこちが良すぎてついなんでも頼ってしまう。そして彼女が傷ついたとき、なにがなんでも守ってやりたいと想った。だから、恋と呼ぶのなら彼女の方かもしれないと思った。


　もう片方の少女は、とても距きよ離りがあり、自分の手は届かないかもしれないが、側にいて支えてやりたい。あの無表情を、笑わせてやることができるのなら、それが別に自分に向いていなくともかまわない。これは恋と呼ぶよりも忠義なのではないか。


　しかし、彼女を失うかもしれない──そう、感じたときの喪そう失しつ感かん。それは、とてもではないが堪たえられるものではなかった。


　振り向いてもらえなくともかまわない──それは、失うのが怖こわくてそう逃げているだけだったのだ。あの、本当にたまにだけ見せてくれる微笑が、自分に向けられなくなることになど、マルクは堪えられない。


　彼女に側にいてほしい。笑顔を向けてほしい。しかし、それを求めていることを認めたら、失ったときに堪えられない。だから、距離を置いて踏み込まないようにしていた。


　距離を置いたのは、マルクの方だったのだ。


　マルクは、観念して頷うなずいた。





「ええ。好きですよ。女性として、恐おそらく、誰よりも」





　少女は、満足そうに笑みを浮かべた。


「ようやく白状しましたのね」


　それから、すっと目を閉じる。


「でしたら、許してあげますわ」


「え……？　あの、なにが、です……？」


　目を閉じて顔を近づけられては、するべきことなど一つしかないだろう。


「眠り姫ひめの起こし方は教えたはずですわ」


「ええ？　あ、あれは、本気だったのですか？」


「冗じよう談だんで言うとお思いですの？」


「い、いや、ちょ、ちょっとお待ちください。そ、それは問題があると思われます。当人の気持ちというものもありますし」


「気になさる必要はありませんわ。わたくしではなく、姉様にそうするのだと思えばよいのですわ」


「それは余計に問題があります！　そ、それにまだ、心の準備というものが……」


「マルク。こういった格好で淑しゆく女じよを待たせるなんて、凄い侮ぶ辱じよくですのよ？」


　意外に、本気で腹を立てているらしい。屋や根ね瓦がわらのいくつかがパシンと音を立てて砕けた。


　マルクが慌あわてふためいていると、少女は呆あきれたようなため息を漏もらして目を開けてしまった。


「だらしがないですわ。それではこの体、しばらくわたくしが使わせてもらいます。よいですわね？」


「お、お待ちなさい！　それは、困ります」


「そうは言われても、姉様の体で誰だれ彼かれかまわず唇くちびるを許すわけにはいきませんわ。あなたにその気がないのでしたら、わたくしも戻りようがありませんの」


　そう言って、屋根の縁ふちまで進む。こんな傾けい斜しやがかった場所で危なっかしいことこの上ない。マルクが止めようとすると、少女はクルリと振り返った。


「それとも、オウマ……いいえ、アルバさんあたりにお任せした方が良いかしら？」


　──アルバ……ですって？


　選よりに選って、あの男の名前を出すというのか。アイシャのことだけでも精せい一いつ杯ぱい我が慢まんしているというのに、この上エルミナにまで手を出されては、マルクは誓いを破ってでもあの男を始末しなければならなくなる。


　マルクが怖おぞ気けに震ふるえ上がると、少女はクスクスと笑い声を上げた。


「それが嫌いやなのでしたらっ──あっ？」


　ボロリ──と、少女の足場が崩くずれた。屋根の縁など、人間が体重をかけるようにはできていないのだ。


「エルミナ！」


　口からついて出た名前は、エミリオではなくエルミナの名だった。必死で腕うでに抱だき寄よせると、抱かかえていた黒のドレスがフワリと少女の体を覆った。
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　マルクがホッとして息を漏らすと、少女はニッと口を三日月型に歪ゆがめていた。


「きちんと、姉様のことを捕つかまえていてくださいな」


　そう言って、少女は無防備に顔を近づけた。少女の体を抱き留とめていたマルクは、声を上げる間もなかった。





　そして、ほのかに甘あまい、花の香かおりとともに、唇に柔やわらかいものが触ふれた。





　翠すい玉ぎよくの瞳ひとみを大きく瞬またたかせ、少女は瞬まばたきを繰くり返していた。そして、どういうわけかマルクの顔をマジマジと観察してくる。


　それから、なにか納なつ得とくしたように力を抜くと、そっと目を閉じていた。





　──何な故ぜこの状じよう況きようでなんの疑問も抱かずにそうなるのですか……！





　腕の中の少女は、安心しきったように小さな声でなにかを囁ささやいた。卒そつ倒とう寸前なほど──しかしここで倒たおれればエルミナもいっしょに落ちる──気が動転していたマルクの耳に届くことはなかったが。


　そして、困ったことに一連の成り行きは、庭に出ていた使用人全員から目もく撃げきされていた。





　──……もしも私が恋をしたと言ったら、エミリオ、君はなんと言うだろうか──





　少女の囁きは、誰だれの耳にも届くことなく、虚こ空くうに消えた。


　季節外れの黄道光と空に登る弓張りの月が、そんな二人に降り注いでいた。






　あとがき




　前巻よりお付き合いいただいているお客様、ありがとうございます。表紙あるいはあらすじで衝しよう動どう買いなさったお客様……は、六巻目になるとさすがにそろそろいないでしょうか？　ともかく手て島しま史ふみ詞のりでございます。





　本作は影かげ執しつ事じマルクの手て違ちがいシリーズ第六巻「影執事マルクの覚かく醒せい」でございます。


　今回は眠ねむり姫ひめ編完結！　ついに目覚めたエミリオ。求めるものは同じだったはずなのに、すれ違ってしまった姉妹しまい。彼女たちに再び笑い合える日は訪れるのか？　そして真実を知ったマルクが選ぶのは二人の主あるじの一体どちら？　執事とお嬢じよう様さまの明日はどっちだ。シリアス及びラブ成分多めでお送りしますが、最終巻ではありません。





　とまあ、このシリーズもどこまで続くのかは分かりませんが、物語に一区切りついたといったところでしょうか。区切りが良いところで今月（十二月）より月刊ＡＳＵＫＡにてコミック版「影執事マルクの手違い」連れん載さいスタート！


　作画はなんとＣＯＭＴＡさん！　なんでも「手違い」から「迎げい撃げき」までをまとめた内容になるそうで。詳くわしい情報は現在発売中のドラゴンマガジンに載のっていると思います。私のブログの方でも恐らくちょこちょこと報告していくと思います。





　話は変わりまして近きん況きようでも。


　最近息むす子こがサッカー教室に通い始めました。習い事は無理にやらせなくても良いだろうと考えていたのですが、彼が自分からやりたいと言い出したので試しに行かせてます。


　……ですが、困ったことに何な故ぜかそれに娘むすめまで通うことになってしまいました。


　おかしいです。習わせるならバレエかヴァイオリンにしようと思っていたのに……。髪かみは伸のばし始めたのですが、おしとやかな娘に育てることはまだ可能なのか！


　それはそうと、この本が出るころには十二月ですね。十二月といえばやはりクリスマス。学生さんも社会人さんもイベントの多い時期だと思います。今年は子供たちになにを贈おくったものでしょうね。息子ときたらサンタクロースに日本刀を頼たのんだりしてましたが。


　そういえば今年は五冊も出したことになるんですね。年間十冊以上出される大先生もいらっしゃいますが、今年は頑がん張ばったと思います。





　あとはお世話になりました各方面へ謝しや辞じです。


　誕生日まで夜通し働いてくれている担当Ｔ様。今年一年修しゆ羅ら場ばでなかった日はあったのでしょうかＣＯＭＴＡ様。カバー等のデザイナー様。毎度誤ご字じ脱だつ字じでご迷めい惑わくおかけしてます校正様。何気にあちこちでマルクの宣せん伝でんしてくれてる姉様。会うたびに子供のおもちゃ買わせてすみませんお義か母あ様さま。毎回律りち儀ぎに本買ってくれてるＹ君。体大事にしてよねＩおじさん。落ち込んでると何故か頭よしよししてくれる子供たち。相変わらず予想のつかないことで笑わせてくれる奥さん。いつもありがとうございます。





　次回予告。


　一応の安定を取り戻したエルミナ。そこに訪れた招まねかれざる客。ドミニク、君過去に一体なにをやらかしたの？　そしてカナメが彼に振り返る日は……来ないですよね。ヴァレンシュタイン家最大の謎なぞ──家か令れいの秘密にスポットを当てつつ、大おお騒さわぎしたいと思います。







２００９年10月　手島　史詞




アトリエ月の窓　http://teshima.at.webry.info/
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影かげ執しつ事じマルクの覚かく醒せい





手て島しま史ふみ詞のり
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